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新課程　指導最前線
2015年度入試を踏まえた

2016年度入試の出題予測と
入試直前期の指導

指導変革の軌跡
奈良県・私立　西大和学園中学・高校

福岡県立 大川樟風高校
半歩未来を考える教育オピニオン
長崎大多文化社会学部に見る

大学の英語教育改革の今

10代のための学び考
北里研究所名誉理事長 日本学士院会員 　大村　智
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表紙の学校　愛媛県・私立愛光中学・高校　和田　誠先生

見守り、支える

　愛　愛愛愛愛光中光中光中光光中光光 学・学・学・学・学・学・高校高校高校高校高校高校で、で、で、でででで 東京東京東京東京東京東京大を大を大を大を大を大を志す志す志す志す志す志 高校高校高校高校高校高高 ２年２年２年２年年２年生た生た生た生た生た生たちがちがちがちがちがちが共に共に共に共に共に共共に共 切磋切磋切磋切磋切磋磋琢磨琢磨琢磨琢磨琢磨琢磨磨しよしよしよしよしよしようとうとうとうとうと結成結成結成結成結 したしたしたしたした「東「東「東「東「東大協大協大協大協大協大協進会進会進会進会進会進会」。」。」。」。」。
７月７月７月７月月７月にはにはにはににはには全校全校全校全校校全校校生徒生徒生徒生徒生徒生生 からからからからからから参加参加参加参加参加者を者を者を者を者を者 募り募り募り募り募募り、「、「、「、「東大東大東大大東大東大同志同志同志同志同志同同志結集結集結集結集結集集大会大会大会大会会大会会」を」を」を」を」を開い開い開い開い開開いた。た。た。た。た。「図「図「図「図「図図書館書館書館書館書館書館で自で自で自で自自で 習を習を習を習を習習をするするするするするる先輩先輩先輩先輩先輩先輩輩
を見を見を見を見見て、て、て、て、て、後輩後輩後輩後輩輩が刺が刺が刺が刺が刺が刺激を激を激を激を激を受け受け受け受け受け受けるとるとるとるとるといういういういうういううようようようようようよううに、に、にに、に、に 同じ同じ同じ同じ同じじ大学大学大学大学学大学を志を志を志を志を志を志す生す生す生す生す生す生徒が徒が徒が徒徒が徒がが徒 学年学年学年学年学年学年を超を超を超を超を超を超えてえてえてえててえて知り知り知り知り知り知り合え合え合え合え合ええる場る場る場る場る場る ににににに
なれなれなれなれなればよばよばよばよばよばよいないないないなないなと思と思と思と思思と思ってってってってってって」」」」」」と発と発と発と発と発発起人起人起人人起人起 の生の生の生のの生の 徒会徒会徒会徒会徒会会徒会会会会会長会長会長会長会長会長長。東。東。東東。東東東東京大京大京大京大京大京大京京京 に関に関に関に関に関に関にに するするするするするするクイクイクイイクイズ大ズ大ズ大ズ大ズ大ズ大会や会や会や会や会会や、、、、校内校内校内校内内内で読で読で読で読で読で読めるめるめるめるめるめる東京東京東京東京東京東京
大関大関大関大関大関大関連本連本連本連本連本連本本の紹の紹の紹の紹の紹の紹介な介な介な介な介な介介などのどのどのどのどのどのの企画企画企画企画企画企画画を練を練を練を練を練練り、り、り、りり、り 参加参加参加参加参参加者募者募者募者募募募集の集の集の集の集集のチラチラチラチラチチラチ シをシをシをシをシを作り作り作り作り作り作 、各、各、各、各、各、各教室教室教室教室教室教室教 を回を回を回を回を回回ってってってってってて宣伝宣伝宣伝宣伝宣伝伝したしたしたししたした。そ。そ。そそ。そ。そううううう
したしたしたしたたしたたた周り周り周り周り周りの生の生の生の生のの生生の生徒た徒た徒た徒た徒た徒たちのちのちのちのち 士気士気士気士気士 を高を高を高を高ををを め、め、め、め、、学校学校学校学校学校学校を盛を盛盛を盛を盛盛盛り上り上り上り上上り上げよげよげよげよげよげ うとうとううとうとうといういういういういう趣旨趣旨趣旨趣旨趣旨旨に賛に賛に賛に賛に賛賛同し同し同し同し同し同し、会、会、会、会会の顧の顧の顧顧の顧顧問を問を問を問を問を問を務め務め務め務め務め務めるるるるるる
のがのがのがのがのがのが進学進学進学進学進学進学主任主任主任主任主任主任の和の和の和の和の和の和和田誠田誠田誠田誠田誠田誠先生先生先生先生先生先 だ。だ。だ。だだ。志が志が志志が志が志 高い高い高い高い高い高い高 ためためたためために実に実に実に実に実実現が現が現が現が現が現が現が難し難し難し難し難ししそうそうそうそそうそうなアなアなアなアなアなアイデイデイデイデイデデイ アもアもアもアももア 飛び飛び飛び飛び飛び飛び出す出す出す出す出す出 が、が、が、が、が 和田和田和田和田田和田先先先先先先
生は生は生は生生は生はは出来出来出来出来来来出 る限る限る限る限る限る限り生り生り生り生生り生徒の徒の徒のの徒の徒徒の思い思い思い思い思いい通り通り通り通りり通り通り通りに取に取に取に取に り組り組り組り組り めるめるめるめるめるようようようようようよ にサにサにサにサササポーポーポーポーポーポートすトすトすトすすトする。る。る。るるる 「失「失「失「失「失「失失失敗も敗も敗も敗も敗も敗もも経験経験経験経験経験経験の１の１の１の１の１つ。つ。つ。つつ。つ。壁に壁に壁に壁に壁に壁にぶぶぶぶぶぶ
つかつかつかつかつかつかりなりりなりなりなながらがらがらがらがらが も、も、も、も、も、自分自分自分自分自分分たちたちたちたちたちた で考で考で考で考で考で考えてえてえてえてえてて試行試行試行試行行試行錯誤錯誤錯誤錯錯誤錯誤するするするするするす ことことことことととこそこそこそこそこそこそここ が、が、が、が、、成長成長成長成長成長成長につにつにつにつにつにつながながながながながなななな りまりまりままりまます」す」す」」すす」。。。。
　そ　そ　そそそその姿の姿の姿の姿の 勢は勢は勢は勢は勢ははは勢 、進、進、進、進、進、進学主学主学主学主学主学学主任と任と任と任と任と任と任 してしてしてしてて生徒生徒生徒生徒生徒生徒の相の相の相の相の相談を談を談を談を談を談談談 受け受け受け受け受ける時る時る時る時る時も同も同も同同も同も同同じだじだじだだじだだ。生。生生。生。生生徒が徒が徒が徒が徒が徒がうまうまうまうまうままく話く話く話く話く話く話く話せなせなせななせなせ くてくてくてくててくても、も、も、も、も、先先先先先先
生は生は生は生は生は静か静か静か静か静か静か静かに耳に耳に耳に耳に耳に耳を傾を傾を傾をを傾を傾け、け、け、け、け 全て全て全て全て全て全てを受を受を受を受を受をを受をを け止け止け止け止け止け めるめるめるめるめるめ 。そ。そ。そそ。そしてしてしてしてしてしし 、１、１、１、１１１度の度の度の度のの度 相談相談相談相談相相談で結で結で結で結で結論を論を論を論を論を論を出そ出そ出そ出そ出そ出そうとうとうとうとうとう せずせずせずせずずせずせずに「に「に「に「に「に またまたまたまたまたまたま 来来来来来来来
なさなさなさなさなさなさなさい」い」い」い」い」」」と言と言と言と言と言言う。う。う。う。う 時間時時間時間時間時間を置を置を置をを置置いていていていいてい 考え考え考え考え考えて、て、て、て、２度２度２度２度２度２ 、３、３、３、３３度と度と度と度とと話す話す話す話話す話すうちうちうちちうちう に、に、に、ににに 生徒生徒生徒生徒生徒生徒が心が心が心が心が心が心心心心の内の内の内の内の内の内を整を整を整を整を整整を整理で理で理で理で理ででき、き、き、きき、き 道道道道道
を見を見を見を見を見見を見を見を つけつけつけつけつけつけけられられられられられら ればればればればればばば、そ、そ、そそ、そ、それでれでれでれでれでれでれ よいよいよいよいよよい。「。「。「。「。「言葉言葉言葉言葉言葉言葉にしにしにしにしにしに て相て相て相て相て相相手に手に手に手に手に手 伝え伝え伝え伝え伝え伝 る過る過る過る過る過る過程で程で程で程程でで、自、自、自自、自、自分が分が分が分が分がが分分分 何を何を何を何ををしたしたしたしたし いのいのいのいののののか、か、か、かかか すすすすす
べきべきべきべきべききなのなのなのなのななな か、か、か、か、か、か なぜなぜなぜなぜなぜなぜぜ出来出来出出来出来出来ないないないなないないなな のかのかのかのかのかに自に自に自に自に自に自ら気ら気ら気ら気気ら気付く付く付く付く付く付 でしでしでしででしでしでしょうょうょうょうょょう。そ。そ。そ。そそ。そこにこにこにこにこにこに意味意味意味意味意味味があがあがあがああるとるとるとるとと思う思う思う思う思思うのでのでのでのでのでです」す」す」す」す」と語と語と語と語語と語る。る。る。る。るる。
　今　今　今今今今今は、は、は、はは、は、は 「東「東「東「東東東大協大協大協大協大協進会進会進会進会進会進会」で」で」で」で」で」 ２回２回２回２回回回回回回目の目の目の目の目目目ののイベイベイベイベイベントントントントトを企を企を企を企企を企企企画中画中画中画中画中画中だ。だ。だ。だ。だだ 「ア「ア「ア「ア「アアイスイスイスイスイスイ ブレブレブレブレブレレークークークークーククにはにはにはにはにはにはに 他己他己他己他己他己他他 紹介紹介紹介紹介紹紹介紹紹介介をしをしをしをしをしをししようようようようよう」」」」
「活「活「活「活活活動紹動紹動紹動紹動紹紹動 介の介の介の介のの介のショショショショショシ ートートートートー ムームームームービービービーービービーーを作を作を作をを作作りたりたりたりたりたたい」い」い」い」いい」と言と言と言と言と言う生う生う生う生う生う生う 徒た徒た徒た徒た徒た徒たちにちにちにちにちにに驚き驚き驚き驚き驚きつつつつつつつつつつも、も、も、も、、ももも 「ど「ど「ど「ど「ど「 んなんなんなんなんなななアイアイアイアイアアイデアデアデアデアアデ が出が出が出が出が出が
てくてくてくてくて るのるのるのるのるののか、か、か、か、か、怖く怖く怖く怖く怖怖 もあもあもあもあもあもあり、り、り、りり、り 楽し楽し楽し楽し楽楽しみでみでみでみでみでみでみ もあもあもあもあもああるのるのるのるのる ですですですですですですすす」と」と」と」とと、和、和、和、和、和田先田先田先田先田先先生は生は生は生はははうれうれうれうれれうれしそしそしそしそそしそうにうにうにうにに笑っ笑っ笑っ笑っ笑っ笑 た。た。た。た。た。

［フリーダイヤル］　0120 - 350455
受付時間　月～金8：00～19：00／土8：00～17：00（祝日、年末・年始を除く）
株式会社ベネッセコーポレーション岡山本社　〒700-8686 岡山市北区南方3-7-17

お客様
サービスセンター

教師と生徒の肖像

見

教教師師と生徒生徒の肖肖像像
Cov er  Story

これからの授業と
教師の役割
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先 生 方 と と も に 高 校 生 の 今 と 未 来 を つ な ぐ
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❶　高校生が「どこが分
からないの？」と尋ねて
も、つまずいている箇所
が分からずに黙り込む中
学生もいる。そうした時、
一から説明をして不明点
を探りながら、根気強く
サポートしていった。

●❹　学習サポーターを行う約１週
間前に、土曜授業で使う教材が
配布される。生徒たちは皆、事
前に教材を読み込み、問題を解
いて、指導のシミュレーション
を行う。

●❺　休み時間には、生徒たちは控え室に集
まり、「ここはどうやって教えた？」「こ
うやったら分かってくれたよ」と、指導
の仕方について情報交換。

●❻　中学生への学習サポーターの実績を受けて、保小
中高連携を行う輪島市立門前東小学校で、高校生４
人と高校教師が英語の出前講座を行った。英語で自
己紹介をし合うなど、スピーキングを中心に小学生
と高校生が一緒に活動した。

●❷　●❸　１学級に３～5人の高校生が入り、教室内
を回って、手が止まっている中学生に話し掛け
る。先輩としてしっかり教えたいのに、英文法
を思い出せず、説明の途中で言葉に詰まってし
まうことも。「中学生に教えながら、自分自身の
弱点も明確になり、自分の勉強になっています」
と、参加した生徒は話す。

生徒のインタビューは P.22
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「分かった！」という
言葉がうれしくて
説明にも力が入る

どう伝えれば、
中学生が分かりやすいのか
その工夫が自身の理解も深めていく
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◎前号１０月号の特集では、
これからの授業で目指すの
は生徒個々の思考の活性化・
深化であり、その目的を実現
する指導ツールの１つとして
有効なのがアクティブ・ラー
ニングであるということを確
認いたしました。では、そのよ
うな授業において、教師には
どのような役割・指導が求
められるのでしょうか。今号
の特集は、「場づくり」と「発
問」という２つの視点で考え
てまいります。

『VIEW21』高校版
編集長　柏木崇

思考を活性化させる
２つの視点

今月の表紙メッセージ

http://berd.benesse.jp 本誌記事は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイトでもご覧いただけます
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インタビュー 思考を活性化させるための教師の役割とは何か
 拓殖大国際学部准教授　石川一喜

座談会 生徒の学びを深めるための教師の場づくり、発問とは
 拓殖大国際学部准教授　石川一喜　／
 富山県・私立片山学園中学・高校　森内梨絵　／　福岡県立小倉南高校　大神弘巳

実践事例 思考の活性化を促すAL型場づくりと発問を実践する
 事例１●富山県・私立片山学園中学・高校　森内梨絵〈国語〉
 ルールの徹底によるグループワークの活性化と自己採点での学びの個別化を目指す
 事例２●福岡県立小倉南高校　大神弘巳〈世界史〉
 アクティブ・ラーニングと ICTを活用し、知的好奇心と課題意識を喚起する授業

これからの授業と教師の役割
─教える、そして共に学ぶ存在へ

C O N T E N T S

新たな一歩を踏み出す勇気はゴールを共有した語り合いから生まれる
北海道釧路湖陵高校　進路指導部◎阿部輝之、福本吉範

チカラ　アワセテ2

4

石川県立門前高校　学習サポーター　「教えること」が学び合いになり共に成長していく
ハートをこがせ！22

特集

〈ビュー21〉

3年生12月　三者面談シート

長崎大多文化社会学部に見る　大学の英語教育改革の今
長崎大　学長　片峰　茂　／　多文化社会学部　学部長　佐久間　正　／　　多文化社会学部　教授　木村直樹

改良！　指導ツール　ビフォーアフター38

奈良県・私立西大和学園中学・高校
学校改革◎国際理解教育とＩＣＴで生徒が主体的に学ぶ姿勢を引き出す

福岡県立大川樟風高校
ＩＣＴの利活用による指導◎質の高い授業をＩＣＴで実現し、生徒を主体的な学びへと導く

30 指導変革の軌跡

42 半歩未来を考える教育オピニオン

好奇心のおもむくままに得た知識が研究者としての土台を築いた
北里研究所名誉理事長　日本学士院会員　大村　智

46

全国のスーパーグローバルハイスクール（ＳＧＨ）指定校が集結

大学改革の方向性を見据え、グローバル教育を語り合う情報交換会を開催

48 VIEW’S REPORT

56 Reader’s VIEW

2015年度入試を踏まえた 2016年度入試の出題予測と入試直前期の指導
数学　愛知県立刈谷高校　岡田保則　／　物理　東京都立西高校　野坂正史
化学　静岡県立富士東高校　渡邉保和　／　生物　北海道札幌東高校　八倉巻和弘

新課程　指導最前線24

かず よし

や ぐらまきわたなべ

もん ぜん

ノーベル生理学・医学賞受賞　記念再録 10代のための学び考

の さかまさ し

http://berd.benesse.jp/


阿
部　

担
当
教
科
は
同
じ
国
語
で
す
し
、
生

徒
指
導
に
も
長
ら
く
一
緒
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
ね
。

福
本　

２
０
０
３
年
に
始
め
た
進
路
イ
ベ
ン

ト
「
統
一
学
校
説
明
会
」
の
立
ち
上
げ
期
を

知
る
古
株
は
、
我
々
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。

阿
部　

北
海
道
の
東
端
に
位
置
す
る
本
校

は
、
道
外
に
目
を
向
け
る
生
徒
が
少
な
く
、

進
学
実
績
が
伸
び
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
８
月
末
に
全
国
の
大
学
か
ら
担
当
者
を

招
い
た
合
同
説
明
会
を
開
き
、
生
徒
の
視
野

を
広
げ
て
可
能
性
を
引
き
出
そ
う
と
い
う
、

当
時
の
教
師
た
ち
の
熱
い
思
い
か
ら
イ
ベ
ン

ト
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
ね
。

福
本　

異
動
し
て
い
く
先
輩
教
師
の
思
い
を

受
け
継
ぎ
、
進
路
指
導
部
を
中
心
に
全
教
員

が
一
丸
と
な
っ
て
運
営
し
て
き
ま
し
た
。
不

易
を
守
り
な
が
ら
も
イ
ベ
ン
ト
を
進
化
さ
せ

ら
れ
た
の
は
、
多
く
の
先
生
方
と
、
と
こ
と

ん
語
り
合
っ
た
か
ら
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

阿
部　

そ
う
で
す
ね
。
第
１
回
の
参
加
数
は

約
50
大
学
で
し
た
が
、
第
13
回
の
今
年
は
約

１
０
０
大
学
ま
で
増
え
ま
し
た
。
第
１
回
は

ま
さ
に
手
探
り
状
態
で
し
た
が
、生
徒
は
「
自

分
た
ち
の
た
め
に
全
国
か
ら
集
ま
っ
て
く
れ

る
な
ん
て
！
」
と
驚
き
や
感
謝
の
気
持
ち
を

抱
き
、
各
大
学
の
ブ
ー
ス
で
目
を
輝
か
せ
て

話
を
聞
い
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

福
本　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
機
に
進
学
実
績
は

大
き
く
向
上
し
、
生
徒
の
進
学
先
も
全
国
に

広
が
り
ま
し
た
。
し
か
し
近
年
、生
徒
に
と
っ

て
は
、「
あ
っ
て
当
た
り
前
の
行
事
」
と
な
っ

て
い
る
、
そ
ん
な
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

阿
部　

大
き
な
課
題
で
す
よ
ね
。
初
期
は
イ

ベ
ン
ト
に
対
す
る
感
動
が
大
学
へ
の
関
心
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
。

福
本　

今
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
大
学
情
報

が
手
軽
に
得
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に

大
学
の
担
当
者
と
対
面
し
て
教
育
の
背
景
に

あ
る
熱
い
思
い
を
知
る
こ
と
で
、
単
な
る
大

学
理
解
に
と
ど
ま
ら
ず
、
学
習
意
欲
の
向
上

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

阿
部　

い
か
に
新
鮮
な
感
動
を
与
え
ら
れ
る

か
が
鍵
な
ん
で
す
よ
ね
。
そ
の
こ
と
に
つ
い

て
、
最
近
も
２
人
で
よ
く
話
し
ま
す
ね
。

福
本　

そ
う
で
す
ね
。
例
え
ば
、
大
学
の
情

報
を
得
る
だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
、
自
ら
ア
ク

テ
ィ
ブ
に
動
い
て
学
ん
だ
り
、
大
学
担
当
者

と
の
や
り
取
り
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
を
高
め
た
り
す
る
に
は
、
ど
う

　

長
年
進
路
指
導
に
携
わ
る
中
で
、
生
徒

が
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
た

め
に
は
、
深
く
思
考
し
た
り
、
他
の
生
徒

と
語
り
合
っ
て
考
え
を
発
展
さ
せ
た
り
す

る
力
が
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
将
来
に
つ
な
が
る
よ
う
な
言
語
能
力

の
育
成
を
念
頭
に
、
国
語
の
授
業
を
つ

く
っ
て
い
ま
す
。

　

福
本
先
生
と
は
11
年
間
に
わ
た
っ
て
、

同
僚
と
し
て
進
路
指
導
や
国
語
指
導
の
相

談
相
手
に
な
っ
て
も
ら
っ
て
き
ま
し
た
。

私
は
多
弁
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
福
本
先

生
は
、
冗
談
な
ど
を
言
っ
て
、
場
の
空
気

を
和
ら
げ
る
の
が
得
意
な
明
る
い
お
人

柄
。
そ
の
よ
う
に
タ
イ
プ
が
全
く
異
な
る

か
ら
こ
そ
、
お
互
い
に
自
分
に
は
な
い
発

想
で
物
事
を
捉
え
、
高
め
合
う
こ
と
が
出

来
る
の
で
し
ょ
う
。

北
海
道
釧
路
湖
陵
高
校　

阿
部
輝
之　
43
歳

あ
べ
・
て
る
ゆ
き　

教
職
歴
19
年
。
同
校
に
赴

任
し
て
13
年
目
。
進
路
指
導
部
。
１
学
年
担
任
。

前
３
学
年
主
任

進
路
指
導
と
教
科
指
導
を

キ
ャ
リ
ア
教
育
で
つ
な
げ
る

北海道釧路湖陵高校　進路指導部
阿部輝之　福本吉範

新たな一歩を踏み出す勇気は
ゴールを共有した語り合いから生まれる

先
輩
か
ら
受
け
継
い
だ

大
切
な
思
い
を
守
る

い
か
に
新
鮮
な
感
動
を
与
え
て

指
導
の
効
果
を
高
め
ら
れ
る
か
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い
っ
た
指
導
が
効
果
的
か
、
と
か
…
…
。
欲

張
り
で
す
が
、
も
っ
と
多
く
の
学
び
を
得
ら

れ
る
場
に
し
た
い
で
す
ね
。
一
方
で
、
今
後

も
教
師
が
汗
を
か
い
て
各
大
学
と
直
接
や
り

取
り
を
す
る
な
ど
、
当
初
か
ら
の
運
営
方
針

は
貫
い
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
こ
に
は
先
輩

教
師
へ
の
敬
意
も
あ
り
ま
す
し
、
大
学
と
の

関
係
を
深
め
る
と
い
う
戦
略
も
あ
り
ま
す
。

阿
部　

こ
れ
か
ら
も
守
る
べ
き
伝
統
は
守

り
、
次
の
世
代
に
引
き
継
ぎ
ま
し
ょ
う
。

福
本　

今
年
、
あ
る
卒
業
生
が
「
自
分
の
大

学
の
良
さ
を
後
輩
に
伝
え
た
い
」
と
、
自
主

的
に
大
学
の
入
試
課
に
本
校
の
統
一
学
校
説

明
会
に
つ
い
て
説
明
し
、
実
際
に
参
加
が
決

ま
り
ま
し
た
。
我
々
の
思
い
を
感
じ
取
っ
て

く
れ
る
生
徒
の
存
在
は
大
き
な
喜
び
で
す
。

阿
部　

今
後
の
目
標
は
、
イ
ベ
ン
ト
を
大
学

の
先
も
見
据
え
て
、
職
業
や
生
き
方
を
含
め

た
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
場
と
し
て
深
化
さ
せ
る

こ
と
で
す
。
キ
ャ
リ
ア
意
識
が
し
っ
か
り
と

育
ま
れ
れ
ば
、
生
徒
は
更
に
主
体
的
に
な
っ

て
い
く
は
ず
で
す
。

福
本　

同
感
で
す
。
我
々
が
常
々
話
し
て
い

る
進
路
指
導
の
ゴ
ー
ル
は
、
自
立
し
た
学
習

者
の
育
成
で
す
か
ら
ね
。

阿
部　

将
来
像
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
て
、
そ
こ

に
自
ら
向
か
っ
て
い
く
生
徒
を
育
て
た
い
で

す
ね
。
今
後
も
大
い
に
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

　

高
校
教
師
は
、
生
徒
の
３
年
間
を
預
か

る
大
事
な
仕
事
で
す
。
卒
業
後
、
社
会
で

力
強
く
生
き
る
土
台
を
つ
く
る
た
め
に

は
、
と
に
か
く
自
立
し
て
学
習
で
き
る
力

を
育
て
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

「
言
う
は
易
し
」
で
、生
徒
の
自
立
を
促
す

の
は
非
常
に
難
し
い
こ
と
だ
と
痛
感
し
て

い
ま
す
。手
を
掛
け
過
ぎ
る
と
依
存
心
が

強
く
な
る
し
、か
と
言
っ
て
放
任
し
て
も

な
か
な
か
狙
い
通
り
に
は
育
っ
て
く
れ
ま

せ
ん
。で
は
、ど
の
よ
う
な
指
導
が
効
果
的

な
の
だ
ろ
う
か
―
―
と
い
っ
た
話
題
が
最

近
の
阿
部
先
生
と
の
会
話
の
中
心
で
す
。

　

阿
部
先
生
は
、
常
に
冷
静
で
あ
り
な
が

ら
、教
育
に
は
熱
い
信
念
を
お
持
ち
の
方
。

そ
ん
な
「
静
か
な
る
情
熱
」
に
触
れ
な
が

ら
、
今
後
も
対
話
を
通
し
て
多
く
の
こ
と

を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

北海道釧路湖陵高校
◎校訓は、「誠・愛・勇」。100 余年の歴史で2 万 7000人を超える卒業生を送り出す。2012 年より文部科
学省の「スーパーサイエンスハイスクール」の指定を受け、東京大や北海道大と連携した探究活動に取り
組む。また、地域医療を支える人づくりプロジェクト「医進類型指定校」の一環として、体験学習や少人数
授業などを展開する。
◎設立　１913（大正２）年　◎形態　全日制・定時制／普通科・理数科／共学　◎生徒数　約 720人
◎２０１５年度入試合格実績（現役のみ）
国公立大は、北海道大、旭川医科大、弘前大、東北大、宇都宮大、埼玉大、東京大、富山大、金沢大、京
都大、徳島大などに110人が合格。私立大は、札幌大、上智大、中央大、法政大、明治大、立教大、早稲
田大、立命館大などに延べ250人が合格。
◎URL　http://www.koryo946.hokkaido-c.ed.jp/

北
海
道
釧
路
湖
陵
高
校　

福
本
吉
範　
41
歳

ふ
く
も
と
・
よ
し
の
り　

教
職
歴
18
年
。
同
校
に

赴
任
し
て
12
年
目
。
進
路
指
導
部
長
。

自
立
し
た
学
習
者
を

い
か
に
し
て
育
成
す
る
か
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特
　
集

本
誌
10
月
号
で
は
、
高
大
接
続
改
革
に
お
い
て
そ
の
飛
躍
的
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
以
下
、Ａ
Ｌ
）
に
つ
い
て
、
高
校
現
場
の
状
況
と
課
題
を
確
認
し
た
上
で
、

Ａ
Ｌ
の
目
的
と
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
こ
れ
か
ら
の
授
業
デ
ザ
イ
ン
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
提
言
を
、

現
場
の
教
師
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
得
ら
れ
た
声
を
基
に
行
っ
た
。

今
号
も
引
き
続
き
、
こ
れ
か
ら
の
授
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、

中
で
も
、
教
師
の
役
割
と
そ
れ
を
果
た
す
た
め
に
求
め
ら
れ
る
指
導
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

こ
れ
か
ら
の
授
業
と

教
師
の
役
割

│
教
え
る
、そ
し
て
共
に
学
ぶ
存
在
へ

Q.10月号・特集「思考を活性化させる授業デザイン」についての
ご意見・ご感想をお聞かせください。

◎ＡＬ型授業において、ますます「教師の発問力」が問われるのは間違
いない。勤務校でも今年度、「生徒を深い思考へと誘う問いとは？」を
テーマに掲げ、授業研究に取り組んでいる。教師の問いにより生徒の
学びの質が変わることを、教師はもっと自覚する必要がある。（福井県）
◎本校でもＡＬの実施が推奨されている。しかし、単に「ワイワイ、
ガヤガヤする授業」と勘違いされている節もある。生徒の頭の中が、
講義型の授業よりも活性化されることが目的であるにもかかわらず
だ。今後は、深く考えさせるような仕組み（発問など）を常にどのよ
うに生徒に提示できるかが、「良い先生」の条件になってくるのではな
いか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（岡山県）

◎ＡＬについては、自校でも指定研究を深めている。ラーニングピラ
ミッドの観点から考えても効果的で、時間的な制約はあるが、推進し
たいと考えている。ＡＬの前提となる人間関係づくりや資質の育成と
共に、中学校と連携したＡＬや教科横断的なＡＬについても模索でき
ないものかと考えている。　　　　　　　　　　　　　　　（徳島県）
◎最近の様々な研修を通じて、「ＡＬ」という言葉が一人歩きし始め
ていると感じている。ＡＬを導入し、「とりあえずやってみよう」とい
う掛け声は大切なことではあるが、目的の確認・共有及び授業力の研
鑽が不可欠だ。今後の研修などの充実が、ＡＬの充実の鍵を握ると感
じている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（愛媛県）

出典／『VIEW21』高校版読者モニターへのアンケート結果より。アンケートは、2015 年10月にウェブとファクスで実施。
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本号のテーマ

生徒の思考を活性化・深化させる授業を行う上で
求められる教師の役割、指導とは？

教師が新たに担う「ファシリテーターとしての役割」
インタビュー【P.6～7】

1
◎ファシリテーターとは、「集団の中での知的な創造活動を促進する人」のこと。司会・進行役の
ような役割も担うが、最も重要な役割は、集団を構成するメンバーの力を最大限に引き出すこと。

◎これからの授業では、生徒が安心して思考を深められる環境を整えた上で問いを投げ掛け、
生徒の中から答えを引き出し、教室の中でより良い答えを創り出していくことが求められる。

拓殖大国際学部准教授　石川一喜

求められる2つの指導の観点「場づくりと発問」2

◎クローズドクエスチョンで場を温めた上で、答えのない問いへ移行することによ
り、生徒の思考がより深まり、モヤモヤ感が課題に対する興味・関心を高める。

◎ファシリテーターの大原則は場の力を信じること。生徒を信頼すれば、生徒の
思考の質が変わり、学びに向かう行動やその結果として得られる学力も変わる。

◎「自分の発言や態度によって学びの場が変わった」「自分の意見が取り上げら
れた」といった体験を何度もさせて、生徒が伸び伸びと発言できる安心感を
醸成する。

◎話し合いの前提となるルールを決めて提示することで、黙っている生徒に発言
を促しやすくなり、強く主張しすぎる生徒に対しては自制を促すことも出来る。

ルールの徹底によるグループワークの活性化と自己採点での学びの個別化を目指す
富山県・私立片山学園中学・高校　森内梨絵

拓殖大国際学部
准教授
石川一喜

富山県・私立
片山学園中学・高校
森内梨絵

福岡県立
小倉南高校
大神弘巳

現場の声を基に、10月号で提言したこれからの授業のあり方
◎高校教育におけるＡＬの最も重要な目的は「生徒個々の思考の活性化・深化」。他者との協働的な活動は、思
考をより深いものにするためには不可欠な要素であるが、それ自体が目的ではない。

◎思考の活性化・深化は、他者との協働的な活動（言わば「動」の学習）と、生徒個々の熟考や内省（言わば「静」
の学習）を有機的に組み合わせる、教師の授業デザインによって実現する。

◎思考を活性化・深化させる授業デザインでは、ＡＬは生徒の状況によって最適と考えられるタイミングで選択さ
れる。つまり、「ＡＬありき」ではないが、分野・単元の深い理解にはＡＬは不可欠である。

座談会 【P.8～13】

事例1　●　国語
【P.14～17】

アクティブ・ラーニングとICTを活用し、知的好奇心と課題意識を喚起する授業
福岡県立小倉南高校　大神弘巳

事例2　●　世界史
【P.18～21】

かずよし
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こ
れ
か
ら
の
世
の
中
は
、「
答
え
が
１
つ

で
は
な
い
時
代
」「
正
解
が
分
か
ら
な
い
問

題
が
山
積
し
て
い
る
社
会
」
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
今
、
学
校
教
育
に

お
い
て
も
、
答
え
が
１
つ
で
は
な
い
問
題

や
解
決
が
難
し
い
問
題
に
、
仲
間
と
協
働

し
な
が
ら
粘
り
強
く
取
り
組
む
人
材
の
育

成
が
大
き
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
、
高
校
現
場
に
急
速
に
広
が
り
つ
つ
あ

る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
以
下
、

Ａ
Ｌ
）
も
、
そ
の
よ
う
な
社
会
の
ニ
ー
ズ

と
は
無
縁
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

Ａ
Ｌ
を
実
践
す
る
上
で
私
が
重
要
だ
と

考
え
て
い
る
の
は
、「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
」

と
し
て
の
教
師
の
役
割
で
す
。
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
と
は
、
集
団
の
中
で
の
知
的
な

創
造
活
動
を
促
進
す
る
人
の
こ
と
で
す
。

司
会
・
進
行
役
の
よ
う
な
役
割
も
あ
り
ま

す
が
、
重
要
な
の
は
、
集
団
を
構
成
す
る

メ
ン
バ
ー
の
力
を
最
大
限
に
引
き
出
す
役

割
を
担
う
点
で
す
。
高
校
教
育
の
現
場
で

言
え
ば
、
授
業
に
お
い
て
、
生
徒
一
人
ひ

と
り
が
参
加
し
や
す
い
場
づ
く
り
を
し
、

学
習
意
欲
や
興
味
・
関
心
を
引
き
出
し
て
、

思
考
を
深
め
る
役
割
で
す
。

　

日
々
の
授
業
に
お
い
て
、
教
師
が
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
振
る
舞
う
こ
と

で
、
Ａ
Ｌ
も
単
な
る
参
加
型
学
習
と
は
一

線
を
画
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。
生
徒
が

話
し
合
っ
て
い
る
場
面
を
見
る
と
、
そ
れ

だ
け
で
Ａ
Ｌ
の
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
注

目
す
べ
き
は
そ
の
時
の
生
徒
の
思
考
が
ア

ク
テ
ィ
ブ
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
で
す
。

い
く
ら
生
徒
が
話
し
合
い
を
続
け
た
と
し

て
も
、
授
業
中
の
生
徒
の
気
付
き
や
意
見

を
引
き
出
す
こ
と
な
く
、
教
師
が
ま
と
め

て
終
わ
り
に
す
る
授
業
は
、
Ａ
Ｌ
と
は
言

え
ま
せ
ん
。
大
切
な
の
は
、
生
徒
が
他
者

の
考
え
を
聴
き
、
自
分
で
考
え
、
そ
し
て

一
人
ひ
と
り
の
知
恵
や
経
験
を
編
み
合
わ

せ
て
創
造
的
な
成
果
を
「
創
発
」
す
る
こ

と
で
あ
り
、
決
し
て
活
動
あ
り
き
で
は
な

い
の
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
生
徒
の
授
業
へ
の
参
加
感

は
重
要
で
す
が
、
Ａ
Ｌ
を
進
め
る
上
で
は
、

「
見
せ
か
け
の
参
加
感
」
に
気
を
付
け
る
べ

き
で
す
。
つ
ま
り
、
活
動
し
て
は
い
る
け

れ
ど
、
授
業
の
後
に
、「
今
日
の
授
業
で
得

た
気
付
き
は
何
？
」
と
問
わ
れ
て
も
答
え

ら
れ
な
い
状
態
で
す
。
教
師
が
指
示
す
る

通
り
に
動
い
た
だ
け
で
、
頭
の
中
が
ア
ク

テ
ィ
ブ
に
な
っ
て
い
な
い
。
そ
う
い
っ
た

状
況
は
避
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
の
授
業
は
、
教
師
が
あ
ら
か

じ
め
知
っ
て
い
る
答
え
を
分
か
り
や
す
く

教
え
る
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か

ら
の
授
業
で
は
、
生
徒
が
安
心
し
て
思
考

Ａ
Ｌ
の
本
質
は

活
動
で
は
な
く
思
考

分
か
っ
た
感
と

モ
ヤ
モ
ヤ
感
を
両
立
す
る

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

思
考
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の

教
師
の
役
割
と
は
何
か

拓
殖
大
国
際
学
部
准
教
授　

石
川
一か

ず

喜よ
し

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
以
下
、
Ａ
Ｌ
）
の
推
進
は
、
授
業
に
お
け
る
教
師
の
役
割
に
も
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。

新
た
な
教
師
の
役
割
、
す
な
わ
ち
、
生
徒
と
共
に
、
生
徒
の
中
か
ら
答
え
を
探
す
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割
に
つ
い
て
、

教
育
方
法
論
が
専
門
で
あ
る
石
川
一
喜
准
教
授
に
聞
い
た
。
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こ
れ
か
ら
の
授
業
と
教
師
の
役
割
│
教
え
る
、
そ
し
て
共
に
学
ぶ
存
在
へ

れ
か
ら
の
時
代
で
は
「
良
い
授
業
」
な
の

だ
と
思
い
ま
す
。「
分
か
る
こ
と
」
と
「
モ

ヤ
モ
ヤ
す
る
こ
と
」
の
両
方
を
大
切
に
し

て
、
授
業
の
成
果
を
多
元
的
に
評
価
す
る

尺
度
の
開
発
も
今
後
の
課
題
で
し
ょ
う
。

　

私
は
、
教
室
は
安
心
・
安
全
な
場
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
何

を
言
っ
て
も
よ
い
場
の
雰
囲
気
が
あ
っ
て

こ
そ
、
考
え
る
楽
し
さ
を
満
喫
で
き
る
か

ら
で
す
。
Ａ
Ｌ
で
は
、
場
を
ど
う
つ
く
る

か
が
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
机
の
並
び
方

１
つ
で
発
言
す
る
意
欲
が
変
わ
る
こ
と
も

珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で
も
、

教
師
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
で
、
生
徒

一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
最
適
な
学
習
環
境

を
つ
く
り
出
し
、
学
び
を
深
め
る
問
い
を

投
げ
掛
け
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て

の
役
割
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
Ａ

Ｌ
で
育
ま
れ
る
「
勉
強
は
楽
し
い
」「
み

ん
な
と
学
び
続
け
た
い
」
と
い
う
思
い
は
、

生
徒
と
教
師
や
、
生
徒
同
士
の
信
頼
関
係

を
醸
成
し
て
い
く
だ
け
で
な
く
、
生
徒
の

学
習
観
を
肯
定
的
な
も
の
と
し
、
生
涯
を

通
じ
た
学
び
の
土
台
と
な
り
ま
す
。

　

将
来
、
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
が
拡
充
す

れ
ば
、
反
転
授
業
の
導
入
な
ど
、
生
徒
の

学
び
方
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
変
わ
ら

な
い
の
は
、
教
室
に
お
け
る
教
師
の
存
在

の
重
要
性
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
、
生
徒
の
状
況
を
最
も
よ
く
知
る
教
師

こ
そ
、
思
考
を
更
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
展

開
さ
せ
る
問
い
を
投
げ
掛
け
、
そ
の
問
い

に
つ
い
て
仲
間
と
活
発
に
話
し
合
え
る
場

を
つ
く
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
す
。
そ

の
結
果
、
生
徒
の
学
び
は
個
別
化
し
、
よ

り
一
層
深
ま
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

目
の
前
の
生
徒
の
状
態
を
観
察
し
な
が

ら
、
学
び
を
深
め
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

と
し
て
の
専
門
性
を
先
生
方
が
発
揮
し
て

い
く
こ
と
で
、
教
室
で
の
学
び
は
、
更
に

豊
か
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

＊ベネッセのテストにおける共通の評価指標。「S1」～「D3」までの１５段階がある

を
深
め
ら
れ
る
環
境
を
つ
く
っ
た
上
で
、

問
い
を
投
げ
掛
け
、
生
徒
の
中
か
ら
答
え

を
引
き
出
し
、
そ
の
教
室
の
中
で
よ
り
良

い
答
え
を
創
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
先
生
方
の
中
で
、

授
業
観
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
必
要
な

の
だ
と
私
は
考
え
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
高
校
で
は
、
既
に
答
え
が

分
か
っ
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
多
く

の
知
識
や
技
能
を
学
ぶ
こ
と
も
求
め
ら
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
、
授
業
も
、
知
識
や
技

能
の
習
得
の
場
面
に
お
い
て
は
、
従
来
型

の
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
や
レ
ク
チ
ャ
ー
も
引
き

続
き
必
要
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
予
定
通

り
の
答
え
に
た
ど
り
着
く
だ
け
で
終
わ
る

の
で
は
な
く
、
思
考
を
深
め
る
問
い
を
効

果
的
に
投
げ
掛
け
、
創
発
的
に
思
考
す
る

活
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
一
歩
進
ん

だ
、
深
い
学
び
を
実
現
す
る
こ
と
が
出
来

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

授
業
が
終
わ
っ
た
時
、
生
徒
が
「
よ
く

分
か
っ
た
！
」
と
感
じ
る
授
業
は
素
晴
ら

し
い
授
業
で
す
。
し
か
し
、
教
師
の
言
葉

に
よ
っ
て
、「
何
だ
か
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
気

分
」
と
い
っ
た
状
態
に
さ
せ
、
頭
の
中
で

熟
考
を
継
続
さ
せ
る
よ
う
な
授
業
も
、
こ

学
び
を
個
別
化
す
る

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に

いしかわ・かずよし◎東和大国際教育研究所研究員を経て、
2004年より拓殖大国際開発教育センターに赴任。専門は、
教育方法論（ファシリテーション）、ＥＳＤ（持続可能な開発の
ための教育）など。『教育ファシリテーターになろう！～グロー
バルな学びをめざす参加型授業』（弘文堂）の編者の１人。

次
ペ
ー
ジ
か
ら
、
石
川
准
教
授
と
高
校
教

師
が
、「
教
科
指
導
に
お
け
る
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
」
と
し
て
の
教
師
の
役
割
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
Ａ
Ｌ
の
実
践

を
交
え
な
が
ら
語
り
合
い
ま
す
。
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ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
以

下
、
Ａ
Ｌ
）
に
お
け
る
教
師
の
役
割
に
つ

い
て
、
ま
ず
は
石
川
先
生
か
ら
改
め
て
お

考
え
を
う
か
が
え
ま
す
か
。

石
川　

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
調
査

で
は
、
近
い
将
来
、
約
50
％
の
仕
事
が
ロ

ボ
ッ
ト
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
と
い
う
結

果
が
出
て
い
ま
す
。
特
に
、
物
流
や
製
造

業
な
ど
の
仕
事
で
そ
の
割
合
が
高
く
、
教

師
は
そ
う
し
た
可
能
性
の
低
い
職
業
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
大

学
教
員
に
お
い
て
、
教
育
者
と
し
て
の
仕

事
ぶ
り
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
だ

ろ
う
と
安
心
し
て
い
る
人
は
多
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
基
本
事
項
や
基
礎
知
識

は
前
も
っ
て
家
な
ど
で
映
像
の
講
義
を
聴

講
す
る
こ
と
で
身
に
付
け
、
大
学
で
は
発

展
的
な
課
題
に
取
り
組
む
と
い
っ
た
反
転

授
業
が
普
及
す
れ
ば
、
教
え
る
だ
け
の
講

義
を
し
て
い
る
教
員
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
取
っ
て

代
わ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
は

大
学
教
育
で
の
話
で
す
が
、
中
学
校
や
高

校
の
先
生
方
と
話
を
し
て
も
、
こ
れ
ま
で

と
は
違
う
教
師
像
を
持
た
な
け
れ
ば
時
代

に
取
り
残
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
感
じ

て
い
る
方
は
少
数
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

教
師
は「
生
徒
に
教
え
る
専
門
家
」か
つ「
生

徒
と
共
に
学
ぶ
専
門
家
」
へ
、
生
徒
は
「
教

わ
る
存
在
」か
ら「
自
分
た
ち
で
学
ぶ
存
在
」

へ
と
変
革
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
要

に
な
る
の
が
Ａ
Ｌ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
神　

私
が
世
界
史
を
教
え
て
い
て
、
い

つ
も
思
う
の
は
、「
高
校
の
授
業
で
あ
っ

て
も
、
本
当
の
答
え
は
ほ
と
ん
ど
分
か
ら

な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
紛
争
や
貧
困

が
な
ぜ
起
こ
る
の
か
、
そ
れ
ら
を
解
決
す

る
た
め
に
は
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
私

に
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
教
師
に
も
分
か
ら

な
い
こ
と
ば
か
り
な
の
で
す
か
ら
、
な
る

べ
く
授
業
で
は
教
え
込
ま
ず
、
生
徒
と
共

に
考
え
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
で
必
要
な
力
は
、
既
存
の

知
識
・
技
能
を
習
得
す
る
授
業
だ
け
で
は

身
に
付
き
ま
せ
ん
。
生
徒
も
私
自
身
も
ど

ん
ど
ん
変
化
し
て
い
く
よ
う
な
授
業
を
展

開
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

森
内　

学
科
試
験
で
は
良
い
成
績
が
取
れ

る
生
徒
も
、
小
論
文
で
は
ペ
ン
が
止
ま
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
答
え
が
あ
る
問
題
に
正
解
で
き

る
勉
強
を
重
視
し
て
き
た
教
育
の
限
界
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
分
の
意
見
を
述

べ
る
た
め
に
は
、
他
者
の
意
見
を
傾
聴
し
た

上
で
自
ら
考
え
、
練
り
上
げ
て
い
く
力
が

必
要
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
力
を
授
業
の
中

座

談

会

生
徒
の
学
び
を
深
め
る
た
め
の

教
師
の
場
づ
く
り
、発
問
と
は

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
の
教
師
に
は
、
生
徒
に
ど
の
よ
う
な
働
き
掛
け
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
実
践
す
る
２
人
の
教
師
に
、
現
在
の
取
り
組
み
の
概
要
と
課
題
を
紹
介
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、

生
徒
同
士
が
主
体
的
に
学
び
合
う
場
を
つ
く
り
、
個
々
の
思
考
を
活
性
化
・
深
化
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
視
点
に
つ
い
て
、

拓
殖
大
の
石
川
一
喜
准
教
授
と
語
り
合
っ
て
も
ら
っ
た
。

「
教
え
る
専
門
家
」
か
つ

「
共
に
学
ぶ
専
門
家
」
に

拓
殖
大
国
際
学
部
准
教
授

石
川
一
喜　
い
し
か
わ
・
か
ず
よ
し
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こ
れ
か
ら
の
授
業
と
教
師
の
役
割
│
教
え
る
、
そ
し
て
共
に
学
ぶ
存
在
へ

状
況
の
地
図
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
こ

と
に
気
付
か
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
課
題
意

識
を
高
め
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
飢
餓
の
原
因
や
貧
困
が
も

た
ら
す
問
題
な
ど
、
答
え
が
複
数
あ
る
問

い
、
ま
た
は
明
確
な
答
え
が
な
い
問
い
を

投
げ
掛
け
て
グ
ル
ー
プ
や
ペ
ア
で
考
え
さ

せ
ま
す
。
そ
の
後
、
本
当
に
世
界
中
で
食

糧
は
足
り
て
い
な
い
の
か
、
貧
困
の
原
因

は
何
か
な
ど
に
つ
い
て
写
真
や
グ
ラ
フ
を

使
っ
て
解
説
し
、
南
北
問
題
や
南
南
問
題

に
つ
い
て
理
解
さ
せ
、
最
後
に
「
世
界
の

紛
争
・
貧
困
・
飢
餓
な
ど
の
諸
問
題
を
解

決
す
る
た
め
に
私
た
ち
が
出
来
る
こ
と
は

何
か
」
に
つ
い
て
、
次
の
授
業
で
話
し
合

う
こ
と
を
予
告
し
て
授
業
を
終
え
ま
す
。

　

授
業
中
も
意
見
を
言
い
た
く
て
う
ず
う

ず
し
て
い
る
生
徒
、
授
業
が
終
わ
っ
た
後

も
話
し
合
っ
て
い
る
生
徒
が
い
る
時
は
、

授
業
が
う
ま
く
い
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
寝

て
い
る
生
徒
は
１
人
も
い
ま
せ
ん
し
、
興

味
・
関
心
を
持
っ
て
自
分
で
ど
ん
ど
ん
調

べ
学
習
を
す
る
生
徒
も
い
ま
す
。

石
川　

あ
る
程
度
答
え
が
絞
り
込
め
る
ク

ロ
ー
ズ
ド
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
を
い
く
つ
か
投

げ
掛
け
た
上
で
、
答
え
の
な
い
オ
ー
プ
ン

ク
エ
ス
チ
ョ
ン
へ
移
行
し
て
い
く
と
い
う

方
法
は
、
生
徒
が
発
言
し
や
す
い
場
を
つ

く
る
上
で
非
常
に
有
効
だ
と
思
い
ま
す
。

定
着
率
も
高
い
よ
う
に
実
感
し
て
い
ま

す
。
更
に
、
授
業
に
生
徒
同
士
の
話
し
合

い
を
入
れ
る
こ
と
で
、
知
識
の
定
着
を
よ

り
強
固
に
す
る
と
共
に
、
生
徒
の
視
野
を

広
げ
た
り
考
え
を
深
め
た
り
す
る
こ
と
を

意
識
し
て
い
ま
す
。

　

授
業
の
冒
頭
で
心
掛
け
て
い
る
の
は
、

生
徒
に
課
題
意
識
を
持
た
せ
る
こ
と
で

す
。
例
え
ば
、「
第
三
世
界
の
分
化
」
の

単
元
で
は
ま
ず
、
飢
餓
状
況
と
貧
困
状
況

を
示
し
た
世
界
地
図
を
見
せ
ま
す
。
最
初

は
あ
え
て
何
の
デ
ー
タ
な
の
か
を
明
か
さ

ず
に
、
生
徒
同
士
で
考
え
さ
せ
る
こ
と
で

興
味
・
関
心
を
高
め
、
飢
餓
状
況
と
貧
困

で
育
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

編
集
部　

先
生
方
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う

な
授
業
を
実
践
し
て
お
ら
れ
る
の
か
、
概

要
を
ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
す
か
。

大
神　

私
は
10
年
以
上
前
か
ら
、
板
書
の

時
間
を
節
約
す
る
た
め
に
全
て
の
授
業
で

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
活
用
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
の
説
明
を
聞
く
だ

け
よ
り
も
、
映
像
や
音
声
を
交
え
た
授
業

の
方
が
生
徒
は
内
容
が
理
解
し
や
す
く
、

福
岡
県
立
小
倉
南
高
校

◎｢

自
主
・
創
造
・
親
愛｣

の
校
訓
の
下
、「
自
ら
学

び
自
ら
考
え
る
能
力
」
の
育
成
に
取
り
組
む
。
同
校

で
は
各
教
科
で
積
極
的
に
Ａ
Ｌ
を
取
り
入
れ
て
お
り
、

２
０
１
５
年
度
入
試
で
は
国
公
立
大
の
Ａ
Ｏ
・
推
薦

入
試
に
54
人
が
合
格
す
る
な
ど
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

◎
設
立　

１
９
０
６
（
明
治
39
）
年

◎
形
態　

全
日
制
・
定
時
制
／
普
通
科
（
全
日
制
は

一
般
・
英
語
の
２
コ
ー
ス
）
／
共
学

◎
生
徒
数　

1
学
年
約
２
４
０
人

◎
２
０
１
５
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、
筑
波
大
、
九
州
大
、
北
九
州
市
立
大

な
ど
に
89
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
上
智
大
、
早
稲

田
大
、
同
志
社
大
な
ど
に
延
べ
２
０
０
人
が
合
格

◎U
R
L　

http://kokuram
inam

i.fku.ed.jp/

富
山
県
・
私
立
片
山
学
園
中
学
・
高
校

◎
北
陸
最
大
規
模
の
学
習
塾
「
富
山
育
英
セ
ン
タ
ー
」

が
富
山
県
初
の
中
高
一
貫
校
と
し
て
創
設
。「
孝
・
恩
・

徳
」
を
校
訓
に
掲
げ
た
全
人
教
育
を
標
榜
。
土
曜
の

学
習
や
希
望
者
対
象
の
夜
間
の
特
別
授
業
な
ど
、
豊

富
な
学
習
時
間
を
確
保
し
て
生
徒
の
志
望
進
路
の
実

現
を
支
援
す
る
。

◎
設
立　

２
０
０
５
（
平
成
17
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

1
学
年
約
１
０
０
人

◎
２
０
１
５
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、
東
北
大
、
東
京
大
、
東
京
工
業
大
、

名
古
屋
大
、大
阪
大
な
ど
に
57
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

慶
應
義
塾
大
、
東
京
理
科
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、

立
命
館
大
な
ど
に
延
べ
２
６
０
人
が
合
格

◎U
R
L　

http://w
w
w
.katayam

agakuen.jp/

富
山
県
・
私
立
片
山
学
園
中
学
・
高
校

森
内
梨
絵　
も
り
う
ち
・
り
え

教
職
歴
７
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
８
年
目
。
担
当
教
科
は
国
語
。

福
岡
県
立
小
倉
南
高
校

大
神
弘
巳　
お
お
が
み
・
ひ
ろ
み

教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
21
年
目
。
主
幹
教
諭
。
進

路
指
導
主
事
。
担
当
科
目
は
世
界
史
。

ク
ロ
ー
ズ
ド
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
か
ら

オ
ー
プ
ン
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
へ
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内　

私
の
国
語
の
授
業
で
は
、
小
説

と
評
論
で
は
異
な
る
手
法
を
採
っ
て
い
ま

す
。
私
の
高
校
時
代
の
現
代
文
は
、
先
生

の
誘
導
で
１
つ
の
巧
み
な
解
釈
が
黒
板
上

で
出
来
上
が
り
、
そ
れ
を
覚
え
て
テ
ス
ト

に
臨
め
ば
、
あ
る
程
度
点
数
は
取
れ
る
と

い
う
も
の
で
し
た
。
た
だ
、
自
分
の
考
え

と
は
異
な
る
解
釈
で
あ
る
場
合
も
多
く
、

先
生
の
読
み
を
押
し
付
け
ら
れ
て
い
る
よ

う
で
面
白
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
学

で
初
め
て
文
学
作
品
の
多
様
な
解
釈
に
触

れ
た
こ
と
で
、
文
学
作
品
を
読
む
の
が
楽

し
く
な
り
、
生
徒
に
も
そ
う
い
っ
た
体
験

を
さ
せ
た
い
と
思
っ
た
の
が
授
業
の
原
点

で
す
。
そ
こ
で
今
、
生
徒
が
楽
し
み
な
が

ら
学
べ
る
授
業
を
し
た
い
と
考
え
、
小
説

は
全
て
Ａ
Ｌ
で
授
業
を
し
て
い
ま
す
。

　

小
説
で
は
、
読
解
に
入
る
前
に
ま
ず
、

生
徒
に
、
作
品
を
読
ん
で
み
て
疑
問
に

思
っ
た
こ
と
や
関
心
を
持
っ
た
こ
と
を
書

き
出
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
ら
を
基
に
授
業

を
組
み
立
て
ま
す
。
語
句
の
意
味
な
ど
の

基
本
事
項
の
確
認
は
一
斉
授
業
で
行
い
ま

す
が
、
そ
の
後
は
全
て
グ
ル
ー
プ
学
習
で

進
め
ま
す
。
１
コ
マ
の
授
業
で
１
つ
か
２

つ
の
問
い
を
グ
ル
ー
プ
で
考
え
さ
せ
、
１

作
品
に
つ
き
５
、６
コ
マ
の
ペ
ー
ス
で
進

め
、
最
終
的
に
は
グ
ル
ー
プ
で
考
え
た
解

釈
を
発
表
さ
せ
ま
す
。
解
釈
が
多
す
ぎ
て

収
拾
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
私
が
４
つ
く

ら
い
に
大
別
し
て
、
後
日
プ
リ
ン
ト
に
し

て
配
布
し
、
考
え
が
似
て
い
る
生
徒
同
士

で
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
話
し
合
わ
せ
ま

す
。
難
し
い
作
品
の
場
合
は
、
書
店
に
あ

る
よ
う
な
作
品
紹
介
の
ポ
ッ
プ
を
作
ら
せ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

解
釈
を
考
え
る
際
、
重
視
し
て
い
る
の

は
根
拠
を
述
べ
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
根
拠

が
な
け
れ
ば
そ
の
解
釈
は
単
な
る
想
像
や

感
想
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
論
理
に
矛
盾
が
あ

る
場
合
は
、
そ
れ
を
解
き
ほ
ぐ
し
て
矛
盾

点
を
焦
点
化
で
き
る
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス

し
ま
す
。
定
期
考
査
で
も
、
解
釈
を
述
べ

る
設
問
で
は
、
き
ち
ん
と
根
拠
が
書
い
て

あ
り
、
論
理
が
通
っ
て
い
れ
ば
、
模
範
解

答
と
異
な
っ
て
い
て
も
正
解
と
し
ま
す
。

大
神　

多
様
な
解
釈
を
認
め
て
も
ら
え
る

の
は
、
生
徒
も
う
れ
し
い
で
し
ょ
う
ね
。

特
に
、テ
ス
ト
は
答
え
が
１
つ
と
い
う
「
常

識
」
に
と
ら
わ
れ
ず
、
多
様
な
解
釈
が
存

在
す
る
場
合
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
す

こ
と
で
、
生
徒
の
思
考
を
活
性
化
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
多
様
さ
を
受
け
入
れ
る

の
は
、
教
師
と
し
て
勇
気
が
要
り
ま
す
が
、

公
民
の
授
業
に
応
用
し
て
、
裁
判
の
判
決

と
判
例
の
関
係
、
法
律
の
解
釈
な
ど
に
当

て
は
め
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
は
、
思
考
を
深

め
る
、
あ
る
い
は
思
考
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
モ
ヤ
モ
ヤ
感
を
持
た
せ
る
た
め
に
有

効
で
す
が
、
い
き
な
り
そ
の
よ
う
な
問
い

を
投
げ
掛
け
て
も
生
徒
は
戸
惑
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
ク
ロ
ー
ズ
ド
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
で

場
を
温
め
て
か
ら
答
え
の
な
い
問
い
へ
移

行
す
る
こ
と
で
、
思
考
が
よ
り
深
ま
り
、

モ
ヤ
モ
ヤ
感
が
課
題
に
対
す
る
興
味
・
関

心
を
高
め
ま
す
。
特
に
、
答
え
の
な
い
問

い
を
投
げ
掛
け
て
授
業
を
終
わ
る
の
は
、

次
の
授
業
へ
の
期
待
感
の
醸
成
と
思
考
の

継
続
を
促
す
、
授
業
後
の
静
的
な
学
び
の

た
め
の
場
づ
く
り
だ
と
思
い
ま
す
。

森
内　

私
が
高
校
時
代
に
受
け
た
世
界
史

の
授
業
は
、
出
来
事
や
そ
れ
に
関
係
す
る

人
物
な
ど
を
古
代
か
ら
順
番
に
教
科
書
で

確
認
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
し
た
。
過

去
の
出
来
事
な
の
で
、
現
代
と
の
つ
な
が

り
が
感
じ
づ
ら
い
時
も
あ
り
、
重
要
項
目

を
覚
え
て
定
期
考
査
な
ど
は
何
と
か
し
の

げ
る
も
の
の
、
歴
史
の
流
れ
の
理
解
に
は

至
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い

ま
す
。
大
神
先
生
の
授
業
は
、
現
代
社
会

の
問
題
か
ら
世
界
史
の
テ
ー
マ
に
入
っ
て

い
く
の
で
、
今
の
自
分
と
の
つ
な
が
り
が

イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
、
歴
史
を
勉
強
す
る

必
然
性
も
実
感
で
き
そ
う
で
す
ね
。

「
Ａ
Ｌ
で
高
ま
っ
た
興
味
・
関
心
を

そ
の
後
の
主
体
的
な
学
習
に
つ
な
げ
る

工
夫
を
模
索
し
た
い
」
森
内

「
Ａ
Ｌ
に
よ
っ
て
生
徒
同
士
や
生
徒
と

教
師
と
の
関
係
が
豊
か
に
な
る
こ
と
で

学
力
向
上
の
土
壌
が
育
ま
れ
る
」
石
川

さ
さ
い
な
疑
問
・
関
心
の
中
に

思
考
を
活
性
化
す
る
ヒ
ン
ト
が
あ
る
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こ
れ
か
ら
の
授
業
と
教
師
の
役
割
│
教
え
る
、
そ
し
て
共
に
学
ぶ
存
在
へ

石
川　

教
師
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
的
な

立
場
に
立
っ
た
時
、
最
も
求
め
ら
れ
る
の

は
、
生
徒
が
自
由
に
発
言
で
き
る
場
づ
く

り
で
あ
り
、
そ
れ
を
軸
に
し
た
授
業
の
構

成
で
す
。
森
内
先
生
が
、
授
業
前
に
分
か

ら
な
い
こ
と
を
生
徒
に
出
さ
せ
る
の
は
ま

さ
に
場
づ
く
り
で
あ
り
、
疑
問
や
興
味
・

関
心
を
軸
に
し
た
授
業
構
成
の
き
っ
か
け

で
す
。
生
徒
の
中
に
あ
る
も
の
を
さ
ら

け
出
さ
せ
た
上
で
、
さ
さ
い
な
も
の
だ
と

思
わ
れ
る
意
見
の
中
に
面
白
い
も
の
が
あ

る
、
こ
れ
と
こ
れ
を
結
び
付
け
た
ら
も
っ

と
面
白
く
な
る
と
い
っ
た
こ
と
を
生
徒
が

実
感
で
き
れ
ば
、
授
業
で
は
も
っ
と
自
由

に
語
っ
て
み
よ
う
と
思
う
は
ず
で
す
。

森
内　

一
方
、
評
論
で
は
、
筆
者
の
主
張

や
論
展
開
を
把
握
さ
せ
る
こ
と
に
主
眼
を

置
い
て
Ａ
Ｌ
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
例

え
ば
、
初
読
の
段
階
で
キ
ー
ワ
ー
ド
を
洗

い
出
さ
せ
て
何
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
評

論
な
の
か
、
ペ
ア
で
確
認
さ
せ
た
り
、
グ

ル
ー
プ
で
入
試
問
題
の
満
点
解
答
を
作
成

さ
せ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
生
徒

一
人
ひ
と
り
が
「
プ
チ
教
師
」
の
よ
う
な

役
割
を
持
っ
て
、
問
い
掛
け
合
い
、
分
か

ら
な
い
と
こ
ろ
を
教
え
合
っ
て
、
最
終
的

に
発
表
す
る
。
そ
う
し
た
授
業
を
繰
り
返

す
こ
と
で
、
生
徒
は
主
体
的
に
評
論
と
向

き
合
う
よ
う
に
な
り
、
学
力
面
で
も
、
特

に
記
述
力
が
格
段
に
高
ま
り
ま
す
。
Ａ
Ｌ

に
よ
っ
て
思
考
が
深
ま
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
活
動
を
通
し
て

教
師
が
生
徒
と
深
く
か
か
わ
る
こ
と
で
信

頼
関
係
が
醸
成
さ
れ
、
私
の
指
導
や
助
言

が
生
徒
に
浸
透
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
こ

と
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
実
際
、
生
徒

た
ち
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
大
好
き
で
、

「
も
っ
と
話
し
合
い
た
い
、
考
え
た
い
」

と
学
習
へ
の
意
欲
を
私
に
訴
え
ま
す
。

石
川　

教
師
と
生
徒
の
関
係
性
を
豊
か
に

す
る
こ
と
で
、
生
徒
が
学
び
を
肯
定
的
に

捉
え
、
間
接
的
に
学
力
が
身
に
付
く
と
い

う
考
え
は
重
要
で
す
ね
。
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
の
大
原
則
は
場
の
力
を
信
じ
る
こ
と

で
す
。
生
徒
は
一
人
ひ
と
り
多
様
な
視
点

を
持
っ
て
お
り
、
中
に
は
教
師
よ
り
鋭
い

も
の
も
あ
り
ま
す
。
生
徒
の
力
を
低
く
見

積
も
れ
ば
、
生
徒
の
や
る
気
は
下
が
り
、

教
師
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
の
質
も
下
が
り

ま
す
。
逆
に
、
生
徒
を
信
頼
す
れ
ば
、
生

徒
の
思
考
の
質
が
変
わ
り
、
学
び
に
向
か

う
行
動
や
そ
の
結
果
得
ら
れ
る
学
力
も
変

わ
る
と
い
う
良
い
ス
パ
イ
ラ
ル
に
入
っ
て

い
く
…
…
そ
う
し
た
経
験
は
多
く
の
先
生

方
が
お
持
ち
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
さ
に
、

森
内
先
生
は
そ
の
よ
う
な
場
づ
く
り
を
大

切
に
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

大
神　

今
、
高
校
現
場
で
は
、
生
徒
の

学
力
が
多
層
化
し
た
た
め
、
授
業
の
テ
ー

マ
や
発
問
の
設
定
に
と
て
も
配
慮
が
必
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
の
授
業
で
も
、
問

い
が
難
し
か
っ
た
の
か
、
グ
ル
ー
プ
で
の

話
し
合
い
に
参
加
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

て
、
メ
ン
バ
ー
に
同
調
し
て
い
る
だ
け
の
、

言
わ
ば
た
だ
乗
り
す
る
生
徒
が
見
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
課
題
意
識
や
興
味
・

関
心
を
深
め
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
素
材

を
選
ぶ
か
、
生
徒
の
気
質
や
知
識
量
に
合

わ
せ
て
ど
の
よ
う
な
発
問
を
す
る
の
か
と

い
う
点
に
い
つ
も
気
を
配
っ
て
い
ま
す
。

石
川　

話
し
合
い
に
た
だ
乗
り
す
る
生
徒

に
対
し
て
は
、
損
を
し
て
い
る
の
は
自
分

自
身
で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
せ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
よ
ね
。
Ａ
Ｌ
の
理
想
は
、
生
徒

全
員
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
的
な
存
在
に

な
り
、
お
互
い
に
学
び
を
深
め
合
う
よ
う

に
な
る
こ
と
で
す
。
自
分
の
発
言
や
態
度

に
よ
っ
て
学
び
の
場
が
変
わ
っ
た
、
自
分

の
意
見
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
と
い
っ
た
体

験
を
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、
主
体
的
に
学

び
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。「
私
、
分
か
ら
な
い
ん
だ

け
れ
ど
」
と
い
っ
た
正
直
な
一
言
が
、
周

囲
の
学
び
を
更
に
深
く
す
る
き
っ
か
け
に

な
る
の
だ
と
理
解
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

　

口
を
開
か
な
い
生
徒
は
、「
そ
の
意
見

「
授
業
に
主
体
的
に
参
加
さ
せ
る
た
め
、

生
徒
の
気
質
や
知
識
量
に
見
合
っ
た

発
問
を
心
掛
け
て
い
き
た
い
」
大
神

何
を
言
っ
て
も
大
丈
夫
な

「
場
」
を
つ
く
る
た
め
の
発
問

場
の
力
を
信
じ
る
こ
と
が

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
の
基
本

11 December  2015



は
お
か
し
い
」
と
否
定
さ
れ
る
の
が
怖
い

の
で
す
。
何
を
言
っ
て
も
大
丈
夫
だ
と

い
う
状
況
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
教
師
が

「
ジ
ャ
ッ
ジ
さ
れ
な
い
問
い
」
を
用
意
し
て

お
く
こ
と
も
有
効
で
す
。
例
え
ば
、
４
×

４
の
マ
ス
に
「
楽
し
い
」「
悲
し
い
」
な
ど
、

様
々
な
形
容
詞
を
用
意
し
て
、
課
題
や
問

い
に
対
し
て
感
じ
た
気
持
ち
に
近
い
も
の

を
選
び
、
な
ぜ
そ
う
思
う
の
か
を
話
し
合

う
の
で
す
。
自
分
の
気
持
ち
を
述
べ
る
の

に
正
解
・
不
正
解
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
徒

が
伸
び
伸
び
と
発
言
で
き
る
安
心
感
を
醸

成
す
る
こ
と
も
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と

し
て
の
教
師
の
大
切
な
役
割
で
す
。

森
内　

全
て
の
生
徒
が
議
論
に
参
加
し
て

い
る
状
況
で
も
、
話
の
上
手
な
生
徒
の
意

見
に
全
体
が
引
っ
張
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
せ
っ
か
く
良
い
意
見
を
出
し
掛
け

て
い
た
生
徒
が
、
埋
も
れ
て
し
ま
う
こ
と

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

石
川　

埋
も
れ
そ
う
な
意
見
は
、
机
間
巡

視
で
拾
い
上
げ
る
こ
と
も
出
来
る
と
思
い

ま
す
。「
○
○
さ
ん
、
何
か
言
い
た
そ
う

に
し
て
い
な
か
っ
た
？
」
と
い
っ
た
投
げ

掛
け
を
し
て
、
異
な
る
視
点
で
の
議
論
の

可
能
性
を
示
す
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
あ
ら
か
じ
め
話
し
合
い
の
前
提

と
な
る
ル
ー
ル
を
決
め
て
お
く
の
も
１
つ

の
方
法
で
す
。
何
も
ル
ー
ル
が
な
い
状
況

で
「
あ
な
た
は
し
ゃ
べ
り
す
ぎ
だ
」
と
言

う
と
き
つ
く
な
り
ま
す
が
、「
人
の
話
を

遮
ら
な
い
」
と
い
っ
た
ル
ー
ル
を
決
め
て

お
け
ば
、
注
意
が
し
や
す
い
は
ず
で
す
。

逆
に
「
今
日
は
１
人
１
回
話
そ
う
」
と
い

う
ル
ー
ル
を
決
め
て
お
け
ば
、
話
し
て
い

な
い
生
徒
に
対
し
て
、「
今
日
は
静
か
だ

ね
」「
反
対
意
見
は
な
い
？
」
と
自
然
と

話
を
振
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。「
他
人
を

攻
撃
し
な
い
」
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
れ
ば
、

強
く
主
張
し
す
ぎ
る
生
徒
に
対
し
て
自
制

を
促
す
こ
と
も
可
能
で
す
。
た
だ
、
ル
ー

ル
は
あ
ま
り
多
す
ぎ
な
い
方
が
よ
く
、
最

低
限
押
さ
え
て
お
く
べ
き
も
の
を
簡
潔
に

示
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
ル
ー
ル
に
沿
っ

て
話
し
合
い
を
進
め
る
中
で
、
生
徒
一
人

ひ
と
り
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
の

ス
キ
ル
を
磨
け
ば
、
教
科
学
習
の
成
果
の

み
な
ら
ず
、
将
来
、
社
会
で
協
働
で
き
る

力
の
育
成
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

大
神　

私
も
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
際
は
３

つ
程
決
ま
り
を
設
け
ま
す
。「
人
の
意
見

を
否
定
し
な
い
」「
み
ん
な
で
話
し
合
う
」

「
最
後
は
楽
し
か
っ
た
と
言
え
る
よ
う
な

場
に
す
る
」
で
す
。
た
だ
、
そ
れ
で
も
議

論
に
熱
中
し
て
し
ま
い
、
自
分
の
主
張
を

押
し
付
け
よ
う
と
す
る
生
徒
は
出
て
き
ま

す
。
そ
こ
は
私
の
指
導
力
が
足
り
て
い
な

い
点
だ
と
思
い
ま
す
。
逆
に
、
周
り
の
生

徒
の
意
見
を
引
き
出
そ
う
と
頑
張
っ
て
い

る
生
徒
に
、「
仕
切
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
」

な
ど
と
声
を
掛
け
た
の
で
は
、
場
づ
く
り

と
し
て
逆
効
果
で
す
。
私
た
ち
教
師
は
、

グ
ル
ー
プ
や
ペ
ア
の
状
況
を
的
確
に
読
み

取
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

石
川　

言
葉
を
発
し
な
く
て
も
、
イ
ラ

ス
ト
や
図
で
表
現
す
る
、
造
形
物
を
作
っ

て
み
る
な
ど
、
言
葉
以
外
に
も
表
現
の
仕

方
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
先
程
、
森
内

先
生
の
実
践
の
中
に
ポ
ッ
プ
を
作
る
活
動

が
あ
り
ま
し
た
が
、
話
す
の
が
苦
手
な
生

C o l u m n

●リフレーミングして問い掛ける
　文字通り、物事の意味などを解釈する時に、

通常の枠組み（フレーム）とは別の枠組みで捉

え直すことです。「今は当たり前だけれど、100

年先だとどうなるだろう」「日本と外国では同じ

受け止められ方だろうか」「○○を知らない人に

対して、どう説明すれば分かるだろうか」など、

ものの見方を変える問い掛けを行うことによっ

て、それまで見えなかったものが可視化し、生

徒の思考を活性化させるきっかけになることが

あります。

●リフレクションを課題にする
　多くの高校では、１コマの授業時間は50分

程度です。重要事項の確認など授業内で行うべ

きことは多いでしょうから、ＡＬ型授業に慣れ

ないうちは、授業時間内に活動を終わらせるだ

けで精いっぱいということもあるかもしれませ

ん。そうした時には、授業の最後に、授業での

気づき、振り返りを課題として投げ掛け、その

振り返りをグループで共有することから次の授

業をスタートさせることも可能です。これは、

あえてモヤモヤ感を抱かせ、次回まで思考を継

続させる動機付けとして有効です。

●クローズドクエスチョンとオープンクエスチョン
　心の状態と体の状態は一致しています。授業

序盤では、「YES」「NO」どちらかを選択して答

えるクローズドクエスチョンを投げ掛けるよう

にすると、生徒が活発に言葉を発する過程で場

が温まり、深く思考する準備が整っていきます。

その後、正解があるとは限らないオープンクエ

スチョンに移行すれば、様々な意見が飛び交い、

思考を深めていくきっかけが出来ていきます。

石川先生からのアドバイス
思考を活性化させるアイデア例

話
し
合
い
の
ル
ー
ル
の
設
定
が

生
徒
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
力
を
高
め
る
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特
集　

こ
れ
か
ら
の
授
業
と
教
師
の
役
割
│
教
え
る
、
そ
し
て
共
に
学
ぶ
存
在
へ

徒
が
活
躍
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
に
な
り
ま
す

し
、
思
考
を
活
性
化
す
る
上
で
も
非
常
に

有
効
だ
と
思
い
ま
す
。
イ
ラ
ス
ト
や
ポ
ッ

プ
と
い
う
表
現
方
法
を
選
ん
だ
か
ら
こ

そ
、
言
葉
か
ら
だ
け
で
は
気
付
か
な
い
見

方
、
考
え
方
に
た
ど
り
着
く
こ
と
も
あ
る

で
し
ょ
う
。
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
仕
方
も
多

様
に
す
る
こ
と
で
、
思
考
が
活
性
化
・
深

化
す
る
可
能
性
は
更
に
高
ま
り
ま
す
。

　

一
般
に
、
教
育
機
会
の
平
等
は
就
学
率

で
測
ら
れ
ま
す
が
、
多
様
な
学
び
方
を
提

供
す
る
こ
と
も
、
も
う
１
つ
の
機
会
平
等

と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
成

績
の
良
い
生
徒
の
多
く
は
、
講
義
型
の
授

業
で
学
力
を
伸
ば
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。

し
か
し
、
黙
々
と
１
人
で
学
ぶ
の
が
好
き

な
生
徒
も
い
ま
す
し
、
体
験
的
な
学
び
を

通
し
て
学
力
を
向
上
さ
せ
る
生
徒
も
い
ま

す
。
あ
る
方
法
で
は
学
び
に
く
い
生
徒
も
、

別
の
方
法
な
ら
生
き
生
き
と
学
ぶ
こ
と
が

出
来
る
。
生
徒
に
多
様
な
学
び
の
場
を
提

供
す
る
と
い
う
意
味
で
も
、
Ａ
Ｌ
は
大
き

な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

森
内　

私
が
今
感
じ
て
い
る
課
題
は
、
授

業
で
高
ま
っ
た
興
味
・
関
心
を
、
入
試
に

必
要
な
学
力
の
向
上
へ
と
確
実
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
で
す
。
上
位
層
は
、
授
業
で

高
ま
っ
た
興
味
・
関
心
を
そ
の
後
の
主
体

的
な
学
習
に
結
び
付
け
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
下
位
層
も
、
授
業
を
楽
し
み
、
主
体

的
に
参
加
す
る
こ
と
で
基
礎
学
力
が
定
着

し
て
い
ま
す
。
一
方
、
中
位
層
の
生
徒
は
、

授
業
の
様
子
か
ら
、
興
味
・
関
心
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
は
読
み
取
れ
る
の
で
す
が
、

そ
れ
を
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
の
結
果
に
結
び

付
け
る
の
に
は
、
も
う
一
工
夫
が
必
要
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。
中
位
層
に
お
い
て
も
、

上
位
層
と
同
じ
よ
う
に
、
主
体
的
な
学
習

行
動
に
結
び
付
け
て
い
く
仕
掛
け
、
授
業

後
も
考
え
さ
せ
る
工
夫
が
必
要
で
す
。

大
神　

主
体
的
に
学
ぶ
姿
勢
を
引
き
出
す

に
は
、
大
き
く
２
つ
の
考
え
方
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
ま
ず
、
授
業
の
楽
し
さ
を
通

じ
て
、「
も
っ
と
知
り
た
い
」「
も
っ
と
学

び
た
い
」
と
い
う
欲
求
を
喚
起
す
る
方
法
。

そ
し
て
、
希
望
す
る
将
来
像
な
ど
か
ら
自

分
で
学
習
の
必
要
性
に
気
付
か
せ
て
、
自

ら
学
び
に
向
か
わ
せ
る
方
法
で
す
。
ど
ち

ら
の
方
法
に
お
い
て
も
、
生
徒
を
「
そ
の

気
に
さ
せ
る
」
こ
と
が
大
切
で
す
。
私
は
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
な
ど
教
科
学
習
以
外
の
働

き
掛
け
も
重
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

石
川　

協
同
学
習
と
協
調
学
習
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
意
味
で
使

わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
あ
え
て

違
い
を
明
確
に
す
る
の
な
ら
、
協
同
学
習

は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
み
ん
な

で
１
つ
の
答
え
に
効
率
的
に
た
ど
り
着
こ

う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
協
調
学
習
は
、

答
え
の
な
い
問
題
に
み
ん
な
で
向
き
合
う

も
の
で
す
。
私
は
、
Ａ
Ｌ
は
本
質
的
に
は

後
者
な
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
集
団
で

学
び
合
う
と
い
う
「
活
動
あ
り
き
」
で
は

な
く
、
そ
の
中
で
の
思
考
の
活
性
化
や
深

ま
り
、
更
に
は
葛
藤
、
も
ど
か
し
さ
に
こ

そ
価
値
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
生
徒
の
成
長

の
糧
に
な
る
の
で
す
。
生
徒
が
自
ら
学
び

始
め
る
ま
で
に
は
時
間
が
掛
か
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
森
内
先
生
の
授
業
の
よ
う

に
、
下
位
層
の
生
徒
が
１
人
で
は
勉
強
で

き
な
く
て
も
、
み
ん
な
と
一
緒
な
ら
楽
し

く
学
べ
る
、
考
え
ら
れ
る
と
い
う
状
況
は
、

そ
れ
だ
け
で
も
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま

す
。
中
位
層
の
生
徒
に
対
し
て
も
、
学
び

に
対
す
る
肯
定
感
を
生
か
し
て
、
１
人
で

も
考
え
続
け
ら
れ
る
自
習
プ
リ
ン
ト
を
与

え
る
な
ど
様
々
な
方
法
を
試
み
、
多
様
な

ア
プ
ロ
ー
チ
で
生
徒
の
潜
在
的
な
学
習
意

欲
を
刺
激
で
き
る
と
よ
い
で
す
ね
。

次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
森
内
先
生
、
大
神
先

生
の
授
業
実
践
を
ご
紹
介
し
ま
す
。座
談
会

を
経
て
そ
れ
ぞ
れ
の
授
業
を
更
に
工
夫
し

た
点
や
、
新
た
に
気
付
い
た
課
題

な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

授
業
の
楽
し
さ
を
通
じ
て

主
体
的
に
学
ぶ
姿
勢
を
引
き
出
す
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「
入
試
本
番
だ
と
思
っ
て
、
集
中
し
て
解

い
て
く
だ
さ
い
！
」

　

森
内
梨
絵
先
生
の
言
葉
を
合
図
に
、
教

室
に
は
静
寂
が
訪
れ
、
ま
さ
に
試
験
会
場

の
よ
う
な
緊
張
感
が
張
り
詰
め
る
。
こ
の

日
の
授
業
は
、
３
年
生
文
系
ク
ラ
ス
の
現

代
文
の
演
習
（
図
１
）。
毎
回
、
森
内
先
生

が
作
成
し
た
プ
リ
ン
ト
を
使
っ
て
授
業
は

進
め
ら
れ
る
。
今
回
は
、
サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ

ペ
リ
の
『
人
間
の
土
地
』
の
一
節
を
素
材

文
と
し
た
読
解
問
題
だ
。

　

生
徒
が
取
り
組
ん
だ
の
は
、
プ
リ
ン
ト

中
の
１
０
０
０
字
程
度
の
素
材
文
を
読
み
、

文
中
の
比
喩
表
現
に
つ
い
て
説
明
す
る
問

題
。
ま
ず
は
こ
の
１
問
に
10
分
間
集
中
し

て
各
自
で
取
り
組
む
。
そ
の
間
、
森
内
先

生
は
机
間
巡
視
を
行
い
、
生
徒
た
ち
が
ど

れ
だ
け
解
答
で
き
て
い
る
か
、
ど
こ
で
つ

ま
ず
い
て
い
る
か
を
確
認
し
て
い
く
。

　

10
分
が
経
過
し
た
段
階
で
、
個
人
ワ
ー

ク
は
終
了
。
す
ぐ
に
４
人
ず
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
な
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
始
ま
っ

た
。
目
標
は
「
満
点
解
答
」
の
作
成
だ
。

　

今
回
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
先
立
っ
て
、

「
１
人
１
回
は
必
ず
話
そ
う
」「
相
手
の
意

見
を
し
っ
か
り
聞
い
た
上
で
自
分
の
意
見

を
述
べ
よ
う
」「
全
員
の
納
得
・
理
解
を
目

指
そ
う
」
と
い
う
「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の

３
つ
の
ル
ー
ル
」
を
森
内
先
生
が
説
明
し
、

ル
ー
ル
が
書
か
れ
た
紙
が
黒
板
に
掲
示
さ

れ
た
。
今
回
の
授
業
で
は
、
思
考
を
深
め

や
す
い
場
づ
く
り
と
し
て
、
生
徒
一
人
ひ

10分間の個人ワークがスタート。机間巡視で生徒の理解を
把握する。

話
し
合
い
を
活
性
化
す
る
た
め

ル
ー
ル
を
明
示

実

践

事

例

思
考
の
活
性
化
を
促
す

Ａ
Ｌ
型
場
づ
く
り
と
発
問
を
実
践
す
る

生
徒
の
志
望
特
性
、
そ
し
て
担
当
教
科
の
異
な
る
２
人
の
教
師
が
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
Ａ
Ｌ
を
土
台
に
、

座
談
会
で
の
学
び
を
生
か
し
な
が
ら
、
よ
り
生
徒
の
思
考
を
活
性
化
す
る
た
め
の
Ａ
Ｌ
型
授
業
を
実
践
。

授
業
レ
ポ
ー
ト
と
併
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
語
る
更
な
る
授
業
改
善
へ
の
展
望
を
紹
介
す
る
。

ル
ー
ル
の
徹
底
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
活
性
化
と

自
己
採
点
で
の
学
び
の
個
別
化
を
目
指
す

事
例

1
富
山
県
・
私
立
片
山
学
園
中
学
・
高
校　

森
内
梨
絵
〈
国
語
〉
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特
集　

こ
れ
か
ら
の
授
業
と
教
師
の
役
割
│
教
え
る
、
そ
し
て
共
に
学
ぶ
存
在
へ

と
り
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
、

グ
ル
ー
プ
内
で
思
考
を
活
性
化
し
や
す
い

環
境
を
つ
く
る
た
め
に
、
前
掲
の
座
談
会

で
の
気
付
き
を
生
か
し
、
い
つ
も
は
口
頭

の
み
で
説
明
し
て
い
た
「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
に
お
け
る
ル
ー
ル
」
を
初
め
て
明
確
に

提
示
し
た
の
だ
。

　
「
今
回
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
進
め
る
上

で
の
３
つ
の
ル
ー
ル
を
設
定
し
ま
し
た
が
、

そ
こ
に
は
『
他
者
を
否
定
し
な
い
』
と
い

う
ル
ー
ル
は
盛
り
込
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

答
え
が
１
つ
で
は
な
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て

自
由
に
話
し
合
う
の
で
あ
れ
ば
、『
他
者
を

否
定
し
な
い
』
と
い
う
ル
ー
ル
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
が
、
今
回
の
授
業
は
評
論
の

読
解
問
題
で
す
の
で
、
答
え
を
１
つ
に
定

め
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、『
他

者
を
否
定
し
な
い
』
と
い
う
ル
ー
ル
を
つ

く
る
と
、
間
違
っ
た
意
見
や
考
え
を
そ
の

ま
ま
受
け
入
れ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ず
、

正
解
が
導
け
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
。
た
だ
、『
相
手
の
意
見
は
し
っ
か

り
聞
い
た
上
で
』
と
い
う
ル
ー
ル
は
盛
り

込
み
ま
し
た
。
ル
ー
ル
は
授
業
の
目
標
に

よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
い
く
も
の
だ
と
思
い

ま
す
」（
森
内
先
生
）

　

い
つ
も
の
演
習
で
は
、「
司
会
進
行
役
」

「
書
記
」「
タ
イ
ム
キ
ー
パ
ー
」「
議
論
の

口
火
を
切
る
係
」
の
４
役
が
グ
ル
ー
プ
内

で
割
り
振
ら
れ
る
。
だ
が
、
こ
の
日
の
授

業
で
は
、
司
会
進
行
役
を
廃
し
て
、
そ
の

代
わ
り
に
「
ル
ー
ル
徹
底
・
確
認
係
」
を

設
け
た
。
フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
で
の
話
し
合

い
を
促
進
す
る
た
め
、
あ
え
て
リ
ー
ダ
ー

役
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
に
し
た
の
だ
。

　

そ
の
結
果
、
こ
の
日
の
グ
ル
ー
プ
活
動

の
雰
囲
気
は
普
段
と
は
明
ら
か
に
違
っ
て

い
た
と
い
う
。
い
つ
も
は
、
司
会
進
行
役

の
生
徒
が
ど
ん
ど
ん
作
業
を
進
め
て
い
っ

た
り
、
国
語
が
得
意
な
生
徒
が
自
分
の
考

え
を
ず
っ
と
語
っ
た
り
す
る
場
面
が
見
ら

れ
る
そ
う
だ
が
、
今
回
は
国
語
の
得
意
な

生
徒
が
苦
手
な
生
徒
に
説
明
を
し
て
、「
こ

れ
で
良
い
と
思
う
？
」
と
確
認
す
る
な
ど
、

み
ん
な
で
一
生
懸
命
に
考
え
、
全
員
が
納

得
・
理
解
を
目
指
そ
う
と
し
て
い
た
。

　
「
授
業
後
、
生
徒
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
ル
ー
ル
は
い
つ
も
以

上
に
き
ち
ん
と
意
識
し
た
そ
う
で
す
。
国

＊ベネッセのテストにおける共通の評価指標。「S1」～「D3」までの１５段階がある

学習内容

自校の生徒の特性を踏
まえた各学習内容にお
ける主な目標（身に付け
させたい力・姿勢）

左記の力・姿勢の
「学力の３要素」
への分類

左記の力・姿勢を
育むための指導内容

教師による発問・
働き掛けの内容

教師が特に
観察・配慮すべき点

問題演習

制限時間内で本文読解
と設問に挑む集中力

技能
思考力・表現力

演習プリントを配布し、10 分間個々
に取り組む。

入試本番と同じ気持ち
で、真剣勝負で挑むよ
うに伝える。

時間内に出来上がった
生徒には、分からない
語句調べなどの作業を
課し、時間を有意義に
使わせる。

満点解答の
作成

自分の解答・考えを他
者に伝える力

表現力
主体性

・グループ学習時のグランドルール
を確認・徹底する。
・全員が参加できるよう、役割を与
える。
・解答要素の必要理由を考え、班メ
ンバー全員の理解と合意を目指す。

班での活動が円滑に進
むよう、適宜支援する。

主導権を握ってしまう
生徒、周囲の意見に安
易に同調して参加を放
棄している生徒がいな
いか、配慮する。

他者の意見を尊重し、
傾聴する力

多様性・協働性

班で協力して問題を解
決する力

思考力
多様性・協働性

作成した
満点解答を
比較・検討

自他の解答を読み比
べ、客観的に評価する
力

思考力・判断力 黒板に並んだ解答から、自分が最
も良いと思う解答を１つ選ばせる。
その際、理由も明確に述べられるよ
う指示する。

自分たちが作成した解
答への執着を捨て、全
てを公平に比較検討す
るよう伝える。

選んだ理由を、大きな
声で分かりやすく説明
できているか判断する。

「今日の
満点解答」を
完成

教員の説明をしっかり
聞き、理解する力

技能
思考力
主体性

教員が、生徒の意見をまとめながら、
解答に必要な要素の確認と、より良
い表現について理由と共に説明して
いく。

分からないことがあれ
ば質問するようにあら
かじめ案内し、個々の
生徒の能動的学習態
度を促す。

教室全体の雰囲気や生
徒の表情から理解度を
確認しつつ説明する。

自分の解答を
自己採点

自分の解答を採点者と
して読み直す批判力

技能
思考力

最初の自分の解答に戻り、教員の示
した採点基準に沿って自己採点しな
がら、自分に足りなかった視点や語
彙を学ぶ。

採点しにくい箇所・不
明点などは、個々に質
問するように指示する。

生徒同士で相談してい
る場合は、様子を見て
支援する。

【教科・科目】国語・国語探究（学校設定科目）　【分野・単元】評論・記述演習　
【テーマ・作品】『飛行機と地球』（サン＝テグジュペリ）　
【設定時数】1時限（50 分）完結　【本時全体の目標】比喩表現を一般的な言葉で言い換える

フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
で

話
し
合
い
に
全
員
が
責
任
を
持
つ

図１ 森内先生の授業デザインシート〈３年生・現代文〉
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は
活
性
化
し
な
い
。
か
と
言
っ
て
、グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
こ
と
を
重

視
し
て
ヒ
ン
ト
を
出
し
過
ぎ
る
と
、「
分

か
っ
た
！
」
と
い
う
わ
く
わ
く
感
が
少
な

く
な
り
、
特
に
成
績
上
位
層
の
生
徒
に

と
っ
て
は
つ
ま
ら
な
い
授
業
に
な
っ
て
し

ま
う
か
ら
だ
。

　
「
今
回
は
素
材
文
も
や
や
難
し
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
生
徒
が
あ
ま
り
解
答
を
書

け
て
い
な
い
こ
と
は
、
個
人
ワ
ー
ク
中
の

机
間
巡
視
で
確
認
で
き
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
前
の
説
明
に
加

え
て
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
最
中
に
も
、

比
喩
表
現
を
更
に
比
喩
表
現
で
説
明
し
て

し
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
を
中
心

に
、
個
別
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。
１
人
で
解
答
を
書
い
て
い
た
時

は
あ
ま
り
書
け
て
い
な
く
て
も
、
グ
ル
ー

プ
で
話
し
合
う
う
ち
に
納
得
し
た
表
情
を

見
せ
る
生
徒
が
多
く
見
ら
れ
た
の
で
、
答

え
に
た
ど
り
着
く
喜
び
は
あ
る
程
度
確
保

で
き
た
と
思
い
ま
す
」（
森
内
先
生
）

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
残
り
1
分
と
な
っ

た
と
こ
ろ
で
、
森
内
先
生
が
生
徒
た
ち
に
、

解
答
用
紙
へ
の
記
入
と
、
記
入
を
終
え
た

解
答
用
紙
の
黒
板
へ
の
掲
示
を
促
す
。
と

こ
ろ
が
、
生
徒
は
な
か
な
か
意
見
を
ま
と

め
ら
れ
ず
、
タ
イ
ム
キ
ー
パ
ー
役
の
生
徒

も
時
間
を
気
に
し
な
が
ら
も
、
結
局
は
一

緒
に
な
っ
て
議
論
を
続
け
て
い
た
。
結
局
、

全
て
の
グ
ル
ー
プ
が
解
答
を
掲
示
し
た
の

は
、
予
定
よ
り
も
3
分
程
オ
ー
バ
ー
し
て

か
ら
だ
。

　
「
良
い
解
答
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
気

持
ち
は
分
か
り
ま
す
が
、
３
年
生
の
演
習

で
あ
る
以
上
は
、
時
間
を
意
識
し
て
作
業

す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
次
の
授
業
で
は
、

話
し
合
い
で
出
て
き
た
解
答
要
素
を
書
き

出
す
付
せ
ん
紙
を
複
数
枚
準
備
し
、
思
い

つ
く
ま
ま
に
ど
ん
ど
ん
と
書
き
出
さ
せ
る

よ
う
に
す
る
と
共
に
、
グ
ル
ー
プ
全
員
で

共
有
し
や
す
い
よ
う
に
工
夫
し
よ
う
と
思

い
ま
す
」（
森
内
先
生
）

　

全
て
の
解
答
が
出
そ
ろ
っ
た
と
こ
ろ

で
、
一
番
良
い
と
思
わ
れ
る
解
答
に
挙
手

を
求
め
る
。
生
徒
の
意
見
が
あ
ま
り
割
れ

な
か
っ
た
の
は
、
満
点
解
答
と
し
て
う
ま

く
は
書
け
な
か
っ
た
グ
ル
ー
プ
も
、「
こ

の
言
葉
が
必
要
だ
っ
た
」
と
い
っ
た
大

き
な
方
針
は
理
解
で
き
て
い
た
か
ら
だ
ろ

う
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
入
る
前
の
説
明
、

そ
し
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
中
の
机
間
巡
視

で
の
森
内
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
功
を
奏

し
た
よ
う
だ
。

　

そ
の
後
、
数
人
の
生
徒
に
自
分
が
な
ぜ

そ
の
解
答
を
選
ん
だ
の
か
の
理
由
を
聞

き
、
満
点
解
答
と
し
て
欠
か
せ
な
い
観
点

や
表
現
な
ど
を
森
内
先
生
が
解
説
。
最
後

に
、
今
回
の
問
題
の
採
点
基
準
と
部
分
点

を
森
内
先
生
が
説
明
し
、
生
徒
に
自
分
の

解
答
を
採
点
さ
せ
、
50
分
間
の
授
業
が
終

了
し
た
。

　

今
回
の
授
業
で
は
、
グ
ル
ー
プ
で
の
学

び
の
成
果
を
個
々
の
学
び
へ
と
還
元
す
る

た
め
、
い
つ
も
は
グ
ル
ー
プ
の
解
答
を
森

語
の
得
意
な
生
徒
は
、『
自
分
の
解
答
に

執
着
せ
ず
、
他
の
人
の
意
見
も
聞
こ
う
と

心
掛
け
た
』
と
話
し
て
い
ま
し
た
し
、
国

語
が
苦
手
な
生
徒
は
、『
発
言
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
い
う
責
任
を
感
じ
た
し
、

い
つ
も
よ
り
自
分
の
意
見
を
聞
い
て
も
ら

え
る
雰
囲
気
が
あ
っ
た
』
と
振
り
返
っ
て

い
ま
し
た
。
ル
ー
ル
は
う
ま
く
機
能
し
て

い
た
と
思
い
ま
す
」（
森
内
先
生
）

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
先
立
っ
て
、
み
ん

な
で
考
え
た
満
点
解
答
を
記
入
す
る
用
紙

を
配
布
。
こ
れ
ま
で
は
代
表
者
が
前
に
出

て
き
て
黒
板
に
解
答
を
書
い
て
い
た
が
、

そ
の
時
間
を
短
縮
で
き
る
よ
う
、
今
回
は
、

解
答
を
書
い
た
用
紙
を
黒
板
に
テ
ー
プ
で

貼
り
付
け
る
よ
う
に
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
冒
頭
、
森
内
先
生

か
ら
、
比
喩
表
現
に
つ
い
て
説
明
す
る
際

の
注
意
点
が
説
明
さ
れ
た
上
で
、
各
班
で

10
分
間
の
検
討
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　
「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
前
に
、
生
徒
に
解

答
の
方
向
性
を
示
す
場
面
は
、
思
考
を
活

性
化
さ
せ
ら
れ
る
か
ど
う
か
の
重
要
な
場

面
」
と
森
内
先
生
。
あ
ま
り
に
方
向
性
を

示
さ
な
い
と
、
全
く
歯
が
立
た
ず
、
議
論

今回はグループワークの進め方を徹底したため、発言する生徒が
偏ることなく議論が活性化した。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
成
果
を

整
理
す
る
工
夫
が
必
要

個
別
の
ア
ド
バ
イ
ス
で

学
び
の
わ
く
わ
く
感
を
維
持

考
え
続
け
る
モ
ヤ
モ
ヤ
感
と

納
得
感
を
両
立
し
た
い
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こ
れ
か
ら
の
授
業
と
教
師
の
役
割
│
教
え
る
、
そ
し
て
共
に
学
ぶ
存
在
へ

内
先
生
が
採
点
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
、
生

徒
に
自
分
の
解
答
を
採
点
さ
せ
る
よ
う
に

し
た
。
こ
れ
も
、
前
掲
の
座
談
会
を
経
て
、

森
内
先
生
が
挑
戦
し
た
新
し
い
試
み
だ
。

　
「
普
段
の
演
習
で
も
、
解
答
は
必
要
要

素
を
箇
条
書
き
し
、
口
頭
で
説
明
す
る
だ

け
で
、
美
し
い
模
範
解
答
を
板
書
す
る
こ

と
は
基
本
的
に
し
て
い
ま
せ
ん
。
生
徒
が

私
の
解
答
だ
け
を
絶
対
だ
と
思
っ
て
し
ま

い
、
自
分
た
ち
の
解
答
を
確
認
す
る
よ
り

も
、
私
の
解
答
を
書
き
写
す
こ
と
に
関
心

が
向
い
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
で
す
」（
森
内
先
生
）

　

普
段
は
、
グ
ル
ー
プ
で
つ
く
っ
た
解
答

を
森
内
先
生
が
補
足
説
明
を
加
え
な
が
ら

採
点
す
る
た
め
、
生
徒
た
ち
の
ほ
と
ん
ど

は
納
得
し
た
表
情
を
し
て
い
た
と
い
う
。

し
か
し
、
今
回
は
学
び
の
成
果
を
個
別
化

し
て
授
業
を
終
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
生

徒
が
自
分
の
解
答
を
採
点
す
る
よ
う
に
変

更
し
た
た
め
か
、
生
徒
は
い
つ
も
よ
り

す
っ
き
り
し
て
い
な
い
表
情
だ
っ
た
気
が

す
る
と
、
森
内
先
生
は
振
り
返
る
。

　
「
お
そ
ら
く
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
の

学
び
の
充
実
感
を
、
個
別
の
学
び
へ
う
ま

く
つ
な
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
な
り
に
う
ま
く
ま
と

ま
っ
た
グ
ル
ー
プ
の
解
答
か
ら
未
熟
な
自

分
の
解
答
へ
立
ち
返
る
に
は
、
生
徒
に
気

持
ち
と
頭
の
切
り
替
え
を
さ
せ
る
声
掛
け

が
必
要
で
し
た
」（
森
内
先
生
）

　

今
回
の
授
業
を
通
し
て
、
森
内
先
生
は

「
生
徒
の
思
考
が
活
性
化
し
や
す
い
の
は
、

最
後
の
自
己
採
点
時
で
は
な
く
、
み
ん
な

で
話
し
合
っ
て
解
答
を
考
え
て
い
る
『
動

の
学
び
』
の
時
間
だ
と
感
じ
た
」
と
話
す
。

　
「
特
に
国
語
が
苦
手
な
生
徒
ほ
ど
、
み

ん
な
で
考
え
る
こ
と
を
楽
し
む
中
で
、
国

語
の
学
習
に
対
し
て
前
向
き
な
気
持
ち
を

持
ち
続
け
ら
れ
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
時
間
を
出
来
る
だ
け
確

保
す
る
よ
う
な
工
夫
が
必
要
で
す
。
そ
の

上
で
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
時
間
を
割
き

な
が
ら
学
び
を
個
別
化
す
る
た
め
、
授
業

の
最
後
に
詳
細
な
解
説
を
書
き
込
ん
だ
模

範
解
答
を
配
布
し
て
（
図
２
）、
復
習
と

し
て
個
々
に
自
己
採
点
で
き
る
道
具
を
用

意
す
れ
ば
、
自
分
の
解
答
に
立
ち
戻
っ
て

み
る
と
い
う
『
静
の
学
び
』
に
ス
ム
ー
ズ

に
移
行
で
き
そ
う
で
す
。
次
の
授
業
か
ら

試
し
て
み
ま
す
」（
森
内
先
生
）

　

授
業
を
振
り
返
り
、
明
ら
か
に
な
っ
た

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
ま
た
工
夫
を
重

ね
る
。
Ａ
Ｌ
を
通
し
た
森
内
先
生
の
授
業

改
善
は
続
く
。

各グループで意見をまとめる。しかし、盛り上がって集
約するまでに時間が掛かり、予定時間を３分程超過した。

各グループから出された解答を森内先生
が解説していく。解答用紙の下の数字は、
満点解答として支持し、挙手した生徒の
人数。

個別の学びへ移行できた生徒は自身の抱える「モヤモヤ感」
を解消すべく、授業後に質問に来た。

森内先生は、生徒が１人で振り返りしやすいよう、授業終了時に、上記のよ
うな解説や模範解答を記載したシート（Ａ４版）を配布することにしたという。

図２ 森内先生作成の「モヤモヤすっきりシート」
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素材文の中の解答の要
素となる箇所には、赤
線が引かれている

筆者の主張やその
根拠、論展開上の
重要箇所には、「こ
こが○○の具体
例」などと解説コ
メントを記載
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生徒がつまずきや
すい、疑問に感じ
やすい点や更に高
度な問題の場合の
対応策を解説

素材文
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授
業
開
始
の
合
図
と
共
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の

映
像
が
映
し
出
さ
れ
、
大
神
弘
巳
先
生
が

呼
び
掛
け
る
。「
今
日
の
ペ
ア
と
グ
ル
ー

プ
に
な
る
人
に
挨
拶
し
て
く
だ
さ
い
」。

生
徒
が
前
後
左
右
の
生
徒
と
目
礼
を
交
わ

す
と
、
い
よ
い
よ
授
業
が
始
ま
る
。

　

今
回
の
授
業
は
、
３
年
生
・
世
界
史
の

「
地
域
紛
争
の
激
化
と
深
刻
化
す
る
貧
困
」

（
図
１
）。
先
進
国
と
途
上
国
の
格
差
、
飢

餓
や
貧
困
、
内
戦
な
ど
の
諸
問
題
に
つ
い

て
知
り
、
南
北
問
題
や
南
南
問
題
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
の
が
狙
い
だ
。

　

前
掲
の
座
談
会
を
受
け
て
、
大
神
先
生

が
授
業
改
善
に
据
え
た
ポ
イ
ン
ト
の
１
つ

は
、
ル
ー
ル
の
徹
底
だ
っ
た
。
強
引
に
議

論
を
リ
ー
ド
し
よ
う
と
す
る
生
徒
、
他
者

に
安
易
に
同
調
す
る
生
徒
を
生
ま
な
い
た

め
に
、
冒
頭
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ

フ
ト
で
「
積
極
的
に
参
加
す
る
」「
お
互

い
の
考
え
を
尊
重
す
る
」「
お
互
い
協
力

し
て
結
論
を
導
く
」
の
３
項
目
を
示
し
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
促
し
た
。

　

大
神
先
生
の
授
業
は
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
ス
ラ
イ
ド
を
最
大
限
に

活
用
す
る
。
板
書
は
一
切
せ
ず
、
手
元
に

は
授
業
で
使
う
プ
リ
ン
ト
が
１
枚
あ
る
だ

け
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
目
的
は
、
板
書
の
時

間
を
節
約
す
る
こ
と
、
生
徒
の
目
線
を
上

げ
る
こ
と
に
あ
る
。
先
生
が
生
徒
に
背
中

を
向
け
る
こ
と
は
な
く
、
生
徒
も
手
元
の

教
科
書
や
資
料
集
に
目
を
落
と
す
必
要
が

な
い
た
め
、
常
に
顔
を
上
げ
て
い
ら
れ
る
。

写
真
や
デ
ー
タ
だ
け
で
は
な
く
、
偉
人
が

演
説
し
た
際
の
音
声
デ
ー
タ
な
ど
を
駆
使

し
て
生
徒
の
五
感
に
訴
え
掛
け
る
の
も
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
材
な
ら
で
は
の
強
み
だ
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
世
界
地
図
が
映
し

出
さ
れ
る
。
飢
餓
地
帯
を
示
し
た
地
図
だ

が
、
生
徒
に
は
地
図
の
タ
イ
ト
ル
は
伏
せ

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
何
の
地
図
な
の
か

を
考
え
る
の
が
最
初
の
課
題
だ
。「
話
し

合
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
号
令
が
出
る

と
、
生
徒
は
慣
れ
た
様
子
で
５
〜
６
人
で

構
成
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、
討
議
を

開
始
す
る
。「
何
で
貧
困
だ
と
思
う
？
」「
中

国
も
貧
富
の
差
が
激
し
い
よ
」。
生
徒
は

お
互
い
に
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
積

極
的
に
話
し
合
い
を
進
め
る
。

　
「
ヒ
ン
ト
は
世
界
の
死
亡
原
因
の
１

位
」。
討
議
の
途
中
で
、
大
神
先
生
が
話

し
合
い
を
集
約
さ
せ
て
い
く
た
め
の
言
葉

を
投
げ
掛
け
る
。
そ
れ
か
ら
５
分
程
話
し

合
わ
せ
た
上
で
答
え
合
わ
せ
。
先
生
は
、

「
Ａ
＝
地
域
紛
争
」「
Ｂ
＝
犯
罪
件
数
」「
Ｃ

＝
飢
餓
状
況
」「
Ｄ
＝
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
率
」

授業開始のチャイムと共に雑談はピタリと止まり、背筋を伸ばして授業
開始の挨拶。凛とした空気が教室を覆う。

今回のクラスは進学希望者が半分程度。興味・関心を刺激して学習意欲
を高め、自ら学ぶ姿勢をつくることが課題のクラスである。

生
徒
の
自
覚
を
促
す

グ
ラ
ン
ド
ル
ー
ル
の
提
示

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、

知
的
好
奇
心
と
課
題
意
識
を
喚
起
す
る
授
業

課
題
意
識
を
高
め
る
た
め
に

資
料
の
示
し
方
を
工
夫

事
例

2
福
岡
県
立
小
倉
南
高
校　

大
神
弘
巳
〈
世
界
史
〉
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こ
れ
か
ら
の
授
業
と
教
師
の
役
割
│
教
え
る
、
そ
し
て
共
に
学
ぶ
存
在
へ

の
４
つ
の
選
択
肢
を
示
し
、
生
徒
は
一
斉

に
自
分
の
解
答
を
示
す
。
生
徒
の
解
答
は
、

紛
争
と
飢
餓
が
多
か
っ
た
。

　

こ
こ
で
答
え
が
明
か
さ
れ
る
と
共
に
、

飢
餓
は
爆
発
的
に
増
え
て
い
る
こ
と
、
現

在
も
１
分
間
に
17
人
が
飢
餓
で
命
を
落
と

し
て
い
る
現
状
が
大
神
先
生
か
ら
語
ら
れ

た
。
そ
し
て
先
生
は
「
こ
ん
な
こ
と
思
っ

て
い
な
い
で
す
か
？
」
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
に
「
飢
餓
は
貧
し
い
国
だ
け
の
問
題
」

「
働
か
な
い
か
ら
飢
餓
に
苦
し
む
こ
と
に

な
る
」
と
い
っ
た
言
葉
を
映
し
、
生
徒
に

問
い
掛
け
る
。「
で
は
、
飢
餓
の
原
因
に

つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
」。

　
「
授
業
全
体
を
通
し
て
特
に
意
識
し
て

い
る
の
は
、
い
か
に
課
題
意
識
を
高
め
る

か
。
自
分
と
は
関
係
の
な
い
遠
い
国
や
過

去
の
話
だ
と
思
っ
た
瞬
間
に
、
学
習
は
単

な
る
作
業
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
主
体

的
に
授
業
に
参
加
さ
せ
る
た
め
に
、
課
題

意
識
を
持
た
せ
る
こ
と
は
非
常
に
大
切
で

す
」（
大
神
先
生
）

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
２
枚
目
の
地
図
が

＊ベネッセのテストにおける共通の評価指標。「S1」～「D3」までの１５段階がある

学習内容

自校の生徒の特性を踏ま
えた各学習内容における主
な目標（身に付けさせたい

力・姿勢）

左記の力・
姿勢の

「学力の３要素」
への分類

左記の力・姿勢を
育むための指導内容

教師による発問・
働き掛けの内容

教師が特に
観察・配慮すべき点

現代世界の各種
資 料を提 示し、
飢餓・貧困などの
南北の格差問題
を考察する。

資料を読み取る力と既存
の知識から多面的・多角
的に考察する能力

知識・技能
思考力

何も手掛かり（ヒント）を提示
せずに、資料（題名を隠した飢
餓マップ）を提示し、その題名
（データ）を問う。まず、生徒
それぞれ個人で思考し、候補と
して可能性があるものを出来る
だけ多く挙げられるように促す。

地図の資料が負の要素であること
を気付かせる。関連する資料を提
示することで、課題の根深さ・複
雑さをイメージさせる。

解答が複数となるオープンな
発問のため、個人で考える時
間を十分に確保する。

班で協力して問題を解決
する能力

多様性・協働性 ５～６人の班を編成。お互いの
考えを基にして、班全員で協力
して作業する。全員が協議に参
加できるようにグループワーク
のルールを示す。

グループワークのルールを示すこと
で、協議のスムーズな進行を促す。
関連するいくつかの選択肢を提示
し、答えるだけでなく、選択理由
を求めることで理解を深化させ、
班員全員によって合意に自ら至る
ことが出来るように働き掛ける。

生徒の特性を把握し、全員が
公平に安心して協議できる場
（フラットゾーン・コンフォート
ゾーン）を設定することで、お
互いを尊重し、それぞれ個人
の思考を大切にする態度を育
成する。

データを読み取る力と既
存の知識から多面的・多
角的に考察する能力

知識・技能
思考力

協議の焦点化を促すため、新
たな手掛かり（ヒント）を提示
する。２つの事項（地図とヒント）
から、更に具体的な解答を協
議する。

２つの資料を明示することから、
課題をより明確に出来るように働
き掛ける。

独善的な協議支配や集団圧力
による同調行動に陥らないよ
うに、注意深く机間指導する
ことで、班協議のスムーズな
進行のサポートを行う。

協議内容を適切に考察し、
有用な意見・情報をまとめ
導いた結論を、適切に表
現・説明する能力

表現力 班で協議した内容を班ごとに発
表し、クラスで共有する。

発表が解答だけで終わらず、円滑
に行われるように、選択理由を問
うなど、臨機応変に助力する。

発表者が内容・声量・速さなど、
分かりやすく発表しているかを
観察する。

飢餓の特徴を考
察し、その原因を
探る。その原因の
１つである貧困が
もたらす諸問題か
ら南北問題につい
て考察する。

地域による特徴から有用
な情報を選択して読み取
る力

技能
判断力

生徒それぞれが資料（飢餓マッ
プ）を考察し、地域の特徴を
分析する。

クローズドクエスチョンでテンポ
良く解答するために、空欄問題を
事前に準備する。

資料を根拠に公正に判断する
態度を養わせる。

資料を読み取る力と既存
の知識から多面的・多角
的に考察する能力

知識・技能
思考力

協議の手掛かりとして新たな資
料（題名を隠した貧困率マップ）
を提示する。２つの資料から更
に協議する。

2 つの資料が類似していることか
ら、問題の根深さや複雑さなどに
気付くように働き掛ける。

世界史を点ではなく面で理解
できるように、異なる要因を
総合的に見る目を養う。

現代世界の状況について
講義や資料を基に理解を
深化させる力と多面的・多
角的に考察する能力

知識・技能
思考力

貧困問題から現代世界の諸課
題を発見し、新たにインプット
した事実を基に、生徒がそれぞ
れ、またはグループで考察する。

具体例を示し、貧困は根源的な問
題であることを導き、複数の解答
を求めることで思考を深化させる。

解答が複数となるオープンな
発問のため、個人で考える時
間に配慮する。

南南問題を通して
発展途上国の格
差について考察す
る。発展途上国
の問題から現代
世界の課題を学
ぶ。

現代の世界の諸問題を知
ることで課題意識を高め、
それを意欲的に探究しよ
うとする力

主体性・多様性 現代の世界の人口爆発・内戦・
紛争などの諸問題を知ることか
ら、今日的課題を発見する。

生徒の心を揺さぶり、課題を実感
できるような、タイムリーで今日的
な問題を題材に選ぶことで協議の
活性化を促す。

・偏った立場からの取り扱い
は避け、生徒自身が客観的、
公正な目で取り扱えるように
支援する。　　　　　　　　
・全員が話し合いに参加でき
ているか、他人の意見や態度
を尊重できているか、建設的
な協議が出来ているか、観察、
配慮する。

本時に学んだ内容から自
ら根拠を探して、班で協
力して問題解決を成し遂
げる力

主体性・多様性・
協働性

５～６人の班を編成。お互いの
考えを基にして、班全員で協力
して作業する。全員が協議に参
加できるように、役割分担を示
す。

ＮＰＯなどの例を示し、これらの
課題が全人類的課題であることに
気付かせる。

班で協議した内容を他の
班員に説明し、理解させ
る力

表現力 それぞれ１～６班の班員で班を
再編成し、班ごとに自分の班
で協議した内容をそれぞれ発表
し、クラスで共有する。

班ごとに協議が活性化できるよう
に、声掛けなどの働き掛けを行う。

内紛が続くアフガ
ニスタンの現状に
ついて考察する。

現代の世界の諸問題を知
ることで課題意識を高め、
それを意欲的に探究しよ
うとする力

知識
主体性

具体的な現代の世界の諸問題
について多面的・多角的に考察
する。

紛争被害者の立場から考える。

今回の単元につ
いての振り返り（リ
フレクション）シー
トを作成する。

客観的に自己や集団を分
析できる能力

判断力・表現力
協働性

振り返りシートの項目に沿って、
グループで協議する。

振り返りシートの意義・目的を説
明することで、形式的に協議が終
わることを防止し、協議の深化を
促す。

公正で客観的な立場で分析で
きているか観察する。

【教科・科目】地理歴史科　世界史B　【分野・単元】地域紛争の激化と深刻化する貧困　【テーマ・作品】第三世界の分化　
【設定時数】６時間中の１時間目　【本時全体の目標】現代世界の諸課題を資料から見いだし、現代社会の特質を理解する

図１ 大神先生の授業デザインシート〈３年生・世界史〉

生
徒
の「
気
付
き
」を
促
す

教
材
や
発
問
に
こ
だ
わ
る
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す
デ
ー
タ
が
矢
継
ぎ
早
に
示
さ
れ
、
再
び

大
神
先
生
が
問
い
掛
け
る
。「
本
当
に
世

界
は
食
糧
が
足
り
て
い
な
い
の
か
、
ペ
ア

で
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
」。
課
題
と
共

に
「
最
初
は
右
、
次
は
左
の
生
徒
が
意
見

を
述
べ
る
」
と
い
う
ル
ー
ル
も
示
さ
れ
る
。

話
し
合
い
の
手
順
を
示
し
て
交
通
整
理
を

行
う
こ
と
で
、
空
白
の
時
間
を
な
く
す
の

が
狙
い
だ
。

　

途
上
国
の
実
情
が
分
か
り
か
け
て
き
た

生
徒
た
ち
に
も
、
こ
の
問
題
は
難
し
か
っ

た
よ
う
だ
。
３
分
程
ペ
ア
で
話
し
合
っ
た

後
、
挙
手
さ
せ
て
全
体
の
意
見
を
聞
く
。

食
糧
が
足
り
て
い
る
と
思
う
生
徒
と
、
足

り
て
い
な
い
と
思
う
生
徒
の
割
合
は
ほ
ぼ

半
々
。
実
際
は
地
球
の
全
人
口
の
２
倍
の

人
数
を
賄
う
だ
け
の
穀
物
が
生
産
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
多
く
が
廃
棄
さ
れ
て
い

る
。
日
本
国
内
で
も
食
糧
の
３
分
の
１
が

捨
て
ら
れ
て
い
る
の
だ
。「
私
た
ち
に
も

出
来
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
先
生
は

思
い
ま
す
」
と
呼
び
掛
け
、
再
び
生
徒
の

課
題
意
識
を
喚
起
す
る
。「
世
界
史
で
は
、

知
的
好
奇
心
を
喚
起
す
る
こ
と
が
特
に
大

切
。
知
り
た
い
、
理
解
し
た
い
と
い
う
と

こ
ろ
か
ら
、
解
決
し
た
い
と
い
う
主
体
的

な
意
識
に
ま
で
引
き
上
げ
た
い
」
と
大
神

先
生
は
言
う
。

　

大
神
先
生
の
授
業
で
は
、
生
徒
同
士
が

議
論
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
も
配
慮
さ
れ

て
い
る
。
生
徒
の
席
の
配
置
は
、
担
任
や

副
担
任
と
相
談
し
、
生
徒
の
学
力
や
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
、
人
間
関
係
ま
で
調
べ
た
上
で
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
発
揮
で
き
る
生
徒
、

世
界
史
が
得
意
な
生
徒
な
ど
が
バ
ラ
ン
ス

よ
く
入
る
よ
う
に
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
て

い
る
。

　
「
同
じ
よ
う
な
生
徒
が
集
ま
っ
て
も
刺

激
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ど
ん
な
に

素
敵
な
料
理
で
も
、
会
食
す
る
メ
ン
バ
ー

に
魅
力
が
な
け
れ
ば
お
い
し
く
食
べ
ら
れ

な
い
の
と
同
じ
よ
う
に
、
い
く
ら
教
材
が

良
く
て
も
、
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
同
士

の
相
性
が
良
く
な
け
れ
ば
、
学
習
意
欲
は

下
が
り
ま
す
。
議
論
を
活
性
化
す
る
上
で

メ
ン
バ
ー
の
選
定
は
非
常
に
大
切
で
す
」

（
大
神
先
生
）

　

そ
う
し
た
配
慮
に
は
生
徒
も
気
付
い
て

お
り
、「
先
生
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン

バ
ー
構
成
、
よ
く
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
ね
」

と
言
う
生
徒
も
い
る
程
で
、
生
徒
自
身
も

居
心
地
の
良
さ
や
話
し
や
す
さ
を
感
じ
て

い
る
よ
う
だ
。

　

発
問
は
、
ク
ロ
ー
ズ
ド
ク
エ
ス
チ
ョ
ン

と
オ
ー
プ
ン
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
の
バ
ラ
ン
ス

を
常
に
意
識
し
て
い
る
。「
日
本
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
成
長
率
は
？
」「
世
界
の
首
都
で
一
番

人
口
が
多
い
の
は
？
」
と
い
っ
た
ク
ロ
ー

ズ
ド
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
の
合
間
に
、
飢
餓
の

原
因
や
貧
困
が
も
た
ら
す
問
題
な
ど
、
多

様
な
答
え
が
想
定
さ
れ
る
問
い
、
答
え
が

複
数
あ
る
発
問
を
織
り
交
ぜ
る
。
た
だ
し
、

授
業
内
容
が
多
い
の
で
、
１
回
の
問
い
に

そ
れ
ほ
ど
時
間
は
掛
け
な
い
。
知
識
・
理

解
の
確
認
に
つ
い
て
は
１
分
程
度
、
オ
ー

プ
ン
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
は
５
〜
10
分
程
度
の

時
間
を
与
え
て
話
し
合
わ
せ
る
。

　

グ
ル
ー
プ
討
議
の
さ
な
か
、
机
間
指
導

映
し
出
さ
れ
る
。
１
枚
目
と
ほ
と
ん
ど
同

じ
だ
が
、
こ
ち
ら
は
貧
困
率
を
表
し
て
い

る
。
飢
餓
と
貧
困
の
違
い
は
、
先
生
が
言

葉
で
説
明
す
れ
ば
１
分
程
度
で
済
む
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
あ
え
て
そ
れ
を
し
な
い
の

は
、
生
徒
自
身
の
「
気
付
き
」
を
促
し
た

い
か
ら
だ
。「
私
が
教
え
る
の
で
は
、
単

な
る
知
識
の
イ
ン
プ
ッ
ト
に
な
る
だ
け
で

す
。
貧
困
と
飢
餓
は
表
裏
一
体
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
生
徒
自
身
に
気
付
か
せ
る
こ

と
で
、
よ
り
多
面
的
・
多
角
的
に
事
象
を

見
る
視
点
を
養
い
た
い
」
と
大
神
先
生
は

語
る
。

　

そ
の
後
、「
ボ
ツ
ワ
ナ
の
２
０
０
４
年

の
平
均
寿
命
34
歳
」「
ジ
ン
バ
ブ
エ
の
失

業
率
94
％
」
な
ど
、
途
上
国
の
現
状
を
示

ペア・グループワークの際に守るべきグランドルールがプロ
ジェクター上に示される。座談会を受けての改善点の１つ。

ペアワークに際しては、最初は右の生徒、次は左の生徒というよ
うに、あらかじめ大神先生から手順が示される。

ク
ロ
ー
ズ
ド
と
オ
ー
プ
ン
の

タ
イ
ミ
ン
グ
、バ
ラ
ン
ス
が
大
切

20December  2015



特
集　

こ
れ
か
ら
の
授
業
と
教
師
の
役
割
│
教
え
る
、
そ
し
て
共
に
学
ぶ
存
在
へ

を
し
て
い
た
大
神
先
生
が
突
如
生
徒
に
マ

イ
ク
を
向
け
、
座
っ
た
ま
ま
意
見
を
言
わ

せ
る
場
面
も
印
象
的
だ
っ
た
。
こ
の
日
の

授
業
は
、
通
常
の
２
倍
程
の
大
教
室
を
使

用
し
、
先
生
は
マ
イ
ク
を
使
っ
て
授
業
を

進
め
て
い
た
。「
通
常
の
発
表
の
よ
う
に
、

指
名
し
て
立
た
せ
る
発
表
だ
と
生
徒
は
構

え
て
し
ま
い
、
声
も
小
さ
く
な
り
が
ち
で

す
。
マ
イ
ク
な
ら
声
は
教
室
全
体
に
確
実

に
届
き
ま
す
し
、
座
っ
た
ま
ま
な
の
で
、

生
徒
も
指
名
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
識
を

持
ち
ま
せ
ん
。
討
議
と
並
行
し
て
発
表
さ

せ
る
こ
と
で
、『
●
●
が
あ
ん
な
こ
と
言
っ

て
い
る
ぞ
』
と
、
他
の
グ
ル
ー
プ
の
議
論

を
活
性
化
さ
せ
る
効
果
も
あ
り
ま
す
」（
大

神
先
生
）

　

た
だ
し
、
年
度
当
初
は
ほ
と
ん
ど
オ
ー

プ
ン
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
は
使
わ
な
い
と
い

う
。
ク
ロ
ー
ズ
ド
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
か
ら
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
、
ク
ラ
ス
内
の

人
間
関
係
が
あ
る
程
度
で
き
上
が
る
１
学

期
後
半
く
ら
い
か
ら
、
徐
々
に
オ
ー
プ
ン

ク
エ
ス
チ
ョ
ン
を
増
や
し
て
い
く
。

　

そ
の
後
、
授
業
は
飢
餓
や
貧
困
、
紛

争
、
疫
病
に
悩
む
途
上
国
が

南
半
球
に
多
い
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
上
で
、
発
展
途
上

国
間
の
格
差
で
あ
る
南
南
問

題
へ
進
む
。
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｄ

や
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
の
役
割
、
都
市

の
ス
ラ
ム
化
が
進
む
ム
ン
バ

イ
、
内
戦
で
苦
し
む
コ
ン
ゴ

や
ス
ー
ダ
ン
な
ど
の
現
状

が
、
デ
ー
タ
や
写
真
と
共
に

解
説
さ
れ
る
。
最
後
に
、「
世

界
の
紛
争
・
飢
餓
・
貧
困
な

ど
の
諸
問
題
に
つ
い
て
ど
う

思
う
か
、
ま
た
は
世
界
で
ど

の
よ
う
な
活
動
が
行
わ
れ
て

い
る
の
か
」
と
い
う
テ
ー
マ

に
つ
い
て
、次
回
ま
で
に
「
振

り
返
り
シ
ー
ト
」
に
記
入
す
る
よ
う
指
示
。

次
の
授
業
で
グ
ル
ー
プ
討
議
と
発
表
を
行

う
こ
と
を
予
告
し
て
授
業
を
終
え
た
。

　
「
最
後
の
質
問
は
典
型
的
な
オ
ー
プ
ン

ク
エ
ス
チ
ョ
ン
。
次
の
授
業
へ
の
期
待
感

を
高
め
る
た
め
に
宿
題
に
し
ま
し
た
」
と

大
神
先
生
。
次
の
授
業
で
は
、
生
徒
同
士

で
テ
ー
マ
を
決
め
さ
せ
た
上
で
グ
ル
ー
プ

討
議
を
行
い
、
い
っ
た
ん
グ
ル
ー
プ
を
解

体
。
新
し
い
グ
ル
ー
プ
内
で
考
え
を
共
有

し
た
上
で
、
元
の
グ
ル
ー
プ
に
戻
っ
て
振

り
返
り
を
さ
せ
る
予
定
だ
。

　
「
今
回
の
授
業
で
は
、
ル
ー
ル
に
つ
い

て
若
干
改
善
の
兆
し
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

い
つ
も
は
１
人
で
し
ゃ
べ
る
生
徒
か
ら
、

『
自
分
は
こ
う
思
う
け
れ
ど
、
●
●
君
は

ど
う
で
す
か
』
と
い
っ
た
発
言
が
見
ら
れ

た
の
は
大
き
な
前
進
で
す
。
た
だ
し
、
安

易
に
他
の
生
徒
の
意
見
に
同
調
す
る
生
徒

は
何
人
か
目
に
付
い
た
の
で
、
そ
こ
は
引

き
続
き
の
課
題
で
す
。
次
回
の
振
り
返
り

は
十
分
に
時
間
を
取
り
、
討
議
の
内
容
や

発
表
を
通
し
て
課
題
意
識
が
醸
成
さ
れ
て

い
る
か
、
意
見
の
深
ま
り
は
見
ら
れ
る
か
、

知
識
が
定
着
し
て
い
る
か
を
見
て
い
く
つ

も
り
で
す
」（
大
神
先
生
）

熱心にプロジェクターを見つめる生徒たち。活動と講義がバランス良く配置されている
ため、講義部分でも上の空になる生徒はいない。

マイクを使って、座ったままの生徒にインタビュー形式で発表させた。大教室ならでは
の取り組みだが、気軽に発言できるメリットがある。

オ
ー
プ
ン
な
問
い
で
授
業
を
終
え
、

次
へ
の
期
待
感
を
醸
成

21 December  2015



　

石
川
県
立
門
前
高
校
の
生
徒
が
輪
島
市
立
門
前
中
学
校

の
土
曜
授
業
に
「
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
初
め
て

訪
れ
た
の
は
、
高
校
入
試
を
約
１
か
月
半
後
に
控
え
た

２
０
１
５
年
１
月
の
こ
と
。
輪
島
市
門
前
町
に
あ
る
中
学

校
・
高
校
は
両
校
の
み
で
あ
り
、
門
前
高
校
の
生
徒
の
大

半
が
門
前
中
学
校
の
卒
業
生
だ
。
そ
う
し
た
環
境
も
あ
っ

て
、「
母
校
の
役
に
立
ち
た
い
！
」
と
、
当
時
１
年
生
８
人
、

２
年
生
２
人
が
立
ち
上
が
っ
た
。

　
「
お
世
話
に
な
っ
た
中
学
校
の
先
生
に
恩
返
し
が
し
た
い

ね
と
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
話
し
合
っ
て
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー

に
立
候
補
し
ま
し
た
。
部
活
動
の
後
輩
の
役
に
も
立
て
る

と
、
み
ん
な
で
意
気
込
ん
で
行
き
ま
し
た
」（
西
さ
ん
）

　

土
曜
授
業
は
１
時
限
50
分
間
で
、
午
前
中
に
３
時
限
分

が
行
わ
れ
た
。
３
学
年
共
に
実
施
教
科
は
数
学
と
英
語
で
、

１
学
級
当
た
り
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
３
〜
５
人
が
入
っ
た
。

実
施
日
の
１
週
間
前
に
は
、
高
校
の
先
生
を
通
し
て
担
当

教
科
と
学
年
が
指
示
さ
れ
、
授
業
で
使
う
教
材
が
手
渡
さ

れ
た
。
数
学
は
問
題
演
習
、
英
語
は
自
己
紹
介
文
を
英
作

す
る
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。　

　
「
事
前
に
問
題
を
解
く
際
は
、
中
学
校
時
代
を
思
い
出
し

な
が
ら
、中
学
生
が
つ
ま
ず
き
や
す
そ
う
な
箇
所
は
ど
こ
か
、

ど
の
よ
う
に
指
導
す
る
か
を
考
え
ま
し
た
」（
前
田
さ
ん
）

　

当
日
、
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
は
教
室
内
を
回
り
な
が
ら
、

困
っ
て
い
そ
う
な
中
学
生
に
積
極
的
に
話
し
掛
け
て
支
援
。

年
齢
が
近
い
気
軽
さ
も
あ
り
、中
学
生
は
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー

に
分
か
ら
な
い
点
を
ど
ん
ど
ん
質
問
し
て
い
く
。
と
こ
ろ

が
、
中
に
は
想
定
外
の
箇
所
で
つ
ま
ず
い
て
い
る
中
学
生

も
い
て
、
説
明
に
四
苦
八
苦
し
た
場
面
も
あ
っ
た
。

　
「
こ
う
言
え
ば
分
か
る
だ
ろ
う
と
話
し
て
も
、
中
学
生
か

ら
良
い
反
応
が
な
く
て
焦
り
ま
し
た
。
と
っ
さ
に
思
い
付

い
た
の
が
、
図
を
描
く
こ
と
。
図
を
描
き
な
が
ら
説
明
を

し
た
ら
、う
な
ず
い
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ほ
っ

と
す
る
と
共
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」（
山
森
さ
ん
）

　

現
２
年
生
は
１
学
級
で
、
皆
、
仲
が
良
い
た
め

　

学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
後
、
生
徒
か
ら
の
質

問
の
質
に
変
化
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
以
前
は
「
分

か
ら
な
い
」
と
だ
け
言
っ
て
い
た
の
が
、
活
動
後

は
、
質
問
内
容
が
具
体
的
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で

す
。
中
学
生
へ
の
指
導
を
通
し
て
、
伝
え
た
い
こ

と
を
ど
う
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
れ
ば
よ
い
の
か
に
気

付
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

今
後
も
、
生
徒
に
は
、
大
学
入
試
や
就
職
試
験

の
面
接
を
始
め
と
し
て
、
自
分
の
考
え
を
表
現
す

る
場
面
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
に
求
め

ら
れ
る
の
が
、
伝
え
た
い
内
容
を
ま
ず
自
分
が
十

分
に
理
解
し
、
そ
れ
を
的
確
に
伝
え
る
た
め
に
工

夫
す
る
力
で
す
。
今
回
の
経
験
が
そ
の
よ
う
な
力

に
つ
な
が
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

「
分
か
っ
て
ほ
し
い
」と
い
う
思
い
が

試
行
錯
誤
を
生
む

普
段
か
ら
の
助
け
合
い
の
精
神
が

発
揮
さ
れ
た
活
動

橋
元
幸ゆ

き

弥や

教
え
る
こ
と
を
通
し
て

思
考
力
や
表
現
力
が
身
に
付
く

米
沢
裕
太

Vo l .05

石
川
県
立
門も

ん

前ぜ
ん

高
校

学
習
サ
ポ
ー
タ
ー

「
教
え
る
こ
と
」
が

学
び
合
い
に
な
り

共
に
成
長
し
て
い
く

よ
ね
ざ
わ
・
ゆ
う
た

教
職
歴
２
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。

総
務
課
。
担
当
教
科
は
数
学
。
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休
み
時
間
に
は
、
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
同
士
で
情
報
交
換
。

「
勉
強
が
苦
手
そ
う
な
中
学
生
が
い
た
の
で
、
次
の
授
業
を

担
当
す
る
友
人
に
、『
丁
寧
に
教
え
て
あ
げ
て
ね
』
と
伝
え

ま
し
た
」（
西
さ
ん
）と
、細
か
い
配
慮
も
欠
か
さ
な
か
っ
た
。

　

学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
は
「
分
か
り
や
す
か
っ
た
」
と
中
学

生
に
大
好
評
で
、
１
か
月
後
に
２
回
目
が
行
わ
れ
た
。
２

回
目
も
参
加
し
た
前
田
さ
ん
は
、「
普
段
は
授
業
で
教
わ
る

ば
か
り
で
し
た
が
、
中
学
生
に
教
え
て
分
か
っ
た
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
教
え
る
内
容
を
自
分
が

深
く
理
解
し
て
い
な
い
と
、
相
手
に
分
か
り
や
す
く
説
明

で
き
な
い
で
す
し
、
分
か
り
や
す
く
表
現
で
き
る
よ
う
に

な
る
た
め
に
は
国
語
力
も
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
自
分

が
頑
張
れ
ば
も
っ
と
役
に
立
て
る
は
ず
と
思
い
、
２
回
目

も
参
加
し
ま
し
た
」
と
語
る
。

　

そ
う
し
た
生
徒
の
気
付
き
は
、
授
業
で
の
姿
勢
や
進
路

意
識
に
も
影
響
し
て
い
る
。「
数
学
で
は
、
定
理
や
公
式

を
単
に
覚
え
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
が
ど
う
や
っ
て
導

き
出
さ
れ
る
の
か
も
意
識
し
て
学
習
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
」（
山
森
さ
ん
）、「
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
は
や
り
が
い
が

あ
り
ま
し
た
が
、
同
時
に
難
し
さ
や
責
任
も
感
じ
ま
し
た
。

私
が
目
指
す
管
理
栄
養
士
に
は
、
食
育
な
ど
教
え
る
仕
事

も
あ
る
の
で
、
自
分
の
将
来
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
機

会
に
も
な
り
ま
し
た
」（
西
さ
ん
）と
、自
身
の
変
化
を
語
る
。

　

母
校
へ
の
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
。「
人

前
に
立
つ
の
は
得
意
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
相
手
が
分

か
っ
て
く
れ
る
と
自
分
も
う
れ
し
く
て
。
こ
れ
か
ら
は
苦

手
な
こ
と
も
避
け
ず
に
、
い
ろ
い
ろ
挑
戦
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
し
た
」（
前
田
さ
ん
）
と
、
中
学
生
だ
け
で
な
く
、

高
校
生
自
身
の
成
長
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

か
、
授
業
中
は
生
徒
同
士
の
教
え
合
い
が
よ
く
見

ら
れ
ま
す
し
、定
期
考
査
前
に
は
自
主
的
に
集
ま
っ

て
学
習
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
普
段
か

ら
の
学
び
合
い
が
、
中
学
生
へ
の
丁
寧
な
支
援
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

何
と
か
解
け
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
教
え

方
を
工
夫
す
る
う
ち
に
、
物
事
に
は
複
数
の
ア
プ

ロ
ー
チ
の
仕
方
が
あ
る
と
気
付
く
生
徒
が
い
ま
し

た
。最
初
は
中
学
生
に
話
し
掛
け
る
こ
と
に
戸
惑
っ

て
い
た
け
れ
ど
も
、
自
分
の
指
導
に
よ
っ
て
理
解

し
て
も
ら
え
、
中
学
生
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」
と

言
わ
れ
る
こ
と
で
、
自
信
を
付
け
た
生
徒
も
い
ま

す
。教
え
る
こ
と
で
自
身
も
学
び
、視
野
を
広
げ
る
。

こ
の
活
動
が
生
徒
の
成
長
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

実
感
し
て
い
ま
す
。

立
場
が
変
わ
る
こ
と
で
得
た
気
付
き
が

授
業
へ
の
姿
勢
や
進
路
意
識
を
変
え
た

英語の授業では、学習サポーターが中学生と一緒に英作文を考え、
最後に中学生がその成果を発表した。「中学生の目線で一緒に考え
てくれたので、生徒の学習効果が高かった」と中学校教師にも好評
で、中学校校長から学習サポーターの高校生に感謝状が贈られた。

石
川
県
立
門
前
高
校

◎
１
９
９
８
年
度
か
ら
３
年
間
、
文
部
省
（
当
時
）
か
ら
の
指
定
を

受
け
、
輪
島
市
立
門
前
中
学
校
と
連
携
型
中
高
一
貫
教
育
の
実
践
研

究
を
推
進
。
２
０
０
１
年
度
か
ら
本
格
的
に
連
携
を
進
め
、
現
在
、

体
力
テ
ス
ト
、
講
演
会
な
ど
の
行
事
を
中
高
合
同
で
行
っ
て
い
る
。

◎
設
立　
１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年

◎
形
態　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学　

◎
生
徒
数　
1
学
年
約
40
人

◎
２
０
１
５
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
計
）　
国
公
立
大
は
、
金

沢
大
、
都
留
文
科
大
に
２
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
駒
澤
大
、
専
修
大
、

東
海
大
、
金
沢
学
院
大
、
北
陸
大
な
ど
に
延
べ
13
人
が
合
格
。
短
大
、

専
門
学
校
進
学
25
人
。
就
職
６
人
。

◎U
R
L

　http://w
w
w
.ishikaw

a-c.ed.jp/̃ m
onzeh/

山
森
陽
貴　
や
ま
も
り
・
は
る
き

２
年
生
。
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
数
学
を
担
当
。
ロ
ボ
ッ

ト
部
。

前
田
夏
希　
ま
え
だ
・
な
つ
き

２
年
生
。
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
数
学
と
英
語
を
担
当
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
。

西　
愛
実　
に
し
・
あ
い
み

２
年
生
。
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
数
学
と
英
語
を
担
当
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
。

は
し
も
と
・
ゆ
き
や

教
職
歴
１
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

教
務
課
。
１
学
年
担
任
。
担
当
教
科
は
数
学
。
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2015年度入試を踏まえた

２０１６年度入試の出題予測と
入試直前期の指導

新課程入試の２年目となる２０１６年度入試。

数学、物理、化学、生物の各教科・科目担当の教師に、

１５年度のセンター試験や個別学力検査の傾向を踏まえて、

１６年度の入試でどのような出題を予測しているのか、

また、それに基づいて、入試直前期に必要だと考える指導について聞いた。

指導最前線
新 課 程

　

２
０
１
６
年
度
入
試
の
セ
ン
タ
ー
試

験
の
出
題
予
測
に
お
い
て
、「
数
学
Ⅰ
・

Ａ
」
で
注
目
し
た
い
の
は
「
デ
ー
タ
の

分
析
」
で
す
。
15
年
度
入
試
で
は
、
デ
ー

タ
を
読
み
取
る
問
題
が
出
題
さ
れ
ま
し

た
。
た
だ
、
今
年
度
の
模
試
で
は
、
具

体
的
な
デ
ー
タ
を
与
え
て
「
平
均
値
」

「
分
散
」「
共
分
散
」「
相
関
係
数
」
な
ど

を
計
算
さ
せ
る
問
題
も
出
て
い
る
の
で
、

本
番
で
も
そ
う
し
た
問
題
が
出
題
さ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、「
整
数
の

性
質
」
で
は
、「
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
の
互
除

法
」
を
使
う
不
定
方
程
式
が
出
る
の
か
、

そ
れ
と
も
、
15
年
度
入
試
の
よ
う
な
出

題
に
な
る
の
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
更

に
、
新
課
程
で
数
学
Ａ
に
移
行
し
た
「
条

件
付
き
確
率
」
も
注
意
が
必
要
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は

確
率
の
最
後
の
設
問
と
し
て
「
期
待
値
」

が
出
題
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
16
年
度
の

最
後
の
設
問
に
は
「
条
件
付
き
確
率
」
が

出
題
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
数
学
Ⅱ
・
Ｂ
」
で
は
、「
数
列
」
に

注
目
し
て
い
ま
す
。
15
年
度
入
試
で
は
、

そ
の
場
で
実
験
を
さ
せ
て
規
則
性
を
見

い
だ
す
問
題
が
出
題
さ
れ
ま
し
た
。
模

試
で
よ
く
出
さ
れ
る
「
等
差
数
列
」「
等

比
数
列
」
か
ら
始
ま
る
問
題
で
は
な
い

た
め
、
得
点
が
伸
び
悩
み
ま
し
た
。
実

際
に
値
を
入
れ
て
規
則
性
に
気
付
け
ば
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読
解
力
や
分
析
力
を
問
う
問
題
に
も

注
意
が
必
要

愛
知
県
立
刈
谷
高
校　

岡
田
保
則

◎
１
９
１
９
（
大
正
８
）
年
創
立
。
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ー
ト
ン

校
と
の
国
際
交
流
を
20
年
以
上
継
続
。
２
０
１
２
年
度
ユ

ネ
ス
コ
・
ス
ク
ー
ル
に
加
盟
。
◎
全
日
制
／
普
通
科
／
共

学
／
１
学
年
約
３
６
０
人
◎
２
０
１
５
年
度
入
試
合
格
実

績
（
現
浪
計
）
／
国
公
立
大
は
、
東
京
大
、
名
古
屋
大
、

京
都
大
な
ど
に
２
８
４
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
早
稲
田

大
、
南
山
大
、
同
志
社
大
な
ど
に
延
べ
８
３
６
人
が
合
格
。

数
学

セ
ン
タ
ー
試
験
は「
デ
ー
タ
の
分
析
」

「
整
数
の
性
質
」「
数
列
」
に
注
目

愛
知
県
立
刈
谷
高
校

岡
田
保
則

お
か
だ
・
や
す
の
り

教
職
歴
35
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
９
年

目
。
教
育
相
談
部
。
数
学
科
担
当
。



解
け
ま
す
が
、
単
純
に
公
式
に
当
て
は

め
て
解
け
る
問
題
で
は
な
か
っ
た
た
め
、

数
列
が
苦
手
な
生
徒
は
苦
戦
を
強
い
ら

れ
た
の
で
す
。

　

微
分
・
積
分
を
含
め
た
そ
の
他
の
問

題
は
、
こ
こ
数
年
、
出
題
傾
向
が
定
ま
っ

て
い
る
の
で
、
計
算
量
に
多
少
の
違
い

は
あ
っ
て
も
、
例
年
と
大
き
く
変
わ
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

個
別
学
力
検
査
で
注
目
し
て
い
る
の

は「
複
素
数
平
面
」
で
す
。
15
年
度
入
試

は
旧
課
程
履
修
者
に
対
す
る
配
慮
か
ら

出
題
は
限
定
的
で
し
た
が
、16
年
度
入
試

で
は
多
く
の
大
学
で
そ
う
し
た
配
慮
は

な
さ
れ
ま
せ
ん
。
市
販
の
参
考
書
を
見

比
べ
る
と
、
出
版
社
に
よ
っ
て「
複
素
数

平
面
」
の
分
野
の
ペ
ー
ジ
数
に
大
き
な

差
が
あ
り
、重
要
度
の
判
断
が
割
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。
異
な
る
見
解
と
し
て
は
、

「
数
学
Ⅰ・Ａ
」「
数
学
Ⅱ
・
Ｂ
」「
数
学
Ⅲ
」

か
ら
ほ
ぼ
均
等
に
出
題
す
る
な
ら
ば
、

「
数
学
Ⅲ
」
か
ら
の
出
題
は
２
問
程
度
で

す
。
そ
の
中
で
あ
え
て
「
複
素
数
平
面
」

を
出
題
す
る
の
か
と
い
う
考
え
も
あ
り

ま
す
。と
は
い
え
、「
複
素
数
平
面
」は「
行

列
」
を
削
除
し
て
復
活
さ
せ
た
分
野
で

す
。
作
問
者
が
出
題
し
て
み
た
い
と
思
う

の
は
、自
然
な
流
れ
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

　
「
整
数
」
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
出
題
さ

れ
る
で
し
ょ
う
。
難
関
大
は
、
論
理
的

思
考
力
を
測
る
こ
と
を
狙
い
と
し
た
問

題
を
よ
く
出
題
し
ま
す
。
ま
た
、「
整
数
」

は
予
備
知
識
が
あ
ま
り
な
く
て
も
解
け

る
問
題
が
多
い
の
で
、
受
験
生
が
限
ら

れ
た
時
間
の
中
で
様
々
な
思
考
を
巡
ら

せ
、
自
分
で
解
法
を
発
見
し
て
、
答
え

を
導
く
力
を
測
る
に
は
格
好
の
分
野
だ

と
思
い
ま
す
。

　

更
に
、「
確
率
」
も
注
目
し
て
い
る
分

野
で
す
。
問
題
文
を
読
み
違
え
る
と
、

計
算
ミ
ス
を
し
て
い
な
く
て
も
誤
答
に

な
る
こ
と
が
あ
り
、
分
析
力
や
注
意
力

を
測
る
た
め
に
は
最
適
の
分
野
で
す
。

セ
ン
タ
ー
試
験
の
場
合
、
解
答
欄
に
自

分
の
答
え
が
う
ま
く
当
て
は
ま
ら
な
け

れ
ば
間
違
っ
て
い
る
と
分
か
り
、
解
き

直
す
こ
と
も
出
来
ま
す
が
、
個
別
学
力

検
査
で
は
、
一
度
読
み
違
え
る
と
自
ら

誤
り
を
発
見
す
る
の
は
難
し
い
で
し
ょ

う
。
ま
た
、「
確
率
」
の
問
題
文
は
、
受

験
生
の
誤
解
を
招
か
な
い
よ
う
長
文
に

す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
長
い
文
章
を

正
し
く
読
み
解
く
力
も
問
わ
れ
る
た
め
、

読
解
力
を
測
る
目
的
で
も
出
題
さ
れ
そ

う
で
す
。

　

本
校
の
直
前
期
の
指
導
に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
す
。
本
校
は
、
２
年
生
ま
で

に
「
数
学
Ⅲ
」
も
含
め
て
終
わ
ら
せ
、

３
年
生
の
１
年
間
は
演
習
に
充
て
て
い

ま
す
。
１
・
２
年
生
で
の
授
業
進
度
は
速

め
で
す
が
、
重
要
な
分
野
は
演
習
を
５
、

６
時
間
分
行
い
、
確
実
に
定
着
さ
せ
な

が
ら
次
に
進
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

他
の
分
野
へ
の
影
響
が
少
な
い
「
整
数

の
性
質
」「
デ
ー
タ
の
分
析
」
な
ど
は
、

プ
リ
ン
ト
を
使
っ
て
数
時
間
で
ま
と
め
、

定
理
・
公
式
を
覚
え
て
い
れ
ば
解
け
る

よ
う
な
計
算
問
題
は
、
復
習
の
機
会
を

少
な
め
に
し
ま
す
。
分
野
ご
と
に
軽
重

を
付
け
て
教
え
、
適
切
な
進
度
を
確
保

し
、
演
習
の
時
間
を
捻
出
す
る
の
で
す
。

　

３
年
生
11
月
の
期
末
考
査
ま
で
は
個

別
学
力
検
査
対
策
の
演
習
を
行
い
、
期

末
考
査
も
そ
れ
に
対
応
し
て
出
題
し
て

い
ま
す
。
期
末
考
査
以
降
、
セ
ン
タ
ー

試
験
ま
で
の
約
１
カ
月
間
は
、
理
系
ク

ラ
ス
の
場
合
、
週
の
半
分
の
３
時
間
を

セ
ン
タ
ー
試
験
対
策
に
充
て
て
い
ま
す
。

制
限
時
間
を
10
分
短
い
50
分
間
で
解
答

さ
せ
、そ
の
後
、自
己
採
点
も
さ
せ
ま
す
。

　

週
の
残
り
の
３
時
間
は
、
難
関
国
公

立
大
志
望
者
の
場
合
、
名
古
屋
大
の
過

去
問
を
１
時
間
に
つ
き
２
題
ず
つ
解
か

せ
、
自
己
採
点
さ
せ
て
い
ま
す
。
一
方
、

中
・
下
位
層
の
生
徒
は
マ
ー
ク
式
の
演

習
問
題
に
取
り
組
み
ま
す
。
い
ず
れ
の
場

合
も
、
授
業
中
に
解
く
だ
け
で
、
特
に
予

習
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
地
歴

公
民
や
理
科
な
ど
の
学
習
が
遅
れ
気
味

の
生
徒
に
は
、
自
宅
学
習
を
そ
れ
ら
の
学

習
に
充
て
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
理
社
の
対
策
が
十
分
出
来
て

い
る
生
徒
に
は
、
セ
ン
タ
ー
試
験
後
の

特
別
講
座
で
国
公
立
大
の
数
学
の
過
去

問
を
集
め
た
独
自
の
テ
キ
ス
ト
に
取
り

組
ま
せ
ま
す
。
講
座
は
基
礎
・
標
準
・

発
展
と
志
望
大
レ
ベ
ル
別
に
し
、
テ
キ

ス
ト
は
数
学
科
担
当
教
師
が
夏
休
み
中

に
過
去
問
を
解
い
て
良
問
を
厳
選
し
て

作
成
し
た
も
の
で
す
。
11
月
の
期
末
考

査
後
に
生
徒
に
配
布
し
、
自
力
で
少
し

ず
つ
解
く
よ
う
に
伝
え
て
い
ま
す
。
２

月
中
旬
以
降
は
自
宅
学
習
が
多
く
な
り

ま
す
が
、
希
望
者
を
対
象
に
問
題
演
習

に
取
り
組
ま
せ
る
な
ど
、
志
望
大
に
特

化
し
た
個
別
指
導
を
行
い
ま
す
。

＊この記事は、201５年10月に行ったインタビューを基に作成しています。

25 December  2015

論
理
的
思
考
力
を
測
る「
整
数
」

と
分
析
力
を
問
う「
確
率
」

上
位
層
に
は
セ
ン
タ
ー
対
策

だ
け
で
な
く
個
別
対
策
も



　

15
年
度
の
セ
ン
タ
ー
試
験
で
は
、「
物

理
基
礎
」「
物
理
」
の
い
ず
れ
も
、
単
な

る
計
算
問
題
で
は
な
く
、
物
理
現
象
を

基
に
考
え
る
基
礎
的
な
内
容
の
良
問
が

出
題
さ
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

考
察
力
が
必
要
な
実
験
問
題
も
目
立
ち

ま
し
た
。
新
課
程
で
探
究
す
る
力
が
重

視
さ
れ
て
い
る
表
れ
で
し
ょ
う
。
新
課

程
に
な
っ
て
学
習
内
容
が
増
え
、
授
業

進
度
が
気
に
な
る
中
で
も
、
実
験
は
生

徒
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
学
び
の
機
会

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
「
物
理
」
は
旧
課
程
の
「
物
理
Ⅱ
」
ま

で
が
出
題
範
囲
と
な
る
の
で
、
難
易
度

が
ど
う
設
定
さ
れ
る
の
か
が
気
に
な
り

ま
し
た
。
15
年
度
入
試
で
は
、
各
分
野

か
ら
幅
広
く
出
題
さ
れ
、
ダ
イ
オ
ー
ド

や
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
な
ど
の
目
新
し
い

題
材
を
用
い
た
出
題
も
あ
り
ま
し
た
が
、

問
わ
れ
た
の
は
基
本
的
な
内
容
で
あ
り
、

そ
れ
ほ
ど
難
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
た
だ
、
難
易
度
の
割
に
平
均
点
が

平
年
並
み
だ
っ
た
の
は
、
受
験
者
の
中

心
で
あ
る
現
役
生
の
理
解
・
定
着
が
不

十
分
だ
っ
た
影
響
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

16
年
度
入
試
で
は
、
旧
課
程
履
修
者

に
対
す
る
配
慮
が
な
く
な
り
ま
す
が
、

セ
ン
タ
ー
試
験
の
問
題
の
質
は
、
15
年

度
の
傾
向
が
継
続
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。
た
だ
、
難
易
度
の
面
で

は
注
意
が
必
要
で
す
。
15
年
度
入
試
で

は
、「
生
物
」
の
平
均
点
が
低
く
、
得
点

調
整
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
教
科
間
の
難

易
度
を
そ
ろ
え
る
た
め
に
、「
物
理
」
の

難
易
度
は
15
年
度
入
試
よ
り
も
多
少
上

が
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

15
年
度
の
個
別
学
力
検
査
や
難
関
私

立
大
の
入
試
で
は
、
予
測
し
た
ほ
ど
「
原

子
」
の
問
題
が
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

旧
課
程
履
修
者
へ
の
配
慮
が
あ
っ
た
か

ら
だ
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
大
問
３
つ
と

す
る
大
学
で
は
、ま
ず「
力
学
」「
電
磁
気
」

「
波
」「
熱
力
学
」
か
ら
出
題
し
た
い
は

ず
で
す
。
そ
の
た
め
、
今
後
も
「
原
子
」

に
１
問
を
充
て
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
融
合
問
題
に「
原
子
」

分
野
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、

難
関
大
に
限
ら
れ
ま
す
。
各
県
の
上
位

進
学
校
で
あ
れ
ば
、
旧
課
程
で
も
全
範

囲
の
指
導
を
し
て
い
た
は
ず
で
す
。
合

格
ラ
イ
ン
を
考
え
る
と
、
難
問
が
出
来

な
く
て
も
不
合
格
に
な
る
こ
と
は
ま
ず

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
基
礎
を
し
っ
か
り

習
得
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

本
校
の
物
理
の
指
導
は
、
３
年
生
の

11
月
第
２
週
ま
で
に
教
科
書
の
内
容
を

全
て
終
わ
ら
せ
た
後
、
５
時
間
分
を
使

い
、
授
業
で
の
扱
い
が
手
薄
だ
っ
た
部

分
を
中
心
に
問
題
演
習
を
行
い
ま
す
。

そ
し
て
、
11
月
第
４
週
か
ら
セ
ン
タ
ー

試
験
の
問
題
演
習
に
入
り
ま
す
。
セ
ン

タ
ー
試
験
の
予
想
問
題
を
50
分
で
取
り

組
ま
せ
て
自
己
採
点
を
し
、
そ
れ
を
12

回
分
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、
間
違
え
た

生
徒
が
多
か
っ
た
問
題
に
つ
い
て
は
、

３
〜
４
回
分
ま
と
め
て
解
説
し
ま
す
。

　

昨
年
度
、
こ
の
方
法
で
指
導
し
た
と

こ
ろ
、
セ
ン
タ
ー
試
験
の
出
題
形
式
に

慣
れ
る
以
外
に
、
分
野
ご
と
の
弱
点
が

あ
ぶ
り
出
せ
る
と
い
う
効
果
が
あ
り
ま

し
た
。
以
前
は
、
旧
課
程
の
「
物
理
Ⅱ
」

の
範
囲
を
セ
ン
タ
ー
試
験
後
に
対
策
し

て
も
個
別
学
力
検
査
に
間
に
合
い
ま
し

た
が
、
新
課
程
で
は
セ
ン
タ
ー
試
験
で

も「
物
理
Ⅱ
」の
範
囲
が
出
題
さ
れ
ま
す
。

出
題
範
囲
が
広
が
り
大
変
で
す
が
、
セ

ン
タ
ー
試
験
対
策
と
し
て
全
分
野
を
総

復
習
す
る
こ
と
で
、お
の
ず
と
弱
点
を
把

握
で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
試
験
対
策
は
出
題
形
式
に

慣
れ
れ
ば
十
分
で
す
か
ら
、
冬
休
み
か

ら
は
セ
ン
タ
ー
試
験
対
策
と
並
行
し
て
、

あ
ぶ
り
出
し
た
弱
点
を
潰
し
、
個
別
学
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セ
ン
タ
ー
試
験
は
物
理
現
象

を
問
う
基
礎
問
題
が
中
心

実
験
・
考
察
問
題
に
対
応
で
き
る
よ
う

物
理
の
本
質
を
し
っ
か
り
理
解
さ
せ
る

東
京
都
立
西
高
校　

野の

坂さ

か

正ま

さ

史し

◎
創
立
78
年
の
伝
統
校
。
教
育
理
念
は
「
文
武
二
道
」

「
自
主
・
自
律
」。
◎
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学
／
１
学

年
約
３
２
０
人
◎
２
０
１
５
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現

浪
計
）
／
国
公
立
大
は
、
東
京
大
、
東
京
工
業
大
、
一

橋
大
、
京
都
大
、
大
阪
大
な
ど
に
２
０
０
人
が
合
格
。

私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ

９
５
５
人
が
合
格
。

物
理

東
京
都
立
西
高
校

野
坂
正
史

の
さ
か
・
ま
さ
し

教
職
歴
31
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年

目
。
物
理
担
当
。

セ
ン
タ
ー
試
験
対
策
で
弱
点
を

把
握
し
個
別
学
力
検
査
ま
で
に
補
強
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力
検
査
対
策
を
す
る
よ
う
指
導
し
て
い

ま
す
。
生
徒
に
は
、
年
度
当
初
に
受
験

対
策
用
の
問
題
集
を
渡
し
て
い
ま
す
。

提
出
は
課
し
ま
せ
ん
が
、
時
期
ご
と
の

進
度
の
目
安
を
伝
え
、
自
学
自
習
を
進

め
る
よ
う
に
促
し
て
い
ま
す
。
12
月
後

半
に
な
る
と
、
こ
の
問
題
集
の
内
容
を

質
問
に
来
る
生
徒
が
増
え
、
個
別
指
導

が
中
心
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
試
験
後
は
週
１
回
の
講
座

を
用
意
し
て
い
ま
す
が
、
基
本
的
に
自

習
で
す
。
本
校
で
は
難
関
大
志
望
者
が

多
い
た
め
、
個
別
の
課
題
に
応
じ
た
対

策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　　

本
校
で
は
、
２
年
生
で
「
物
理
基
礎
」

を
３
単
位
、
３
年
生
で
「
物
理
」
を
５

単
位
と
し
て
い
ま
す
。「
物
理
基
礎
」
で

は
、
教
科
書
の
内
容
に
加
え
、「
波
」
の

「
光
」
以
外
の
内
容
を
全
て
扱
い
ま
す
。

「
波
」
は
、「
物
理
基
礎
」
は
一
次
元
、「
物

理
」
は
二
次
元
と
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、

連
続
し
て
学
ん
だ
方
が
生
徒
の
理
解
が

ス
ム
ー
ズ
な
の
で
、
発
展
的
な
内
容
に

も
適
宜
触
れ
な
が
ら
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

授
業
に
は
実
験
を
し
っ
か
り
組
み
込

み
、
２
年
生
は
年
12
回
、
３
年
生
は
年

12
〜
13
回
行
い
ま
す
。
実
験
は
時
間
が

掛
か
る
の
で
、
教
師
の
モ
デ
ル
実
験
や

動
画
を
見
せ
る
だ
け
と
い
う
学
校
も
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
物
理
現
象
を
自
分

の
手
で
再
現
し
、
確
か
め
る
こ
と
で
、

学
ん
だ
内
容
が
頭
の
中
に
イ
メ
ー
ジ
と

し
て
定
着
し
ま
す
。
そ
う
し
た
経
験
を

さ
せ
て
お
く
こ
と
で
、
入
試
で
も
実
験

問
題
を
前
に
し
て
実
際
に
目
に
し
た
現

象
を
思
い
起
こ
し
、
原
理
に
即
し
た
解

答
が
出
来
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

物
理
は
学
習
内
容
が
増
え
た
た
め
、

普
段
の
授
業
で
学
習
内
容
を
い
か
に
定

着
さ
せ
る
か
が
、
本
校
で
も
課
題
で
す
。

今
年
度
は
、２
年
生
の
「
物
理
基
礎
」
で
、

週
１
回
、
授
業
で
扱
っ
た
問
題
の
類
似

問
題
を
Ａ
４
判
１
枚
で
宿
題
と
し
て
課

す
こ
と
を
始
め
ま
し
た
。
４
問
程
で
、

最
後
の
１
問
は
や
や
難
し
い
問
題
で
す
。

添
削
を
し
、
裏
面
に
解
答
解
説
を
印
刷

し
て
、
翌
日
に
は
各
自
の
机
の
上
に
置

い
て
お
き
ま
す
。
定
期
考
査
に
は
そ
こ

か
ら
数
問
を
出
題
し
、
普
段
の
学
習
が

成
績
に
結
び
付
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
に
し
て
、
２
年
生
か
ら
物
理

へ
の
意
識
を
持
た
せ
て
、
少
し
ず
つ
積

み
上
げ
て
い
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

本
校
に
は
地
元
の
国
公
立
大
を
志
望

す
る
生
徒
が
多
い
の
で
、
ま
ず
は
セ
ン

タ
ー
試
験
で
高
得
点
を
取
る
こ
と
が
目

標
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
入
試
対

策
は
お
の
ず
と
セ
ン
タ
ー
試
験
に
重
点

を
置
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

15
年
度
の
セ
ン
タ
ー
試
験
の
「
化
学

基
礎
」
は
、
新
課
程
入
試
初
年
度
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
取
り
組
み
づ
ら
い
問

題
は
な
く
、
割
と
平
易
に
感
じ
ま
し
た
。

本
校
で
は
新
課
程
を
か
な
り
意
識
し
て

対
策
し
た
こ
と
も
あ
り
、
平
均
点
は
７

割
を
上
回
り
ま
し
た
。

　
「
化
学
」
の
出
題
内
容
・
難
易
度
は
、

以
前
と
大
き
く
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
と

想
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
出
題
範
囲
が

広
が
り
、
大
問
数
が
増
え
る
こ
と
へ
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
大
き
く
あ
り
ま
し
た
。

新
課
程
入
試
初
年
度
の
た
め
、
分
野
を

絞
り
込
む
の
は
危
険
と
考
え
、
満
遍
な

く
指
導
し
ま
し
た
。

　

結
果
的
に
、
大
問
５
・
６
の
選
択
問
題

に
「
高
分
子
化
合
物
」
が
出
題
さ
れ
た

他
は
、
内
容
・
難
易
度
は
ほ
ぼ
例
年
通

り
で
し
た
。
た
だ
、
必
修
の
範
囲
が
増

え
た
理
科
２
科
目
の
負
担
は
予
想
以
上

に
大
き
く
、
セ
ン
タ
ー
試
験
対
策
に
多

く
の
時
間
を
掛
け
た
割
に
は
点
数
は
伸

び
ま
せ
ん
で
し
た
。ま
た
、個
別
学
力
検

査
・
私
立
大
入
試
へ
の
対
策
が
手
薄
に

＊この記事は、2015年10月に行ったインタビューを基に作成しています。
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物
理
現
象
の
本
質
的
な
理
解
を

促
す
た
め
実
験
を
多
く
実
施

２
科
目
の
負
担
が
増
え

得
点
が
伸
び
悩
む

演
習
で
定
着
が
不
十
分
な
分
野
を
特
定
し
、

Ａア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グＬ
型
の
学
習
で
思
考
力
や
表
現
力
を
伸
ば
す

静
岡
県
立
富
士
東
高
校　

渡わ

た

邉な

べ

保
和

◎
校
訓
は
「
己
ヲ
磨
キ 

他
ニ
尽
ク
サ
ン
」。
知
・
徳
・

体
・
情
・
意
の
調
和
の
取
れ
た
生
徒
の
育
成
を
目
指
す
。

◎
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
２
８
０
人
◎

２
０
１
５
年
度
入
試
実
績
（
現
役
の
み
）
／
国
公
立
大

は
、
千
葉
大
、
山
梨
大
、
静
岡
大
な
ど
に
67
人
が
合
格
。

私
立
大
は
、
中
央
大
、
明
治
大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延

べ
６
９
８
人
が
合
格
。

化
学

静
岡
県
立
富
士
東
高
校

渡
邉
保
和

わ
た
な
べ
・
や
す
か
ず

教
職
歴
35
年
、
同
校
に
赴
任
し
て
16
年

目
。
進
路
指
導
主
事
。
化
学
担
当
。



　

15
年
度
入
試
の
セ
ン
タ
ー
試
験
の
「
生

物
基
礎
」「
生
物
」
は
共
に
、
基
本
的
な

知
識
や
考
察
力
を
問
う
問
題
が
中
心
で

し
た
が
、
難
易
度
に
比
べ
て
平
均
点
は

低
い
と
感
じ
ま
し
た
。
答
え
の
選
択
肢

が
多
く
、し
っ
か
り
読
ま
な
け
れ
ば
選
ぶ

の
に
迷
う
内
容
だ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

し
か
も
、「
生
物
基
礎
」「
生
物
」
共
に

大
問
１
の
難
易
度
が
高
か
っ
た
た
め
、

多
く
の
受
験
生
が
出
だ
し
か
ら
動
揺
し
、

冷
静
さ
を
失
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

な
っ
た
こ
と
も
大
き
な
反
省
点
で
し
た
。

　

16
年
度
の
「
化
学
基
礎
」
は
、
15
年

度
よ
り
難
度
が
少
し
上
が
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
単
に
知
識
を

問
う
の
で
は
な
く
、
計
算
を
要
す
る
問

題
が
出
る
こ
と
も
想
定
し
て
い
ま
す
。

文
系
の
生
徒
の
多
く
は
計
算
問
題
が
苦

手
で
す
か
ら
、
重
点
的
に
対
策
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、「
化
学
」
は
、
依
然
と
し
て
分

野
を
絞
っ
た
指
導
に
難
し
さ
を
感
じ
ま

す
。
15
年
度
の
本
校
の
自
己
採
点
分
析

で
は
、「
気
体
」や「
物
質
の
変
化
と
平
衡
」

の
得
点
が
や
や
低
か
っ
た
の
で
、
今
年

度
も
十
分
に
対
策
を
す
る
予
定
で
す
。

「
高
分
子
化
合
物
」
は
教
科
書
の
後
半
に

登
場
す
る
た
め
、
他
分
野
に
比
べ
て
学

習
内
容
を
定
着
さ
せ
づ
ら
い
の
で
す
が
、

教
科
書
レ
ベ
ル
の
問
題
で
す
し
、
出
題

数
が
多
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
昨
年
度
と
同
様
に
、
教
科
書

の
基
本
例
題
を
中
心
に
取
り
組
ま
せ
て
、

生
徒
の
不
安
を
取
り
除
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

更
に
、「
化
学
」
で
は
、
異
な
る
分
野

の
知
識
を
組
み
合
わ
せ
て
答
え
を
導
い

た
り
、
問
題
を
読
み
取
る
力
や
理
解
力

を
試
し
た
り
す
る
問
題
が
出
題
さ
れ
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今

年
度
は
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
て
答
え

を
導
く
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
型

の
学
習
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
思
考
力

や
表
現
力
の
育
成
も
意
識
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
の
個
別
学
力
検
査
や

私
立
大
入
試
の
出
題
で
意
外
だ
っ
た
の

が
、「
化
学
基
礎
」
の
範
囲
も
多
く
含
ま

れ
て
い
た
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、
そ

れ
ら
を
決
し
て
取
り
こ
ぼ
さ
な
い
よ
う

に
生
徒
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

文
系
の
生
徒
は
、
２
年
生
１
月
か
ら

「
化
学
基
礎
」
の
補
講
を
始
め
、
約
半
年

間
で
総
復
習
を
し
ま
し
た
。
夏
以
降
も

補
講
で
十
分
な
量
の
実
践
問
題
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
か
ら
、
直
前
期
は
新
た

な
問
題
に
は
手
を
出
さ
ず
、
こ
れ
ま
で

に
取
り
組
ん
だ
模
試
や
問
題
集
を
見
直

し
て
理
解
が
不
十
分
な
分
野
が
な
い
か

を
確
認
し
ま
す
。
い
た
ず
ら
に
時
間
を

掛
け
過
ぎ
ず
、
他
教
科
と
の
バ
ラ
ン
ス

も
考
慮
し
た
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

　

理
系
の
生
徒
に
は
、
昨
年
度
の
反
省

を
踏
ま
え
、
前
倒
し
の
対
策
を
徹
底
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
夏
休
み
に
実
施
し

て
い
た
補
講
を
早
め
、
３
年
生
１
学
期

か
ら
月
曜
日
の
早
朝
補
講
と
し
て
実
施

し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
通
し
て
、
１
学

期
の
う
ち
に
「
化
学
」
の
土
台
と
な
る

理
論
分
野
を
固
め
、
夏
休
み
の
補
講
で

は
無
機
分
野
の
学
習
に
集
中
し
ま
し
た
。

11
月
上
旬
に
教
科
書
を
終
え
た
後
は
、

有
機
分
野
を
十
分
に
定
着
さ
せ
て
か
ら
、

出
来
る
だ
け
早
い
時
期
に
演
習
に
移
り

ま
す
。
そ
こ
か
ら
は
演
習
を
中
心
に
、

定
着
が
不
十
分
な
分
野
の
問
題
を
繰
り

返
し
解
き
、
一
つ
ひ
と
つ
弱
点
を
埋
め

て
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
個
別
学
力
検
査
・
私
立

大
入
試
対
策
を
見
直
し
ま
し
た
。
セ
ン

タ
ー
試
験
対
策
と
並
行
し
、
過
去
約
30

年
間
の
各
分
野
の
問
題
か
ら
精
選
し
、

取
り
組
ま
せ
て
い
ま
す
。
更
に
、
今
年

度
は
、
セ
ン
タ
ー
試
験
後
に
、
出
題
傾

向
が
近
い
大
学
グ
ル
ー
プ
別
に
15
年
度

の
入
試
問
題
に
挑
戦
さ
せ
、
志
望
大
の

出
題
傾
向
に
応
じ
た
対
策
を
行
う
予
定

で
す
。

28December  2015

「
化
学
基
礎
」は
前
年
度
よ
り

難
度
が
少
し
上
が
る
可
能
性

理
科
の
他
科
目
と
の

難
易
度
の
調
整
に
注
目

分
野
を
絞
ら
ず
、セ
ン
タ
ー
試
験
ま
で
に

全
範
囲
を
習
得
す
る
よ
う
に
指
導

北
海
道
札
幌
東
高
校　

八や

倉ぐ

ら

巻ま

き

和
弘

生
物

個
別
・
私
立
大
入
試
の

直
前
期
は
志
望
大
別
に
対
策
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更
に
、
全
体
的
に
選
択
肢
が
文
章
の
問
題

が
多
く
、
焦
っ
て
解
い
た
影
響
が
、平
均

点
に
表
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
例
年
は
、
問
題
文
中
の
グ
ラ

フ
や
図
表
な
ど
か
ら
導
い
た
数
値
を
使

っ
て
計
算
す
る
問
題
が
よ
く
見
ら
れ
ま

し
た
が
、
15
年
度
は
「
生
物
基
礎
」
で
、

事
前
知
識
が
な
い
と
解
け
な
い
計
算
問

題
が
出
ま
し
た
。
そ
の
問
題
に
戸
惑
い
、

時
間
を
費
や
し
た
受
験
生
が
多
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
一
方
、「
生
物
」
は
、
教

科
書
の
全
分
野
が
必
答
問
題
で
あ
り
、

大
問
６
・
７
の
選
択
問
題
は
複
数
分
野
の

融
合
問
題
で
し
た
。
選
択
問
題
は
授
業

進
度
に
配
慮
し
た
内
容
だ
ろ
う
と
い
う

大
方
の
予
測
と
は
異
な
り
、
し
か
も
大

問
６
と
７
の
得
点
率
に
大
き
な
差
が
出

た
た
め
、
ど
ち
ら
の
設
問
を
選
ん
だ
の

か
も
得
点
に
影
響
し
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
様
々
な
要
因
が
重
な
っ

て
「
生
物
」
の
平
均
点
は
低
く
な
り
、

15
年
度
入
試
で
は
得
点
調
整
と
な
っ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。
16
年
度
入
試
で
は
、

理
科
の
他
科
目
と
の
間
で
難
易
度
を
ど

の
よ
う
に
調
整
す
る
か
が
注
目
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。
選
択
肢
の
内
容
の
紛
ら

わ
し
さ
が
緩
和
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
楽
観
は
禁
物
で
す
。
15
年
度
と

同
様
の
出
題
傾
向
が
あ
り
得
る
と
考
え

て
、
準
備
し
て
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

個
別
学
力
検
査
に
つ
い
て
は
、
15
年

度
入
試
で
は
、タ
ン
パ
ク
質
や
発
生
、
分

子
生
物
学
分
野
な
ど
で
教
科
書
で
新
し

く
扱
わ
れ
た
用
語
が
出
て
い
ま
し
た
が
、

旧
課
程
履
修
者
に
対
す
る
配
慮
が
あ
り

ま
し
た
。
大
き
く
変
わ
る
と
す
れ
ば
16

年
度
入
試
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

更
に
、
遺
伝
の
分
野
は
、
単
独
の
出
題

で
は
な
く
、
他
分
野
と
の
融
合
問
題
が

増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

本
校
の
「
生
物
」
の
指
導
は
、
12
月
上

旬
ま
で
に
教
科
書
の
内
容
を
終
え
、
問

題
演
習
に
入
り
ま
す
。「
生
物
」
が
セ
ン

タ
ー
試
験
の
み
の
生
徒
は
、
セ
ン
タ
ー

試
験
の
過
去
問
な
ど
で
実
戦
形
式
の
演

習
を
行
い
、
個
別
学
力
検
査
で
「
生
物
」

が
課
さ
れ
る
生
徒
は
、
セ
ン
タ
ー
試
験

対
策
を
し
つ
つ
、
個
別
学
力
検
査
対
策

に
重
点
を
置
き
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
試
験

の
演
習
で
は
、
本
番
で
余
裕
を
持
っ
て

取
り
組
め
る
よ
う
に
制
限
時
間
は
50
分

で
や
や
難
し
い
問
題
と
し
、
何
よ
り
全

分
野
に
し
っ
か
り
取
り
組
む
よ
う
に
促

し
ま
す
。
そ
し
て
、
冬
休
み
以
降
は
セ

ン
タ
ー
試
験
対
策
に
集
中
さ
せ
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
試
験
後
は
、
個
別
学
力
検

査
対
策
と
し
て
特
別
な
時
間
割
を
組
み
、

生
徒
は
志
望
大
に
合
っ
た
講
座
を
受
け

ま
す
。こ
の
講
座
で
は
、志
望
大
の
出
題

傾
向
に
応
じ
た
論
述
問
題
を
解
き
、
そ

れ
を
添
削
す
る
と
い
っ
た
個
別
指
導
を

実
施
す
る
の
で
す
。
直
前
期
の
指
導
だ

け
で
は
厳
し
い
部
分
も
あ
る
の
で
、
３

年
生
夏
休
み
以
降
の
課
外
講
座
で
は
論

述
問
題
を
解
か
せ
て
添
削
を
し
、徐
々
に

書
く
こ
と
に
慣
れ
さ
せ
る
よ
う
に
し
て

き
ま
し
た
。
た
だ
、タ
ン
パ
ク
質
や
発
生
、

分
子
生
物
学
分
野
の
問
題
は
、
新
し
く

出
題
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
志

望
大
の
出
題
傾
向
に
と
ら
わ
れ
ず
に
重

点
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
指
導
し
ま
す
。

　　

新
課
程
入
試
初
年
度
を
終
え
、「
生
物
」

の
全
範
囲
を
セ
ン
タ
ー
試
験
ま
で
に
仕

上
げ
る
の
は
、予
想
以
上
に
難
し
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。学
習
内
容
が
増
え
た
だ
け

に
、
１
年
生
か
ら
の
計
画
的
な
指
導
が

一
層
重
要
で
す
。
生
命
現
象
を
点
で
は

な
く
線
で
捉
え
、「
生
物
基
礎
」
か
ら
理

解
を
積
み
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
入

試
に
対
応
で
き
ま
せ
ん
。
本
校
で
は
１

年
生
で
「
生
物
基
礎
」
を
履
修
す
る
の

で
、
生
徒
に
も
１
年
生
の
頃
か
ら
学
習

の
重
要
性
を
伝
え
、
図
や
表
な
ど
を
使
っ

て
流
れ
を
説
明
し
、
理
解
を
促
し
ま
す
。

　

新
課
程
へ
の
対
応
を
考
え
、
昨
年
度

か
ら
年
間
10
回
程
度
の
土
曜
授
業
を
行

い
、
理
系
の
理
科
の
授
業
数
を
増
や
し

ま
し
た
。
ま
た
、「
生
物
」
の
個
別
学
力

検
査
で
は
難
関
大
ほ
ど
問
題
文
が
長
く
、

読
解
力
も
必
要
と
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
か
ら
、
生
徒
が
関
心
を
持
ち
そ
う

な
生
物
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
を
プ

リ
ン
ト
に
し
て
配
り
、
生
物
の
情
報
に
触

れ
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
文
系
の

生
徒
は
２
年
生
で
「
生
物
」
の
授
業
が

な
い
た
め
、
学
力
の
低
下
を
防
ぐ
目
的
で

長
期
休
業
中
に
講
座
を
設
け
て
い
ま
す
。
＊この記事は、2015年10月に行ったインタビューを基に作成しています。
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セ
ン
タ
ー
試
験
後
は

論
述
対
策
を
重
点
的
に
行
う

生
命
現
象
を
流
れ
で
捉
え

図
や
表
を
活
用
し
て
理
解
す
る

◎
２
０
１
５
年
度
に
創
立
１
０
８
年
を
迎
え
た
伝
統
校
。

校
訓
は
、「
克
己
自
彊
（
こ
っ
き
じ
き
ょ
う
）」
◎
全
日

制
・
定
時
制
／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
３
２
０
人
◎

２
０
１
５
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）
／
国
公
立

大
は
、
北
海
道
大
、
東
北
大
、
京
都
大
、
大
阪
大
な
ど

に
１
８
３
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
北
海
学
園
大
、
慶

應
義
塾
大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
２
２
４
人
が
合
格
。

北
海
道
札
幌
東
高
校

八
倉
巻
和
弘

や
ぐ
ら
ま
き
・
か
ず
ひ
ろ

教
職
歴
28
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年

目
。
進
路
指
導
部
。
生
物
担
当
。
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学校改革

国際理解教育とＩＣＴで
生徒が主体的に学ぶ
姿勢を引き出す

◎「探究（Study）、誠実（Sincerity）、
気迫（Spirit）」の「３Ｓの心」を校訓
とする。６年間を通して、野外活動や
企業連携などの体験学習、フォニックス・
イマージョン教育などの英語教育に力を
入れる。２００２年度からスーパーサイエ
ンスハイスクール、１４年度からスーパー
グローバルハイスクールの指定校。

国公立大は、北海道大、東北大、東京大、
一橋大、名古屋大、京都大、大阪大、
神戸大、大阪府立大などに３０１人が合
格。私立大は、慶應義塾大、中央大、
早稲田大、同志社大、立命館大、関西
学院大などに延べ５３５人が合格。

設立

形態

生徒数

2015年度入試合格実績（現浪計）

1986（昭和61）年

全日制／普通科／共学

１学年約300人

住所
　

電話

Web Site

〒636-0082
奈良県北葛城郡河合町薬井295

0745-73-6565

15
指導変革の

成果実践背景

◎進学実績が向上す
るにつれて、これまで
の「量を与える指導」
では満足しない生徒
が増えてきた

変革のステップ

◎体験活動や企業と
連携しての国際理解
教育の充実、ＩＣＴの
活用により、生徒の
主体性を引き出す指
導へ転換

◎東京大・京都大合
格者１００人を維持し
つつも、多様な体験
を通じて視野を広げ、
自ら学びを工夫する
生徒が増えた

http://www.nishiyamato.ed.jp

奈良県・私立

西大和学園中学・高校

　

２
０
１
５
年
に
創
立
30
周
年
を
迎
え
た
西
大
和
学
園

中
学
・
高
校
は
、
創
立
以
来
、
国
公
立
大
合
格
者
数
を

伸
ば
し
、
例
年
、
東
京
大
・
京
都
大
合
わ
せ
て
１
０
０

人
以
上
の
合
格
者
を
出
し
て
い
る
。
02
年
度
に
ス
ー
パ

ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
の
指
定
を

受
け
、
理
数
教
育
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
ま
た
、
開
校

時
か
ら
高
校
１
年
生
全
員
に
海
外
研
修
を
必
修
と
す
る

な
ど
、
国
際
理
解
教
育
に
も
力
を
入
れ
、
14
年
度
に
は

ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）
の

指
定
を
受
け
、
取
り
組
み
を
深
化
さ
せ
て
い
る
。

　

順
調
に
発
展
し
て
き
た
同
校
だ
が
、
15
年
程
前
、
大

き
な
岐
路
に
立
た
さ
れ
た
。
旧
帝
大
の
合
格
者
が
急
増

し
て
い
た
時
期
、
新
入
生
の
学
力
も
年
々
上
が
っ
て
い

っ
た
が
、
そ
れ
ま
で
の
指
導
で
は
満
足
し
な
い
生
徒
が

増
え
て
い
っ
た
と
い
う
。
草
創
期
か
ら
教
壇
に
立
っ
て

き
た
上か

み

村む
ら

佳よ
し

永ひ
さ

学
園
長
は
、
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　
「
本
校
の
発
展
の
原
動
力
が
、
先
生
方
の
情
熱
あ

ふ
れ
る
指
導
に
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
、
進
学
実
績
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
か
ら
、
量
を
与
え
て
基
礎
学

力
を
付
け
る
こ
と
に
、
指
導
の
大
半
を
費
や
し
て
い

ま
し
た
。
生
徒
た
ち
の
表
情
や
姿
か
ら
『
や
ら
さ
れ

感
』
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
の
指
導
が
生

徒
の
夢
の
実
現
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
疑

問
が
湧
い
て
き
た
の
で
す
」

生
徒
の
主
体
性
を
引
き
出
す

指
導
に
転
換
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自
分
た
ち
は
、
大
学
で
の
学
び
に
つ
な
が
る
力
を
生

徒
に
育
め
て
い
る
の
か
、
生
徒
の
夢
や
希
望
を
引
き
出

す
指
導
が
よ
り
大
事
な
の
で
は
な
い
か

│
。
そ
う
し

た
教
師
た
ち
の
葛
藤
が
、
新
た
な
指
導
を
模
索
す
る
動

き
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。

　

転
機
は
02
年
度
に
訪
れ
た
。Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
校
と
な
り
、

大
学
や
研
究
機
関
と
連
携
し
た
共
同
研
究
や
出
前
講
義

な
ど
が
増
え
て
い
っ
た
。
す
る
と
生
徒
は
、
最
先
端
の

科
学
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
社
会
で
ど
う
役
立
っ

て
い
る
の
か
を
肌
で
感
じ
、
そ
こ
か
ら
視
野
を
広
げ
、

自
分
の
将
来
を
見
据
え
て
主
体
的
に
進
路
を
模
索
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
だ
。
進
路
指
導
部
長
の
宮み

や

北き
た

純じ
ゅ
ん

宏こ
う

先
生
は
、体
験
活
動
の
意
義
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
本
校
の
生
徒
は
イ
ン
プ
ッ
ト
は
得
意
で
す
が
、

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
苦
手
で
、
こ
れ
が
正
解
だ
と
確
信

が
持
て
な
け
れ
ば
、な
か
な
か
行
動
に
移
せ
ま
せ
ん
。

自
分
の
中
だ
け
で
完
結
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
仲
間

と
考
え
や
体
験
を
共
有
し
て
得
ら
れ
る
も
の
も
た
く

さ
ん
あ
る
こ
と
を
、
様
々
な
活
動
を
通
し
て
学
ん
で

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

国
際
理
解
教
育
も
、
生
徒
の
主
体
性
を
重
視
す
る
形

へ
と
変
え
た
。
海
外
研
修
で
は
、
以
前
は
高
校
１
年
生

全
員
が
中
国
へ
赴
い
た
が
、
現
在
は
ベ
ト
ナ
ム
・
カ
ン

ボ
ジ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド

（
14
年
度
ま
で
ト
ル
コ
）
の
３
コ
ー
ス
か
ら
生
徒
が
自

ら
研
修
先
を
選
ぶ
。

　

そ
れ
を
更
に
発
展
さ
せ
る
形
で
、
同
校
で
は
Ｓ
Ｇ
Ｈ

の
活
動
を
行
っ
て
い
る
（
学
校
設
定
科
目
「
Ｓ
Ｇ
研
究

Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
」）。
柱
の
１
つ
は
、
企
業
と
の
協
同
に
よ

る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
立
案
だ
。
参
加
は
希
望
制
で
、

14
年
度
は
現
高
校
２
年
生
60
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
。

ま
ず
、
海
外
研
修
先
と
し
て
、
生
徒
は
ベ
ト
ナ
ム
・
カ

ン
ボ
ジ
ア
、
ま
た
は
イ
ン
ド
を
選
ぶ
。
研
修
は
10
月
に

行
わ
れ
る
が
、
そ
の
前
の
７
月
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
研
修
先
の
国
の
課
題
を
調
べ
、
現
地
調
査
の
テ
ー
マ

を
複
数
準
備
す
る
。
そ
う
し
て
訪
れ
た
現
地
で
は
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
職
員
な
ど
に
話
を
聞
き
、
人
々
は

何
に
困
っ
て
い
る
の
か
、
貧
困
の
原
因
は
何
か
な
ど
を

調
べ
、
帰
国
後
、
雇
用
創
出
・
経
済
活
性
化
な
ど
の
プ

ラ
ン
を
練
り
、企
業
と
の
連
携
を
探
る
と
い
う
流
れ
だ
。

　

渡
航
前
は
、
大
半
の
生
徒
が
児
童
労
働
や
女
性
差
別

な
ど
人
権
に
関
す
る
課
題
を
挙
げ
る
が
、現
地
に
赴
き
、

オ
ー
ト
バ
イ
の
量
や
違
法
駐
車
の
実
態
を
見
て
、
交
通

事
情
や
都
市
の
イ
ン
フ
ラ
な
ど
、
生
活
に
差
し
迫
っ
た

問
題
が
山
積
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
。
す
る
と
、

帰
国
後
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
改
善
、
モ
ノ
レ
ー
ル
の
敷
設

と
い
っ
た
交
通
網
の
整
備
な
ど
、
生
活
に
根
差
し
た
テ

ー
マ
に
変
え
る
生
徒
が
目
立
つ
と
い
う
。
国
際
教
育
部

主
任
の
丸ま

る

谷た
に

貴た
か

紀き

先
生
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
「
研
修
前
、
生
徒
は
貧
困
地
域
を
先
進
国
の
目
線

で
考
え
ま
す
が
、
実
際
に
現
地
を
見
て
、
そ
こ
に
住

む
人
の
声
を
聞
く
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
提
案
が
独

り
善
が
り
の
も
の
で
あ
り
、
現
地
の
人
々
が
求
め
て

い
る
も
の
で
な
い
こ
と
に
気
付
い
て
い
き
ま
す
」

　

最
も
難
し
い
の
は
、
生
徒
の
問
題
意
識
に
合
致
す
る

企
業
を
探
す
こ
と
だ
。
生
徒
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
事

業
内
容
を
調
べ
、良
い
と
思
っ
た
企
業
が
あ
れ
ば
、す
ぐ

に
広
報
部
に
連
絡
し
て
自
分
た
ち
の
意
向
を
伝
え
る
。

　
「
希
望
に
合
う
企
業
が
あ
れ
ば
、
事
業
内
容
を
深

西
大
和
学
園
中
学
・
高
校

丸
谷
貴
紀　
ま
る
た
に
・
た
か
き

教
職
歴
10
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
８
年
目
。
国
際
教
育

部
主
任
。「
失
敗
は
成
功
へ
の
練
習
。
失
敗
を
恐
れ
ず
に

挑
戦
す
る
生
徒
を
育
て
た
い
」

西
大
和
学
園
中
学
・
高
校

宮
北
純
宏　
み
や
き
た
・
じ
ゅ
ん
こ
う

教
職
歴
19
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
20
年
目
。
高
校
２
年

学
年
部
長
、
進
路
指
導
部
長
、
生
徒
指
導
部
長
。「
ま
ほ
ろ

ば
の
国
で
、
麗
し
き
人
材
を
育
成
し
て
い
き
た
い
」

西
大
和
学
園
中
学
・
高
校

平
山　
巧　
ひ
ら
や
ま
・
た
く
み

教
職
歴
８
年
。同
校
に
赴
任
し
て
９
年
目
。英
語
科
主
任
。

「
全
て
の
取
り
組
み
は
生
徒
の
た
め
に
。
常
に
生
徒
目
線

で
」

仲
間
と
の
協
働
で
得
ら
れ
る

充
実
感
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い

西
大
和
学
園
中
学
・
高
校
学
園
長

上
村
佳
永　
か
み
む
ら
・
よ
し
ひ
さ

教
職
歴
29
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
30
年
目
。「
先
生
方
の

意
欲
を
形
に
し
、
子
ど
も
の
可
能
性
を
徹
底
的
に
追
求

し
て
、
挑
戦
す
る
学
校
運
営
を
心
掛
け
て
い
る
」

「
幸
せ
と
は
何
か
」

課
題
の
根
本
に
思
い
を
巡
ら
せ
る
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奈良県・私立　西大和学園中学・高校奈良指導変革の

く
吟
味
す
る
前
に
、
と
に
か
く
ア
プ
ロ
ー
チ
さ
せ
て

い
ま
す
。
日
本
企
業
の
課
題
の
１
つ
は
、
意
思
決
定

の
遅
さ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
良
い
と
思
っ
た
ら
行

動
し
、
そ
の
後
に
方
向
転
換
、
軌
道
修
正
を
す
る
と

い
う
習
慣
を
、
生
徒
に
は
高
校
時
代
か
ら
付
け
て
ほ

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
丸
谷
先
生
）

　

14
年
度
に
海
外
研
修
を
行
っ
た
高
校
２
年
生
は
現

在
、
企
業
と
連
携
し
て
産
学
協
同
の
プ
ラ
ン
を
模
索
し

て
い
る
。
最
終
的
に
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
プ
ラ
ン
を
ま

と
め
、
そ
れ
ら
を
生
徒
間
で
相
互
評
価
す
る
予
定
だ
。

　

海
外
研
修
で
味
わ
っ
た
異
文
化
体
験
は
、
生
徒
に
と

っ
て
は
大
き
な
糧
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
「
研
修
前
は
、
国
が
貧
し
い
か
ら
幸
せ
で
は
な
い

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
生
徒
が
少
な
か
ら
ず
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
現
地
に
行
く
と
、
貧
し
い

村
の
子
ど
も
た
ち
も
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
ま
す
し
、

熱
心
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
く
れ
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
姿
を
見
て
、『
本
当
の
幸
せ
と
は

何
か
』
と
い
っ
た
課
題
の
根
本
に
行
き
着
い
た
生
徒

も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
」（
丸
谷
先
生
）

　

生
徒
の
主
体
性
を
育
む
場
は
教
室
の
中
に
も
あ
る
。

近
年
、
同
校
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
活
発
に

行
っ
て
い
る
。
中
で
も
英
語
科
は
意
欲
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
英
語
科
主
任
の
平
山
巧た

く
み

先
生
は
こ
う
言
う
。

　
「
国
際
理
解
教
育
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
よ
っ
て
、

多
く
の
生
徒
の
目
標
が
大
学
進
学
だ
け
で
は
な
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
流
れ
の
中
で
、
英
語
の
授

業
で
も
、
習
得
し
た
英
語
の
ス
キ
ル
を
使
っ
て
何
を

表
現
す
る
の
か
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

あ
る
授
業
で
は
、
01
年
の
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ

の
遺
族
と
加
害
者
家
族
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像
を
見

て
、
各
自
が
考
え
た
こ
と
を
英
語
で
メ
モ
し
、
グ
ル
ー

プ
で
話
し
合
っ
た
後
、
各
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
が
英
語

で
全
体
発
表
を
し
た
。
個
人
↓
グ
ル
ー
プ
↓
全
体
を
意

識
し
た
授
業
設
計
で
、
個
人
で
思
考
す
る
場
面
、
生
徒

同
士
で
切
磋
琢
磨
す
る
場
面
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
。

　

話
し
合
い
で
は
、
自
分
の
考
え
が
う
ま
く
伝
わ
ら
な

い
場
面
や
メ
ン
バ
ー
か
ら
教
え
ら
れ
る
場
面
も
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
場
面
を
通
し
て
、
生
き
た
英
語
を
身
に
付

け
る
必
要
性
を
実
感
し
、
学
ぶ
意
欲
を
高
め
る
生
徒
も

多
い
。
被
害
者
・
加
害
者
双
方
の
意
見
を
聞
く
こ
と
で

「
テ
ロ
に
対
す
る
見
方
が
変
わ
っ
た
」
と
い
う
生
徒
も

い
る
な
ど
、
国
際
理
解
の
一
助
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
も
授
業
改
善
に
大
い
に
役
立
っ
て
い

る
。
現
高
校
２
年
生
の
１
年
次
か
ら
全
員
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
支
給
し
て
い
る
が
、
そ
の
き
っ
か
け
は
現
高

校
２
年
生
が
中
学
３
年
生
時
に
行
っ
た
リ
ー
ダ
ー
ズ
キ

ャ
ン
プ
だ
。
そ
こ
で
は
、
参
加
者
約
40
人
が
、
学
校
を

よ
り
良
く
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
自
由
に
語

り
合
っ
た
。
学
校
の
役
割
は
何
か
、
そ
も
そ
も
学
力
と

は
何
か
と
い
っ
た
根
源
的
な
問
い
に
ま
で
及
び
、
そ
の

中
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
自
宅
で
も
学
び
合
い
が
出
来
る

シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
提
案
さ
れ
た
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

上
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
導
入
で
き
な
か
っ
た
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
支
給
を
実
現
さ
せ
た
。

　

た
だ
、
携
帯
電
話
も
持
ち
込
み
が
禁
止
さ
れ
て
い
る

同
校
だ
け
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
の
ハ
ー
ド
ル
は

低
く
な
か
っ
た
。「
ゲ
ー
ム
ば
か
り
し
た
ら
ど
う
す
る
」

と
い
っ
た
声
が
教
師
や
保
護
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
。
そ

れ
で
も
導
入
を
決
め
た
の
は
、
学
校
を
良
く
し
た
い
と

い
う
生
徒
の
思
い
を
形
に
出
来
れ
ば
、
生
徒
と
教
師
の

間
に
一
体
感
が
生
ま
れ
、
共
に
成
長
し
合
う
関
係
を
築

け
る
と
考
え
た
か
ら
だ
。

　
「
自
分
た
ち
が
学
校
を
つ
く
っ
て
い
る
と
い
う
責

任
感
は
、
勉
強
や
部
活
、
行
事
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
活

動
の
土
台
に
な
り
ま
す
。
行
動
を
起
こ
せ
ば
形
に
な

る
こ
と
を
経
験
さ
せ
、
生
徒
が
主
体
的
に
動
い
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
し
た
」（
宮
北
先
生
）

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
各
ク
ラ
ス

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
運
用
委
員
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
、
自

主
的
に
使
用
目
的
を
制
限
し
て
い
る
。
学
習
以
外
の
用

途
に
使
用
し
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
学
習
ア
プ
リ
ケ

生
徒
の
思
い
に
応
え
て

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
で

授
業
が
変
わ
り
、
生
徒
も
変
わ
る

生
徒
自
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
使
用
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
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今回のテーマに関連する過去の記事はベネッセ教育総合研究所のウェブサイトでご覧いただけます。
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ー
シ
ョ
ン
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
希
望
す
る
際
は
、
必
ず

Ｉ
Ｃ
Ｔ
運
用
委
員
へ
の
申
請
を
通
じ
て
、
教
師
の
許
可

を
取
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
素
案
は
宮
北
先
生
が
作
成

し
た
が
、
生
徒
の
自
主
規
制
は
教
師
の
期
待
を
超
え
た

厳
し
い
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。

　

学
習
で
の
活
用
で
も
、生
徒
の
ア
イ
デ
ア
は
教
師
の

想
像
を
大
き
く
超
え
て
い
る（
図
）。学
級
で
分
担
し
て

英
単
語
帳
に
単
語
の
意
味
や
派
生
語
を
入
力
し
、そ
れ

ら
を
ク
イ
ズ
ア
プ
リ
に
連
動
さ
せ
て
定
着
度
を
測
れ
る

よ
う
に
し
た
。英
文
を
入
力
す
る
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
音
声
が
英
文
を
読
み
、同
時
に
テ
キ
ス
ト
の
色
も
変

わ
る
ア
プ
リ
で
、リ
ス
ニ
ン
グ
を
練
習
す
る
生
徒
も
い

る
。教
師
が
配
布
す
る
プ
リ
ン
ト
も
全
て
サ
ー
バ
ー
に

入
っ
て
お
り
、生
徒
は
そ
れ
ら
を
自
由
に
取
り
出
し
て

復
習
で
き
る
。中
に
は
自
ら
演
習
問
題
を
作
り
、サ
ー
バ

ー
に
ア
ッ
プ
す
る
生
徒
も
い
る
と
、平
山
先
生
は
言
う
。

　
「
生
徒
は
発
想
が
柔
軟
で
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
力
は
教

師
よ
り
は
る
か
に
上
で
す
。
教
師
が
レ
ー
ル
を
引
か

ず
、
見
守
る
の
が
何
よ
り
の
指
導
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　

15
年
度
に
は
、
教
師
に
も
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
支
給
し
た
。

　
「
連
絡
事
項
を
電
子
化
す
る
こ
と
で
朝
礼
の
時
間

を
減
ら
す
な
ど
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
で
捻
出
し
た
時
間
を
、

生
徒
と
直
接
か
か
わ
る
時
間
に
充
て
て
も
ら
い
、
今

ま
で
以
上
に
生
徒
の
状
態
を
把
握
し
、
緊
密
な
関
係

を
築
い
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
し
た
」（
上
村
学
園
長
）

　

15
年
度
末
に
は
「Classi

」（
＊
）
を
全
端
末
に
導

入
予
定
だ
。
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
や
学
習
状
況
の
記
録
な

ど
に
よ
り
、
生
徒
把
握
が
容
易
に
な
る
上
、
懸
案
だ
っ

た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
学
び
合
い
の
環
境
も
整
う
。今
後
は
、

生
徒
に
任
せ
る
場
面
を
更
に
増
や
し
、
そ
の
力
を
引
き

出
し
て
い
き
た
い
と
、
上
村
学
園
長
は
語
る
。

　
「
高
い
進
学
実
績
を
維
持
し
つ
つ
、
授
業
や
学
校

運
営
な
ど
に
生
徒
の
力
を
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い

く
の
か
が
、
引
き
続
き
の
課
題
で
す
。
教
師
と
生
徒

と
の
か
か
わ
り
方
を
根
本
的
に
変
え
る
必
要
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
本
校
の
先
生
方
は
新
し
い
こ
と

に
率
先
し
て
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ス
ピ
ー
ド
感

を
維
持
し
つ
つ
、
生
徒
か
ら
ど
ん
ど
ん
ア
イ
デ
ア
が

出
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
本
校
の
新
し
い
未
来
が
見
え

て
く
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

＊ソフトバンクとベネッセコーポレーションの合弁会社であるClassi 株式会
社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。

ＩＣＴ総会・配布資料「新企画Aceについて」（抜粋）図

［趣旨］委員会設立から１年。前年度はルール整備とその浸透から始まったが、
今年度に入って、先生方向けの研修会をさせていただくなど、徐々に活動の
幅が広くなってきたように思う。そんな中、高校２年生という、受験もそろ
そろ意識しなければならない時期に、この委員会はどのように学年に対して
アプローチするのが良いのかと考えた時に、「学力向上」と「IT 意識向上」
を掛け合わせることにより、更なる発展を望めるのではないかと考えた。

［名称］Ace （エース）Advanced cooperative education（先進的かつ共同的な
教育）

［コンセプト］頭脳同士の補完　高校２年生はついに受験の時期を迎えようとし
ている。多くの先生方が口をそろえておっしゃるように、「受験は団体戦」で
ある。そこで私たちは、「級友が持っているのに自分は持っていない知識」に
着目した。もし互いに高め合い、その知識を吸収することが出来れば、成績
が上位である人と知識において並ぶことが出来る。このように、いまだ不足
する知識の補完が可能な、「生徒主体の」場をつくることこそが、効率的な学
習への第一歩だと考えた。

［形態］グループワーク、講義形式など自由。全教科を対象とする。（以下略）

ICT 運用委員（生徒）が企画・運営する「ICT 総会」では、委員から ICTを活用
した新たな学習方法が提案された。　　　　　  ＊学校資料を基に編集部で作成

ミドルリーダーが語る　改革への思い

外部との連携による
「化学反応」に期待
進路指導部長　宮北純宏

　タブレット端末の導入は、ここ数年の中で最も難し
い取り組みでした。校内や保護者からの反対が予想さ
れ、実際そうした声が上がりました。しかし、今後の生
徒や教員を含め、我々のために実現すべきことでした。
　私自身が率先して動くかどうかは、その内容により
ます。単純に難しい場合、そして、最終的には他の先生
に任せたいけれども、その前に私が着手しておいた方
がよい場合には、率先して動くように心掛けています。
　今、海外トップ大の学生を日本に招き、一緒にビジ
ネスプランをつくる計画を立てています。京都・大阪・
奈良には数百年以上の歴史を持つ企業があります。海
外の学校と連携し、歴史ある企業を巻き込んで、本校
に新風を吹かせようと考えています。新しい取り組み
はわくわくします。他の先生も同じだと思いますし、
それが伝

でん

播
ぱ

して生徒たちもわくわくするはずです。挑
戦には失敗が付きものですが、それを超える喜びやや
りがいがあると思えば、迷わず挑戦できます。
　今後、教師の役割は、知識や技能を教える存在から、
生徒を学びへ導くコーディネーターへと大きく変わる
と思います。そのため、教師には、校内で完結するの
ではなく、外部とつながり、新しいものを呼び込む努
力が求められるでしょう。新しい風が入れば、必ず化
学反応が起こり、生徒に大きな変化をもたらすはずで
す。生徒の心の火を絶えず燃やし続けるのが我々の役
目であり、その連続の中で、おのずと生徒の潜在能力
も引き出されていくと期待しています。
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ＩＣＴの利活用による指導

質の高い授業を
ＩＣＴで実現し、生徒を
主体的な学びへと導く

◎福岡県立大川高校と福岡県立大川
工業高校が統合再編し、２００２年１１
月開校。普通科、文理科、住環境シ
ステム科の３学科を持つ。市内唯一
の高校で、「地域を愛し、地域に愛さ
れる学校」を目標に掲げる。キャリア
教育や生徒の資格取得にも力を注ぐ。

国立大は、山口大、佐賀大に２人が合格。
私立大は、福岡大、福岡工業大などに
延べ２０人が合格。短大、専門学校進学
31人。就職は、アサヒコーポレーション、
大川信用金庫、関家具、マツダなどに
４８人。公務員２人。

設立

形態

生徒数

2015年度進路実績（現浪計）

2002（平成14）年

全日制・定時制／普通科・文理科・
住環境システム科／共学

１学年約160人

住所
　

電話

Web Site

〒831-0005
福岡県大川市大字向島1382

0944-87-2247

16
指導変革の

成果実践背景

◎長年の生徒指導に
よって、生徒の意識
を学びに向かわせる
環境が整った。次の
一手として、ＩＣＴの活
用を打ち出す

変革のステップ

◎校内に無線ＬＡＮ環
境とタブレット端末を
整備。ＩＣＴを授業の中
で問題演習や資料の
提示などに活用し、家
庭学習時間の分析な
どにも利用

◎ＩＣＴを効果的に用
いることで、授業の
質が高まり、模試の
分析もより精緻に出
来るようになった

http://shofu.fku.ed.jp/

福岡県立

大川樟風高校

　

２
０
１
２
年
か
ら
13
年
頃
の
こ
と
。
福
岡
県
立
大
川

樟
風
高
校
の
教
師
た
ち
は
、「
そ
ろ
そ
ろ
、
本
校
も
新

し
い
取
り
組
み
に
着
手
す
る
べ
き
時
期
が
来
て
い
る
」

と
感
じ
て
い
た
。

　

同
校
は
、
大
川
高
校
と
大
川
工
業
高
校
の
統
合
再
編

に
よ
り
開
校
し
、
03
年
４
月
に
１
期
生
が
入
学
し
た
。

当
時
は
、
生
活
態
度
に
落
ち
着
き
が
な
く
、
自
尊
心
が

低
い
生
徒
た
ち
を
、
い
か
に
学
校
生
活
や
学
び
に
向
か

わ
せ
る
か
が
課
題
だ
っ
た
。
開
校
２
年
目
に
赴
任
し
た

大
久
保
直
樹
先
生
は
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　
「
本
校
で
は
、
毎
年
、
入
学
生
に
意
識
調
査
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
自
尊
心
が
低
い
傾
向
が
続
い
て
い

ま
し
た
。『
ど
う
せ
自
分
は
何
を
や
っ
て
も
駄
目
だ
』

と
思
い
込
み
、
何
事
に
も
消
極
的
で
、
生
活
も
乱
れ

が
ち
で
し
た
。
そ
の
状
況
を
立
て
直
す
こ
と
が
何
よ

り
も
必
要
で
し
た
」

　

ま
ず
着
手
し
た
の
が
、
生
徒
指
導
の
強
化
だ
。「
樟

あ
っ
ぷ
運
動
」
と
い
う
カ
ー
ド
を
作
成
し
、
生
徒
が
服

装
違
反
や
交
通
ル
ー
ル
違
反
な
ど
を
し
た
時
に
渡
す
。

累
積
枚
数
が
５
枚
と
な
っ
た
生
徒
に
は
、
保
護
者
と
も

連
携
し
な
が
ら
個
人
指
導
を
し
た
。

　

次
に
、
生
徒
の
善
い
行
い
を
認
め
る
「
Ｕあ

っ

ぷ

ら

す

ｐ
ｌ
ｕ
ｓ

樟し
ょ
う」

を
始
め
た
。こ
れ
は
、
生
徒
が
学
校
行
事
後
に
片

付
け
を
手
伝
っ
た
り
、
友
だ
ち
を
手
助
け
し
た
り
と
い

っ
た
優
れ
た
行
為
を
し
た
時
に
、教
師
が
そ
の
場
で「
Ｕ

生
徒
の
自
尊
心
を
高
め

学
び
へ
と
向
か
わ
せ
る
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ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
樟
」の
カ
ー
ド
を
渡
す
と
い
う
取
り
組
み
だ
。

カ
ー
ド
を
も
ら
っ
た
生
徒
は
、
褒
め
ら
れ
た
喜
び
と
共

に
自
尊
心
が
高
ま
る
よ
う
に
な
る
。
更
に
、
生
徒
一
人

ひ
と
り
の
善
い
行
い
を
認
め
る
こ
と
で
、「
先
生
は
自

分
の
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
見
て
く
れ
て
い
る
」
と
、
学
校

や
教
師
へ
の
信
頼
感
を
高
め
る
こ
と
も
狙
い
と
し
た
。

　

そ
う
し
た
取
り
組
み
が
効
果
を
見
せ
始
め
て
い
た
の

が
、
13
年
度
頃
の
こ
と
だ
っ
た
。
生
徒
の
生
活
が
落
ち

着
き
、学
び
に
意
識
が
向
か
う
よ
う
に
な
り
、次
の
一
手

を
打
つ
べ
き
時
期
が
来
た
と
教
師
は
実
感
し
て
い
た
。

　

同
校
が
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
の
は
、
電
子
黒
板
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
と
い
っ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育

活
動
だ
。
同
窓
会
と
振
興
会
か
ら
資
金
協
力
を
得
て
、

13
年
11
月
に
最
新
の
電
子
黒
板
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
32

台
（
生
徒
用
22
台
、
教
師
用
10
台
）
を
購
入
。
更
に
、

福
岡
県
の
県
立
高
校
と
し
て
は
初
め
て
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環

境
を
校
内
に
整
備
し
た
。

　

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
当
初
、
県
の
担

当
部
署
か
ら
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
上
の
ハ
ー
ド
ル
の
高
さ

を
相
談
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、「
本
校
が
県
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
の
パ
イ
オ
ニ
ア
に
な
り
ま
す
。
教
師
が
得
た
ノ

ウ
ハ
ウ
を
県
内
の
他
校
に
広
め
て
い
き
ま
す
」
と
半
年

間
を
掛
け
て
粘
り
強
く
交
渉
し
、
実
現
を
果
た
し
た
。

　

な
ぜ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
導
入
し
た
の
か
。
当
時
教
頭
を
務
め

て
い
た
山
田
和
弘
校
長
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
本
校
で
は
、『
生
徒
が
も
っ
と
分
か
る
授
業
を
し

よ
う
』
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
あ
く
ま

で
も
授
業
を
行
う
際
の
道
具
で
す
。
道
具
が
あ
る
こ

と
で
、
教
師
は
『
こ
の
道
具
を
ど
う
使
え
ば
、
生
徒

の
興
味
・
関
心
を
引
き
出
す
こ
と
が
出
来
る
の
か
』

と
、
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
の
余
地
が
生
ま
れ
ま
す
。
学

校
を
挙
げ
て
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
を
、
授
業
の
質
を
高

め
る
き
っ
か
け
に
し
た
か
っ
た
の
で
す
」

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
関
し
て
は
、
比
較
的
得
意
な
教
師

と
、苦
手
意
識
を
抱
く
教
師
に
分
か
れ
や
す
い
。
ま
た
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
材
に
慣
れ
て
い
な
い
教
師
は
、
そ
れ
を
授
業

に
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ
れ
ば
よ
い
の
か
、
具
体
的
な

イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
づ
ら
い
。
そ
こ
で
同
校
で
は
、
ま
ず
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
が
得
意
な
教
師
が
、
先
進
校
の
視
察
な
ど

か
ら
学
ん
だ
成
果
を
他
の
教
師
の
前
で
実
践
す
る
こ
と

で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
展
開
例
や
個
々
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
広
め
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

　

ま
た
、
定
期
的
な
研
修
と
は
別
に
、
不
定
期
の
ミ
ニ

研
修
を
実
施
し
た
。
そ
れ
を
中
心
と
な
っ
て
進
め
て
い

る
の
が
、
教
育
の
情
報
化
推
進
部
主
任
の
蒲か

も

原は
ら

航
太
郎

先
生
だ
。

　
「
正
規
の
研
修
を
増
や
し
す
ぎ
る
と
、
先
生
方
の

負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
昼
休
み
な
ど

に
職
員
室
で
『
今
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
動
画
の

使
い
方
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
』
な
ど
と
先
生
方
に

声
を
掛
け
、
ミ
ニ
研
修
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
短
時

間
で
終
わ
る
内
容
に
し
て
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ

う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
」

　

蒲
原
先
生
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
校
内
に
浸
透
さ
せ
て
い
く

た
め
に
は
、「
気
軽
さ
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
」
が
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
強
調
す
る
。
例
え
ば
、
授
業
中
に

５
分
間
の
動
画
を
見
せ
る
だ
け
で
生
徒
の
関
心
が
高
ま

る
様
子
を
、
教
師
に
見
せ
る
。
し
か
も
、
授
業
に
取
り

入
れ
る
た
め
の
操
作
が
難
し
く
な
い
と
分
か
れ
ば
、
教

福
岡
県
立
大
川
樟
風
高
校

南
里
加
壽
子　
な
ん
り
・
か
ず
こ

教
職
歴
23
年
。同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。文
理
科
主
任
。

「
変
化
を
恐
れ
ず
精
進
し
続
け
た
い
」

福
岡
県
立
大
川
樟
風
高
校

大
久
保
直
樹　
お
お
く
ぼ
・
な
お
き

教
職
歴
19
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
12
年
目
。
進
路
指
導

主
事
。「
自
分
の
学
校
に
誇
り
を
持
ち
、
夢
に
向
か
っ
て

挑
戦
し
続
け
る
生
徒
を
育
て
た
い
」

福
岡
県
立
大
川
樟
風
高
校

蒲
原
航
太
郎　
か
も
は
ら
・
こ
う
た
ろ
う

教
職
歴
３
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
教
育
の
情

報
化
推
進
部
主
任
。「
何
事
に
も
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
、
日
々
生
徒
と
共
に
成
長
し
た
い
」

福
岡
県
立
大
川
樟
風
高
校
教
頭

富
石　
亮　
と
み
い
し
・
あ
き
ら

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。「
自
分
の
人

生
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
発
揮
し

て
、
夢
を
実
現
す
る
生
徒
を
育
て
た
い
」

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
可
能
性
を
感
じ

積
極
的
に
活
用
す
る
教
師
が
増
加

福
岡
県
立
大
川
樟
風
高
校
校
長

山
田
和
弘　
や
ま
だ
・
か
ず
ひ
ろ

教
職
歴
35
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。「
課
題
の
中

に
解
決
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
」
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福岡県立　大川樟風高校福岡指導変革の

師
た
ち
は
「
自
分
の
授
業
で
も
ち
ょ
っ
と
や
っ
て
み
よ

う
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
活
動
を
繰

り
返
し
行
う
こ
と
で
、
今
で
は
、
多
く
の
教
師
が
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
授
業
で
活
用
し
て
い
る
。

　

富と
み

石い
し

亮あ
き
ら

教
頭
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
校
内
へ
の
浸
透
ぶ
り
を

実
感
し
て
い
る
。

　
「
10
台
あ
る
教
師
用
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
、
フ

ル
稼
働
の
状
態
で
す
。
個
人
で
購
入
し
、
授
業
に
活

用
す
る
先
生
も
目
立
ち
ま
す
。
ま
た
、
職
員
室
の
雑

談
で
も
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
に
関
す
る
話
題

が
よ
く
挙
が
っ
て
い
ま
す
」

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
整
備
し
て
わ
ず
か
１
、２
年
で
全
校

に
浸
透
し
た
の
は
、
教
師
自
身
が
授
業
や
生
徒
の
学
習

へ
の
効
果
を
感
じ
取
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

例
え
ば
、
国
語
の
古
文
の
授
業
で
は
、
文
法
事
項
の

復
習
時
に
、
教
師
が
「Classi

」（
＊
１
）
の
ウ
ェ
ブ

テ
ス
ト
機
能
を
使
い
、
関
連
問
題
を
生
徒
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
に
配
信
。
す
る
と
、
教
師
の
手
元
に
あ
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
に
は
、
生
徒
か
ら
の
解
答
が
送
ら
れ
て
く

る
。
そ
の
解
答
内
容
や
正
答
率
を
見
な
が
ら
、
教
師
は

「
こ
の
文
法
事
項
に
つ
い
て
は
、
生
徒
は
あ
ま
り
理
解

で
き
て
い
な
い
よ
う
だ
か
ら
、重
点
的
に
解
説
し
よ
う
」

と
い
う
よ
う
に
、
指
導
を
考
え
て
い
く
。
そ
の
場
で
生

徒
の
理
解
度
を
把
握
し
、そ
れ
に
応
じ
た
授
業
展
開
を
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
可
能
に
し
て
い
る
の
だ
。

　

そ
し
て
、
生
徒
の
理
解
度
に
対
応
し
た
授
業
だ
か
ら

こ
そ
、
生
徒
の
反
応
も
違
っ
て
く
る
。

　
「
担
当
す
る
日
本
史
の
授
業
で
は
、
特
に
資
料
を

見
せ
る
時
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ら
で
は
の
良
さ
を
実
感
し
て

い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
画
像
で
は
、
角
度
を
変
え
て
見

せ
た
り
、
俯
瞰
し
た
り
、
他
と
比
較
し
た
り
と
い
っ

た
こ
と
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
、
生
徒
の
よ
り
深
い
理

解
に
つ
な
げ
て
い
け
ま
す
。
学
力
の
定
着
に
す
ぐ
に

結
び
付
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
少
な
く
と
も

生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、
日
本
史
の
学
習
が
取
り
組
み

や
す
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
は
確
か
で
す
」（
大

久
保
先
生
）

　

15
年
度
は
、
再
び
同
窓
会
と
振
興
会
か
ら
の
資
金
協

力
を
得
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
48
台
を
新
た
に
購
入
し

た
。
こ
の
48
台
は
現
在
、
文
理
科
の
２
年
生
と
３
年
生

に
１
人
１
台
ず
つ
貸
与
さ
れ
、
必
要
に
応
じ
て
普
通
科

や
住
環
境
シ
ス
テ
ム
科
の
生
徒
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
る
。

　
「
将
来
的
に
は
、
全
て
の
生
徒
に
１
人
１
台
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
行
き
渡
ら
せ
た
い
と
考
え
て
お

り
、
ま
た
、
貸
与
で
は
な
く
、
生
徒
に
購
入
し
て
も

ら
う
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
今
は
ま
だ
取
り
組

み
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
の
で
、
進
学
希
望
の
生

徒
が
学
ぶ
文
理
科
で
、
学
習
指
導
や
進
路
指
導
に
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
生
か
し
て
い
く
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積

し
、
他
学
科
に
も
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」（
山
田
校
長
）

  

文
理
科
で
は
、「Classi

」
の
デ
ジ
タ
ル
学
習
記
録
の

機
能
を
用
い
て
、
家
庭
学
習
時
間
を
記
録
し
、
そ
の
デ

ー
タ
を
指
導
に
生
か
し
て
い
る
（
図
）。
ま
ず
、
生
徒

は
毎
日
、
教
科
や
分
野
ご
と
の
家
庭
学
習
時
間
を
、
デ

ジ
タ
ル
学
習
記
録
に
入
力
し
、
教
師
に
送
る
。
教
師
は

そ
の
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
コ
メ
ン
ト
を
付
け
て
返
信

す
る
。
文
理
科
３
年
生
の
担
任
で
あ
る
南な

ん

里り

加か

壽ず

子こ

先

生
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
以
前
は
紙
媒
体
に
手
書
き
で
家
庭
学
習
時
間
を

記
録
さ
せ
て
い
ま
し
た
が
、
書
く
の
に
時
間
が
掛
か

＊１　ソフトバンクとベネッセコーポレーションの合弁会社であるClassi 株式会
　　社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。

教科別に学習時間を入力すると、自動的にグラフが作成され、一目で
学習時間の比率が分かる。
＊学校資料を基に編集部で作成した画面見本

家庭学習時間を記録する画面図

家
庭
学
習
時
間
を
デ
ー
タ
で
共
有
し

模
試
分
析
に
活
用

演
習
問
題
の
正
答
率
を
見
な
が
ら

次
の
授
業
展
開
を
考
え
る
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る
こ
と
も
あ
り
、
生
徒
は
提
出
し
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
使
っ
た
デ
ジ
タ
ル
学
習
記
録
で
は
、
生
徒

は
簡
単
に
入
力
で
き
る
よ
う
で
す
。
教
科
ご
と
の
学

習
状
況
が
色
分
け
さ
れ
た
グ
ラ
フ
で
確
認
で
き
る
の

で
、
ア
ド
バ
イ
ス
も
具
体
的
に
し
や
す
く
な
り
ま
し

た
。
こ
の
記
録
は
生
徒
自
身
も
見
ら
れ
る
の
で
、
中
に

は
、
過
去
の
学
習
時
間
や
内
容
を
自
分
で
振
り
返
り

な
が
ら
、
各
教
科
へ
の
時
間
配
分
を
見
直
し
な
が
ら

今
後
の
学
習
計
画
を
立
て
て
い
る
生
徒
も
い
ま
す
」

　

生
徒
の
家
庭
学
習
時
間
の
デ
ー
タ
は
、
教
師
間
で
共

有
し
て
い
る
。
学
習
時
間
が
特
定
の
教
科
に
偏
っ
て
い

る
生
徒
に
個
別
指
導
を
し
た
り
、
模
試
の
分
析
会
で
成

績
と
の
関
連
を
見
た
り
す
る
こ
と
に
も
活
用
す
る
。
例

え
ば
、
数
学
の
家
庭
学
習
時
間
が
多
い
の
に
、
そ
れ
が

模
試
の
成
績
に
結
び
付
い
て
い
な
い
場
合
、
学
習
方
法

に
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
、
成
績

の
伸
長
や
伸
び
悩
み
の
原
因
を
分
析
す
る
際
に
、
家
庭

学
習
時
間
記
録
を
有
効
な
デ
ー
タ
と
し
て
活
用
し
て
い

る
の
だ
。

　
「
家
庭
学
習
時
間
を
紙
媒
体
に
記
録
し
て
い
た
時

は
、
集
計
作
業
に
手
間
が
掛
か
る
こ
と
も
あ
り
、
教

師
が
活
用
す
る
上
で
も
難
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。
先
生
方
か
ら
も
、
実
施
の
必
要
性
に
疑
問
の
声

が
上
が
っ
て
い
た
ほ
ど
で
す
。
デ
ー
タ
の
収
集
や
分

析
と
い
っ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
強
み
を
生
か
せ
る
領
域
で
す

の
で
、
今
後
も
効
果
的
な
活
用
方
法
を
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」（
蒲
原
先
生
）

　

環
境
整
備
か
ら
短
期
間
で
全
校
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を

浸
透
さ
せ
、
生
徒
が
よ
り
分
か
り
や
す
く
、
よ
り
質
の

高
い
授
業
を
行
っ
て
い
る
同
校
。
今
後
は
、
キ
ャ
リ
ア

教
育
や
国
際
理
解
授
業
、
学
校
行
事
や
部
活
動
に
も
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
方
針
だ
。
そ
の
一
環

と
し
て
、
７
月
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用
い
て
、
同
校
と
長

崎
外
国
語
大
を
結
び
、
遠
隔
授
業
を
実
施
し
た
。
文
理

科
の
１
年
生
の
生
徒
た
ち
が
、
電
子
黒
板
を
通
し
て
、

イ
ギ
リ
ス
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
出
身
の
大
学
教
員
か
ら
ウ
ェ

ー
ル
ズ
の
文
化
や
教
育
制
度
な
ど
を
学
ぶ
と
い
う
内
容

だ
っ
た
。

　
「
生
徒
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
、
外
国
人
の

先
生
の
話
を
聞
き
、
日
本
語
を
交
え
な
が
ら
も
、
英

語
で
積
極
的
に
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。
デ
ー
タ
通

信
料
な
ど
の
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用
い

れ
ば
、
学
校
の
中
に
い
な
が
ら
国
内
外
の
人
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
で
き
、
生
徒
た
ち

の
視
野
を
広
げ
る
こ
と
も
可
能
に
な
り
ま
す
。
今
後

は
、
海
外
の
生
徒
た
ち
と
共
に
学
べ
る
よ
う
な
遠
隔

授
業
が
出
来
な
い
か
と
考
え
て
お
り
、
現
在
交
渉
中

で
す
」（
富
石
先
生
）

　

山
田
校
長
は
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
あ
く
ま
で
も
道
具
に
過

ぎ
な
い
」
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
の
活
用
方
法
に
よ
っ

て
は
、学
校
を
大
き
く
変
え
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
、

同
校
の
取
り
組
み
は
示
し
て
い
る
。

若手教師が語る、指導変革への　　　　

生徒や先生がもっと気軽に
ＩＣＴを使える環境を整えたい

教育の情報化推進部主任　蒲原航太郎

　教育におけるＩＣＴの活用については、大学の授業で学ん
だ頃から可能性を感じていました。担当教科の数学の授
業では、問題演習でタブレット端末を活用し、生徒の解
答の様子を把握しています。生徒が入力した解答の中か
ら１つ選んで電子黒板に映し出し、その生徒に解答の過
程を説明してもらうこともあります。講義形式では生徒
は受け身の姿勢になりがちですが、タブレット端末を活
用することで生徒をうまく巻き込めていると思います。
　中には学習意欲が低い生徒もいますが、ＩＣＴを
使って授業をすると顔が上がり、そして教師が求める
以上のことを自主的に調べていることもあります。先
日も、２次関数のグラフについて教えていた時に、３
次関数や４次関数のグラフを作る生徒が現れました。
ＩＣＴは、学習意欲が低い生徒を学びに向かわせる
きっかけにもなると実感しています。
　ただ、ＩＣＴは、時々フリーズするなどのトラブル
が起こることがあります。そこで、機器の操作が得意
な生徒数人を「トラブル解決担当者」に任命しました。
授業中に機器が止まった時には教師の手助けをし、他
の生徒のタブレット端末の調子が悪い時には正常に動
くようにサポートしてくれます。ＩＣＴ活用は、教師
１人だけで頑張るものではなく、生徒と協力し合うこ
とが大切だと思います。教育の情報化推進部主任とし
て、教師も生徒ももっと気軽にＩＣＴを使いこなせる
環境を整えていきたいと思っています。

の 　　　情熱
遠
隔
授
業
や
海
外
と
の
交
流
で

視
野
を
広
げ
る
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遠
藤　

個
別
学
力
検
査
の

出
願
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る

た
め
、
12
月
の
三
者
面
談

で
、
模
試
の
成
績
推
移
を
基
に
個
別
学
力

検
査
で
ど
の
大
学
に
出
願
す
る
か
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
試
験
後
に
も
三

者
面
談
は
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

シ
ー
ト
を
運
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
、
セ
ン
タ
ー
試
験
後
に
志
望
が
大
き
く

変
わ
っ
た
り
、
保
護
者
と
意
見
が
衝
突
し

た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
減
少
し
ま
し
た
。

高
橋　

受
験
直
前
期
に
生

徒
に
こ
れ
だ
け
の
も
の
を

書
か
せ
る
の
は
、
な
か
な

か
大
変
で
は
な
い
で
す
か
。

遠
藤　

Ｌ
Ｈ
Ｒ
を
使
っ
て
記
入
さ
せ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
確
か
に
情
報
量
が
多

い
よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。
第
３
・
４
志
望

が
挙
が
ら
な
い
生
徒
も
い
ま
す
の
で
、「
こ

ん
な
大
学
も
あ
る
よ
」
と
三
者
面
談
前
に

指
導
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

鎌
田　

生
徒
自
身
に
成
績

を
振
り
返
ら
せ
て
、
志
望

進
路
を
具
体
的
に
書
か
せ

る
こ
と
は
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

１
月
か
ら
は
高
校
入
試
の
関
係
で
登
校
禁

止
日
も
増
え
る
の
で
、
12
月
の
う
ち
に
生

徒
、
保
護
者
と
志
望
大
を
細
か
く
検
討
し

て
お
く
こ
と
は
私
も
賛
成
で
す
が
、
も
う

少
し
生
徒
の
負
担
が
少
な
い
も
の
で
も
よ

検
討
会
メ
ン
バ
ー

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

遠
藤　

模
試
判
定
に
と
ら
わ
れ
て
、
安
全

志
向
に
な
り
過
ぎ
る
生
徒
も
い
ま
す
の

で
、
そ
う
し
た
生
徒
に
は
「
あ
と
１
カ
月

で
○
点
上
げ
よ
う
」
と
声
を
掛
け
、
入
試

ま
で
前
向
き
に
過
ご
さ
せ
た
い
で
す
。
一

方
で
、
プ
ラ
イ
ド
の
高
さ
か
ら
、
安
全
校

と
な
り
得
る
よ
う
な
第
３
・
４
志
望
で
は

な
く
、
高
い
目
標
ば
か
り
書
く
生
徒
も
散

見
さ
れ
ま
す
。
合
格
難
易
度
の
バ
ラ
ン
ス

が
取
れ
、
更
に
生
徒
の
将
来
の
目
標
に

合
っ
た
志
望
大
を
書
か
せ
た
い
で
す
。

鎌
田　
「
こ
れ
だ
け
候
補
を
挙
げ
た
の
だ

か
ら
、
ど
こ
か
に
は
入
れ
る
は
ず
」
と
生

徒
自
身
が
思
い
込
む
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
一
方
で
、
教
師
が
断
定
的
に
「
セ
ン

タ
ー
試
験
が
失
敗
し
た
ら
、
今
挙
が
っ
て

い
る
志
望
大
に
は
出
願
で
き
な
い
」
な
ど

と
言
い
過
ぎ
る
と
、
生
徒
の
モ
チ
ベ
ー

教
職
歴
27
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
主
幹
教
諭
。

進
路
指
導
主
任
。
数
学
科
。「『
目
い
っ
ぱ
い
や
り
切
っ
た
！
』

そ
ん
な
最
高
の
笑
顔
で
卒
業
し
て
も
ら
い
た
い
」

東
京
都
立

青
山
高
校　

鎌
田
邦
広　

か
ま
だ
・
く
に
ひ
ろ

３
年
生
12
月

三
者
面
談
シ
ー
ト

自
校
の
指
導
ツ
ー
ル
を
他
校
の
教
師
と
共
に
検
討
し
、
各
校
の
生
徒
特
性
に
合
っ
た
形
へ
改
善
を
図
る
本
コ
ー
ナ
ー
。

今
回
は
、
セ
ン
タ
ー
試
験
前
に
生
徒
、
保
護
者
、
担
任
で
志
望
校
を
確
認
す
る
「
三
者
面
談
シ
ー
ト
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

教
職
歴
14
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
２
学
年
担
任
。

進
路
指
導
部
。
理
科
。「『
為な

せ
ば
成
る
』
の
信
条
の
下
、
夢

に
向
か
っ
て
挑
戦
し
続
け
る
タ
フ
な
生
徒
を
育
て
た
い
」

大
分
県
立

中
津
南
高
校　

遠
藤
源
治　

え
ん
ど
う
・
げ
ん
じ

改良！指導ツール

合
理
性
を
追
求
し
な
が
ら
も

志
望
先
へ
の
熱
意
で
進
路
を
固
め
さ
せ
た
い

教
職
歴
13
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。
１
学
年
主
任
。

生
徒
指
導
部
。
数
学
科
。「
物
事
に
謙
虚
に
、
楽
し
く
取
り

組
む
大
切
さ
を
、
自
ら
の
姿
を
通
し
て
生
徒
に
教
え
た
い
」

群
馬
県
立

下し
も

仁に

田た

高
校　

高
橋
真
人　

た
か
は
し
・
ま
さ
と
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志望を固めさせて、センター試験後の出願校決定をスムーズにする
　大分県立中津南高校では、国公立大を志望する生徒の割合が高く、センター試験前の三者面談では、個別学力検査に
出願する大学を確認することが重要なテーマだ。遠藤先生は、志望大について６月からの模試結果（教科別得点推移や
合格可能性判定など）と、センター試験と個別学力検査の配点、更に試験本番での目標点や得意・不得意の意識などを
記入させ、生徒、保護者、担任が「これ１枚あれば、出願校の検討が可能」という情報網羅型のシートを運用している。

シ
ョ
ン
を
下
げ
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
る
の

で
、
生
徒
が
自
分
で
挑
戦
校
・
実
力
相
応

校
・
安
全
校
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
志
望

大
を
書
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

高
橋　

生
徒
や
保
護
者
の
特
性
、
学
校
の

方
針
に
も
よ
り
ま
す
が
、「
最
後
ま
で
自

分
の
志
望
に
こ
だ
わ
ろ
う
」
と
決
意
を
新

た
に
出
来
る
よ
う
な
面
談
を
し
た
い
で
す

し
、
不
本
意
入
学
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
志

望
度
の
低
い
大
学
ほ
ど
志
望
す
る
理
由
を

明
確
に
さ
せ
た
い
で
す
。

遠
藤　

模
試
判
定
を
踏
ま
え
た
合
理
的
な

検
討
は
大
切
で
す
が
、
入
学
後
、「
妥
協

し
て
し
ま
っ
た
」「
行
き
た
い
大
学
で
は

な
か
っ
た
」
と
後
悔
し
な
い
よ
う
、
そ
れ

ま
で
の
進
路
学
習
の
成
果
を
踏
ま
え
、
や

る
気
の
出
る
シ
ー
ト
に
し
た
い
で
す
。

狙
い
と
機
能

大分県立中津南高校・遠藤源治先生　３年生「三者面談シート」

課題と解決策

負
担
感
を
減
ら
す
た
め
、
志
望
大
を
記
入
す
る
欄
の
数

を
検
討
。「
挑
戦
・
実
力
相
応
・
安
全
」
と
難
易
度
の

バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
志
望
と
な
る
仕
組
み
を
つ
く
る
。

成
績
推
移
だ
け
で
な
く
、
今
後
ど
れ
だ
け
の
成
績
伸
長

が
必
要
か
、目
標
設
定
も
併
せ
て
行
え
る
よ
う
に
す
る
。

入
学
後
に
後
悔
し
な
い
、
納
得
感
の
あ
る
選
択
を
す
る

た
め
に
、
第
３
・
４
志
望
は
志
望
理
由
を
明
記
さ
せ
る
。

検討会で明らかになった課題を踏まえ
「三者面談シート」を改良！
次ページで紹介します。

改良！指導ツール

123

大
分
県
立
中
津
南
高
校

◎
全
日
制 

／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
２
０
０

人◎
２
０
１
５
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）
／
国

公
立
大
は
、
大
阪
大
、
九
州
大
、
大
分
大
な
ど
に

１
３
８
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
早

稲
田
大
、同
志
社
大
な
ど
に
延
べ
２
４
９
人
が
合
格
。

群
馬
県
立
下
仁
田
高
校

◎
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
60
人

◎
２
年
次
か
ら
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
、
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー

ス
、
カ
ル
チ
ャ
ー
コ
ー
ス
の
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
る

◎
２
０
１
５
年
度
進
路
実
績
（
現
役
の
み
）
／
４
年

制
大
進
学
４
人
、 

専
門
学
校
進
学
21
人
、
就
職
36
人
。

東
京
都
立
青
山
高
校

◎
全
日
制 

／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
２
８
０

人◎
２
０
１
５
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）
／

国
公
立
大
は
、
東
京
大
、
東
京
工
業
大
、
一
橋
大
、

京
都
大
な
ど
に
１
０
８
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶

應
義
塾
大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
６
１
２
人
が
合

格
。

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

シートは、三者面談の前
に配布し、生徒に記入さ
せておく。前・後期日程
には６大学、中期日程に
は３大学を書かせる。

10月の進研模試（記述）と11月の進研
模試（マーク）の判定を教科別に記入する。
6月からの推移と、教科別の強み・弱みを
明らかにすることで、生徒、保護者が納得
して出願校を絞り込めるようにする。
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情
報
網
羅
型
と
し
て
完
成
度
の
高
い
遠

藤
先
生
の
指
導
ツ
ー
ル
に
つ
い
て
、
今
回

の
検
討
会
で
は
、
出
願
候
補
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
志
望
大
の
数
を
絞
り
込
む
代
わ
り

に
、
志
望
の
順
位
に
よ
っ
て
三
者
面
談
で

確
認
す
る
情
報
の
質
を
変
え
て
い
く
と
い

う
提
案
が
な
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
志

望
順
位
の
高
い
大
学
に
つ
い
て
は
、
残
り

１
カ
月
で
合
格
可
能
性
判
定
を
上
げ
る
た

め
に
、
各
教
科
で
何
点
の
積
み
上
げ
が
必

要
か
を
生
徒
に
書
か
せ
、
面
談
で
今
後
の

学
習
の
見
通
し
な
ど
を
吟
味
す
る
。一
方
、

志
望
順
位
の
低
い
大
学
に
つ
い
て
は
、
志

望
理
由
を
明
ら
か
に
さ
せ
て
、
進
学
し
た

際
の
納
得
度
を
保
護
者
、
担
任
で
確
認
で

き
る
よ
う
に
し
た
。

　

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
試
験
前
後
、
気
持
ち

が
不
安
定
に
な
り
が
ち
な
生
徒
を
励
ま
す

た
め
に
も
、
三
者
面
談
を
前
向
き
な
機
会

に
し
た
い
と
い
う
提
案
が
あ
っ
た
。
そ
こ

で
、シ
ー
ト
の
中
に
生
徒
へ
の
エ
ー
ル
や
、

生
徒
本
人
の
決
意
を
書
き
込
む
欄
を
設
け

た
。
こ
の
よ
う
に
、
生
徒
の
学
習
の
履
歴

が
デ
ー
タ
と
し
て
一
覧
に
な
っ
て
い
る
だ

け
で
な
く
、
志
望
進
路
へ
の
思
い
や
決
意

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
、
言
わ
ば
合
理
性

と
情
熱
が
共
存
す
る
三
者
面
談
シ
ー
ト
を

目
指
し
た
。

改
訂
後
の
狙
い
と
機
能

挙
げ
さ
せ
る
志
望
大
の
数
を
絞
り
込
み

志
望
順
位
に
よ
り
掘
り
下
げ
方
を
変
え
る

３年生「三者面談シート」改訂版

志望順位の高い大学につい
ては、合格可能性判定を 1
段階上げるために、各教科
で何点の積み上げが必要か
を下段部分に記入させる。
また、志望順位の低い大学
については、同じく下段部
分に志望理由を明記させる。

前期・後期日程から各３大学を挙げる。書
いた大学の数によって、入試日程ごとに区
分けする罫線は、生徒自身が引くようにす
る。志望順位の隣に「挑戦校・実力相応校・
安全校」のいずれかを記入させる。

三者面談のゴールとして、「第１志望に向けて
頑張る生徒（子ども）を応援する」ことを意識
できるように、三者面談の中で保護者や担任か
ら出てきたエールや、生徒本人の決意の言葉な
どを記入するスペースをシートに設ける。

このマークのある図版は、加工可能なデータとして、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（http://berd.benesse.jp）からダウンロードできます。
「HOME→教育情報→高校向け→生徒指導・進路指導ツール集」でご覧ください。
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活用

BeforeBB AfA terff

鎌
田　

前
期
・
後
期
日
程

の
志
望
を
書
く
欄
は
、
そ

れ
ぞ
れ
３
大
学
程
度
に

絞
っ
て
も
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ

る
い
は
、
記
入
さ
せ
る
大
学
数
は
生
徒

に
任
せ
る
考
え
方
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
志
望
大
を
書
か
せ

る
際
、
挑
戦
校
・
実
力
相
応
校
・
安
全

校
の
３
つ
に
分
類
し
た
上
で
、
挑
戦
校

に
は
「
判
定
を
上
げ
る
た
め
に
は
あ
と

何
点
必
要
か
」
を
教
科
別
に
記
入
さ
せ

る
こ
と
で
、
11
月
時
点
で
の
判
定
だ
け

で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
伸
び
に
も
目
を

向
け
た
三
者
面
談
が
出
来
そ
う
で
す
。

遠
藤　

個
別
学
力
検
査
の

出
願
に
は
ど
ん
な
パ
タ
ー

ン
が
考
え
ら
れ
る
か
、
セ

ン
タ
ー
試
験
の
結
果
を
想
定
し
て
い
ろ

い
ろ
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
考
え
て
お
か

せ
た
い
で
す
。
し
か
し
、
あ
く
ま
で
も

目
指
す
の
は
第
１
志
望
で
す
か
ら
、
そ

の
た
め
に
セ
ン
タ
ー
試
験
ま
で
の
１
カ

月
を
大
切
に
し
よ
う
と
い
う
、
意
志
確

認
を
生
徒
、
保
護
者
と
し
た
い
で
す
。

高
橋　

志
望
順
位
が
低
く

な
り
が
ち
な
安
全
校
に

は
、「
な
ぜ
、
そ
の
大
学

を
志
望
す
る
の
か
」
を
一
言
で
も
書
か

せ
る
こ
と
で
、
１
・
２
年
生
で
の
進
路
学

習
と
矛
盾
が
な
い
か
ど
う
か
、
担
任
も

保
護
者
も
確
認
し
や
す
く
な
る
は
ず
で

す
。
と
も
す
れ
ば
、
不
本
意
入
学
の
危
険

性
が
出
て
く
る
安
全
校
は
、
合
格
可
能
性

だ
け
で
は
な
く
、
志
望
先
へ
の
熱
意
や
納

得
感
に
こ
だ
わ
ら
せ
た
い
で
す
ね
。

遠
藤　

第
３
・
４
志
望
の
志
望
理
由

を
書
け
て
い
な
い
生
徒
に
は
、
三

者
面
談
の
前
に
教
師
が
大
学
の
魅

力
を
伝
え
て
、
納
得
度
を
高
め
て

い
く
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。
例

え
ば
、
地
方
の
公
立
大
な
ど
に
は
、

学
生
へ
の
面
倒
見
の
良
さ
が
魅
力

の
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

そ
う
し
た
こ
と
を
知
ら
な
い
生
徒

は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。

鎌
田　

そ
の
大
学
が
、
自
分
が
目

指
す
専
攻
分
野
で
ど
ん
な
強
み
を

持
っ
て
い
る
か
や
、
大
学
院
進
学
、

就
職
の
面
で
ど
ん
な
魅
力
を
持
っ
て
い

る
の
か
な
ど
が
語
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

志
望
順
位
が
低
い
大
学
で
も
不
本
意
に

入
学
す
る
よ
う
な
こ
と
が
な
く
な
り
ま

す
。「
第
１
志
望
で
は
な
か
っ
た
が
、
不

本
意
で
は
な
い
」
と
、
生
徒
が
胸
を
張

れ
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
た
い
で
す
ね
。

高
橋　

三
者
面
談
も
生
徒
の
気
持
ち
を

高
め
る
場
に
し
た
い
で
す
よ
ね
。
生
徒

の
学
び
の
足
跡
が
し
っ
か
り
記
さ
れ
た

シ
ー
ト
だ
か
ら
こ
そ
、
三
者
面
談
で
生

徒
自
身
が
感
じ
た
思
い
や
決
意
、
あ
る

い
は
保
護
者
や
担
任
か
ら
の
エ
ー
ル
を

書
き
込
む
欄
を
設
け
て
、
明
る
い
雰
囲

気
で
三
者
面
談
を
終
え
ら
れ
る
よ
う
な

仕
組
み
を
つ
く
る
の
も
一
案
で
す
。

鎌
田　

セ
ン
タ
ー
試
験
後
、
多
く
の
生

徒
は
個
別
学
力
検
査
に
向
け
て
、
不
安

を
抱
き
ま
す
。
そ
ん
な
時
に
、「
先
生
や

親
に
応
援
し
て
も
ら
っ
た
三
者
面
談
の
時

の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
で
頑
張
ろ
う
」
と

思
え
る
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
て
も

ら
え
た
ら
素
敵
で
す
よ
ね
。

遠
藤　

生
徒
一
人
ひ
と
り
が
進
路
を
実

現
す
る
上
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
を

し
っ
か
り
と
く
み
取
り
、
入
試
本
番
ま

で
の
１
カ
月
を
勇
気
付
け
て
あ
げ
た
い

で
す
。
今
日
の
検
討
結
果
を
生
か
し
て
、

受
験
直
前
期
の
三
者
面
談
の
あ
り
方
を

今
後
も
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

1

2

3

4

三者面談までに、
過去の模試の結果を振り返り、記入させる

志望進路への思いを大切にさせながら、
挑戦校、実力相応校、安全校についての位置付けを
説明した上で難易度のバランスを考えて記入させる

三者面談前に、未記入の欄が
多い生徒については個別にフォローしていく

三者面談で生徒、保護者、担任が
第１志望合格に向けて気持ちを高めるために、

意気込みやエールを記入する

志
望
理
由
と「
あ
と
○
点
」を
明
確
に
し
、

入
試
本
番
に
前
向
き
に
臨
ま
せ
る

改良！指導ツール

活用の流れ
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本
学
で
は
、
２
０
１
２
年
度
か
ら
、
教
養
教
育
の
抜

本
的
な
改
革
を
進
め
て
お
り
、
中
で
も
英
語
教
育
改
革

は
重
要
な
柱
の
１
つ
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
改
革
前

に
実
施
し
た
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
本
学
の
英
語
教

育
に
大
き
な
不
満
を
抱
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。「
教
員
に
よ
っ
て
教
え
方
や
レ
ベ
ル
に
違
い
が
あ

り
す
ぎ
る
」
と
い
う
の
が
、
そ
の
理
由
で
す
。

　

本
学
に
は
１
学
年
に
約
１
７
０
０
人
の
学
生
が
い
ま

o
n

企
業
・
大
学
の
国
際
競
争
力
の
強
化
、
世
界
に
お
け
る
日
本
の
地
位
向
上
に
向
け
て
、
現
在
、
日
本
の
大
学
は
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
学
部
改
組
、
人
材
の
確
保
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
教
育
資
産

に
メ
ス
を
入
れ
、
英
語
教
育
を
急
ピ
ッ
チ
で
変
革
さ
せ
て
い
る
大
学
は
少
な
く
な
い
。
教
養
改
革
と
学
部
改
革
に
よ
っ

て
、
実
践
的
な
英
語
力
の
育
成
を
進
め
る
長
崎
大
を
例
に
、
大
学
の
英
語
教
育
改
革
の
実
情
を
見
て
い
く
。

を
考
え
る

教
育
オ
ピ
ニ
オ
ン

をを

実
践
的
な
英
語
ス
キ
ル
の

習
得
を
目
指
す
大
学
改
革

◎
か
つ
て
の
大
学
の
英
語
教
育
は
、
読
解
や
異
文
化

理
解
な
ど
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
と
し
て
の
学
び
が
中

心
で
あ
り
、
実
践
的
な
ス
キ
ル
に
即
し
た
授
業
は
少

な
か
っ
た
。
中
学
・
高
校
の
英
語
教
育
も
、
と
も
す

れ
ば
大
学
入
試
を
ゴ
ー
ル
と
し
た
内
容
で
あ
り
、
実

践
的
な
英
語
ス
キ
ル
を
習
得
す
る
の
は
大
学
院
進
学

後
、
あ
る
い
は
就
職
後
に
必
要
に
迫
ら
れ
て
…
…
と

い
っ
た
状
態
だ
っ
た
。そ
う
し
た
英
語
教
育
の
結
果
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社
会
の
中
で
、
日
本
人
が
存
在

感
を
発
揮
で
き
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
高
度
成
長
期

の
よ
う
に
、
日
本
人
の
勤
勉
さ
と
学
力
の
高
さ
だ
け

で
世
界
か
ら
尊
敬
さ
れ
る
時
代
は
終
わ
っ
た
。
多
様

な
社
会
に
お
い
て
、
多
様
な
人
た
ち
と
協
働
し
て
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
価
値
を
生
み
出
し
て
い
く
た
め
に

は
、
国
際
通
用
語
と
し
て
の
英
語
力
の
習
得
は
避
け

て
通
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
実
践
の
場
で
「
使
え
る

英
語
」が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
全
国
の
大
学
が
様
々

な
形
で
英
語
教
育
の
改
革
を
進
め
て
い
る
。

　

特
に
、
地
方
の
国
公
立
大
に
は
、
地
方
創
生
を
担

う
人
材
を
育
成
し
、
地
域
に
定
着
さ
せ
る
と
い
う
使

命
も
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
力
を
身
に

付
け
た
人
材
を
多
く
育
て
る
と
同
時
に
、
地
域
に
愛

着
を
持
っ
て
貢
献
す
る
、
高
い
志
を
持
っ
た
人
材
を

育
て
て
い
く
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

長
崎
大
多
文
化
社
会
学
部
に
見
る

大
学
の
英
語
教
育
改
革
の
今

英
語
力
に
加
え
、
幅
広
い
教
養
の
習
得
を
目
指
す

長
崎
大　
学
長　

片
峰　
茂
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す
が
、
そ
の
全
員
の
英
語
力
を
ネ
イ
テ
ィ
ブ
レ
ベ
ル
に

上
げ
る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
そ
れ
は
社
会

的
な
ニ
ー
ズ
に
も
合
致
し
て
い
ま
せ
ん
。
私
個
人
の
意

見
で
は
、
英
語
力
の
全
体
的
な
底
上
げ
と
、
国
際
社
会

で
活
躍
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
は
、
分
け
て
考

え
た
方
が
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、英
語
力
の
底
上
げ
に
向
け
て
、英
語
教
育
の

ガ
バ
ナ
ン
ス
を
確
立
さ
せ
ま
し
た
。
英
語
教
育
の
司
令

塔
と
な
る「
言
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
、７

割
を
占
め
て
い
た
非
常
勤
講
師
を
減
ら
し
て
、正
規
の

英
語
教
員
を
倍
増
さ
せ
ま
し
た
。更
に
、１
年
生
か
ら

ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
英
語
に
触
れ
ら
れ
る
機
会
を
設
け
、日

常
的
に
英
語
の
学
習
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
を
使
っ
た
自
主
学
習
シ
ス
テ
ム
も
構
築
し
ま
し
た
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ

の
モ
ン
タ
ナ
大
か
ら
英
語
教
育
の
専
任
講
師
を
招
き
、

「
グ
ロ
ー
バ
ル
プ
ラ
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
始
め
ま
し
た
。

全
学
の
希
望
者
か
ら
受
講
者
を
選
抜
し
、
１
年
生
後
期

か
ら
少
人
数
で
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
英
語
授
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
生
を

優
先
的
に
海
外
留
学
さ
せ
、
サ
ブ
メ
ジ
ャ
ー
と
し
て
修

了
証
を
出
せ
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
に
向
け
た
も
う
１
つ
の
試
み

が
、２
０
１
４
年
度
に
新
設
し
た
多
文
化
社
会
学
部
で

す
。単
に
英
語
が
話
せ
る
だ
け
で
な
く
、主
体
的
に
英
語

を
学
び
、英
語
を
使
っ
て
意
見
を
述
べ
、相
手
の
意
見
を

聞
い
て
発
信
で
き
る
力
、そ
し
て
異
文
化
へ
の
共
感
と

幅
広
い
教
養
を
持
つ
人
材
を
育
も
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
内
容
の
特
色
は
、
英
語
ス
キ
ル
以
外
に
、
専
門

教
育
に
匹
敵
す
る
社
会
科
学
の
教
養
を
習
得
さ
せ
る
点

で
す
。
法
律
、
政
治
、
経
済
、
国
際
関
係
、
歴
史
、
言

語
学
な
ど
を
カ
バ
ー
す
る
４
コ
ー
ス
を
設
け
、
３
年
生

か
ら
分
属
し
て
専
門
性
を
深
め
ま
す
。
英
語
力
の
育
成

は
、
１
年
生
前
期
か
ら
半
年
間
、
英
語
と
大
学
入
門
科

目
を
集
中
的
に
履
修
す
る
「T

ransition Program

」

で
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
後
期
に
は
３
〜
４
週
間
の

短
期
留
学
を
必
修
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
生
10
人

に
つ
き
１
人
の
割
合
で
、英
語
専
任
の
「
コ
ー
チ
ン
グ
・

フ
ェ
ロ
ー
」
を
付
け
、
学
生
個
々
の
学
習
状
況
を
把
握

し
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
更
に
、
４
コ
ー
ス
の
う
ち
２

コ
ー
ス
で
は
、
半
年
か
ら
１
年
間
の
中
・
長
期
留
学
を

必
須
と
し
て
い
ま
す
。

　

入
試
も
大
き
く
変
え
ま
し
た
。
本
学
部
で
は
、
セ
ン

タ
ー
試
験
の
英
語
の
配
点
比
率
を
高
く
し
、
前
期
日
程

の
個
別
学
力
検
査
で
は
、
時
事
問
題
に
関
す
る
複
数
の

文
章
や
グ
ラ
フ
、
地
図
な
ど
を
読
み
解
き
、
そ
れ
に
基

づ
い
て
論
理
的
に
意
見
を
述
べ
ら
れ
る
か
を
問
う
試
験

を
課
し
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
見
て
い
ま
す
。

　

学
部
新
設
か
ら
２
年
が
経
ち
、成
果
は
徐
々
に
表
れ

て
い
ま
す
。多
文
化
社
会
学
部
で
は
、１
年
生
で
Ｔ
Ｏ

Ｅ
Ｆ
Ｌ　
Ｐ
Ｂ
Ｔ
５
０
０
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
が
、８

割
以
上
の
学
生
が
そ
の
目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。１
年

生
で
到
達
が
厳
し
か
っ
た
学
生
も
、コ
ー
チ
ン
グ
・
フ
ェ

ロ
ー
の
指
導
を
受
け
、
２
年
生
前
期
に
は
９
割
が
達
成

し
て
い
ま
す
。更
に
素
晴
ら
し
い
の
は
、学
生
の
学
習

意
欲
の
高
さ
で
す
。大
学
の
様
々
な
活
動
に
意
欲
的
に

参
加
す
る
学
生
が
多
く
、グ
ロ
ー
バ
ル
プ
ラ
ス
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
は
希
望
者
の
半
数
が
本
学
部
の
学
生
で
し
た
。

　

た
だ
、真
の
成
果
が
表
れ
る
の
は
卒
業
後
だ
と
、我
々

は
考
え
て
い
ま
す
。
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
就
職
先
・
進

学
先
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
し
て
ど
の
よ
う
に
活
躍

し
て
い
く
か
が
成
否
を
分
け
る
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
高
校
や
企
業
か
ら
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
引
き
続

き
教
育
の
改
善
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

一
方
で
課
題
も
あ
り
ま
す
。
初
年
度
は
入
試
倍
率
が

２
・
３
倍
に
な
り
、
多
く
の
優
秀
な
学
生
が
入
学
し
ま

し
た
。
た
だ
、
入
試
内
容
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
西
日

本
の
国
際
系
の
学
部
で
は
最
高
難
度
の
学
部
に
位
置
付

け
ら
れ
た
影
響
も
あ
り
、
２
年
目
は
定
員
割
れ
と
な
り

ま
し
た
。そ
の
た
め
一
部
で
は
、こ
の
学
部
が
失
敗
だ
っ

た
と
す
る
報
道
も
あ
り
ま
す
。
学
内
に
も
入
試
を
見
直

す
べ
き
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
す
が
、
私
は
信
念
を
貫

く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
学
が
目
指
す
の
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
と
突
破
力
を
持
っ
て
未
知
の
領
域

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
人
材
で
あ
り
、
地
域
で
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
い
ざ
と
な
れ
ば
世
界
の
ど
こ

へ
で
も
飛
ん
で
い
け
る
人
材
の
育
成
で
す
。

　

高
校
の
先
生
方
に
は
、
様
々
な
こ
と
に
頑
張
れ
る
伸

び
し
ろ
の
大
き
い
生
徒
を
、
ど
ん
ど
ん
地
方
の
大
学
に

送
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
大
学
は
責
任
を
持
っ
て

生
徒
の
潜
在
能
力
を
引
き
出
し
、
産
官
と
も
連
携
し
て

卒
業
後
も
支
援
し
続
け
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
関
係
が
出

来
れ
ば
、
地
方
は
活
性
化
し
、
ひ
い
て
は
日
本
全
体
の

競
争
力
向
上
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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多
文
化
社
会
学
部
の
特
徴
は
、「
多
文
化
社
会
」
と

い
う
切
り
口
で
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て

い
く
点
で
す
。
文
化
的
背
景
や
言
語
を
異
に
す
る
人
々

と
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
な
が
ら
、
様
々
な
形
で
協
働
し
、
共
に
生
活
す
る
こ

と
の
出
来
る
人
材
の
育
成
を
主
眼
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
次
の
３
つ
の
力
が
必
要
だ
と
考
え
ま

す
。
１
つ
め
は
、
広
い
意
味
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
で
す
。
他
者
の
考
え
に
耳
を
傾
け
、
論
理
的
に

考
え
て
自
分
の
意
見
や
主
張
を
伝
え
る
。
そ
の
上
で
、

国
際
通
用
語
と
し
て
の
英
語
力
を
身
に
付
け
、
他
者
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
力
で
す
。
２
つ
め
は
、

多
文
化
社
会
を
理
解
す
る
た
め
の
知
識
や
教
養
で
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
は
、
世
界
中
の
地
域
や
人
々
と
つ

な
が
る
と
い
う
良
い
面
だ
け
で
な
く
、
極
端
な
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
や
エ
ス
ノ
セ
ン
ト
リ
ズ
ム
と
い
っ
た
否
定
的

な
側
面
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
困
難
を
乗
り
越
え
る

た
め
に
、
様
々
な
文
化
へ
の
深
い
理
解
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
３
つ
め
は
、未
知
の
分
野
に
飛
び
込
む
勇
気
で
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
は
あ
え
て
新
し
い
こ
と
や
困
難
な

こ
と
に
挑
戦
し
な
け
れ
ば
解
決
で
き
な
い
課
題
が
あ
る

か
ら
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
力
を
育
成
す
る
た
め
に
、
１
年
生
前
期
に

T
ransition Program

を
設
け
ま
し
た
。
大
学
で
の
学

修
に
必
要
な
知
識
・
ス
キ
ル
と
実
践
的
な
英
語
を
集
中

的
に
学
ぶ
科
目
で
、
英
語
力
を
高
め
る
と
共
に
受
け
身

の
学
び
か
ら
主
体
的
な
学
び
へ
の
転
換
を
図
り
ま
す
。

　

英
語
教
育
は
４
年
一
貫
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
、

外
部
検
定
試
験
の
ス
コ
ア
を
進
級
の
指
標
に
し
て
い

ま
す
。
１
年
生
の
目
標
は
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ　
Ｐ
Ｂ
Ｔ
で

５
０
０
、
長
期
留
学
の
要
件
は
５
５
０
、
卒
業
ま
で
に

　

本
学
部
の
入
試
で
測
ろ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
基
礎

的
な
英
語
力
と
、
批
判
的
・
論
理
的
思
考
力
で
す
。
セ

ン
タ
ー
試
験
の
配
点
３
０
０
点
満
点
の
う
ち
２
０
０
点

は
英
語
で
、
英
語
の
得
点
率
が
前
期
日
程
で
は
80
％
、

後
期
日
程
で
は
85
％
以
上
の
者
を
第
１
段
階
選
抜
の
合

格
者
と
し
て
い
ま
す
。
前
期
日
程
の
個
別
学
力
検
査
で

は
６
０
０
以
上
を
目
標
に
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

早
期
か
ら
海
外
に
出
て
世
界
を
知
る
こ
と
も
重
視
し

て
お
り
、
１
年
生
後
期
に
３
〜
４
週
間
、
語
学
研
修
を

主
と
し
た
短
期
留
学
を
必
修
に
し
ま
し
た
。
更
に
、
４

コ
ー
ス
の
う
ち
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
コ
ー
ス
は
６
か
月
以

上
の
留
学
が
、
オ
ラ
ン
ダ
特
別
コ
ー
ス
は
オ
ラ
ン
ダ
・

ラ
イ
デ
ン
大
学
へ
の
１
年
間
の
留
学
が
必
修
で
す
。

　

15
年
度
に
は
、
長
崎
市
の
協
力
を
得
て
、
キ
ャ
ン
パ

ス
の
近
く
に
学
生
寮
を
設
け
て
、
１
年
生
の
う
ち
は
全

寮
制
と
し
ま
し
た
。
１
部
屋
の
学
生
４
人
の
う
ち
１
人

を
留
学
生
に
す
る
こ
と
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
だ
け
で
な
く

生
活
の
場
で
も
異
文
化
体
験
が
出
来
る
環
境
を
整
え
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
長
崎
大
の
学
生
に
比
べ
て
、
本
学
部
の

学
生
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
積
極
的
で
す
。
講
演
会
で

の
質
疑
応
答
で
は
活
発
に
発
言
し
、
学
外
の
イ
ベ
ン
ト

に
も
主
体
的
に
参
加
す
る
姿
が
頻
繁
に
見
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
後
は
18
年
度
を
め
ど
に
大
学
院
設
置
を
構
想
し

て
お
り
、
理
論
的
探
究
力
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
卓

越
し
た
人
材
を
育
成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

授
業
か
ら
日
常
生
活
に
至
る
ま
で
多
文
化
環
境
を
実
現

長
崎
大　

多
文
化
社
会
学
部　

学
部
長　

佐
久
間　
正

英
語
力
と
批
判
的・論
理
的
思
考
力
の
双
方
を
測
る
新
し
い
入
試

長
崎
大　

多
文
化
社
会
学
部　

教
授　

木
村
直
樹
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中
学
校
時
代
か
ら
英
語
が
好
き
で
、
授
業
以
外
に
も
ラ

ジ
オ
の
英
語
講
座
を
聞
き
、
実
践
的
な
英
語
の
習
得
を
心

掛
け
て
き
ま
し
た
。
本
学
部
を
志
望
し
た
の
は
、
英
語
を

使
っ
て
政
治
や
経
済
な
ど
が
学
べ
る
点
に
魅
力
を
感
じ
た

か
ら
で
す
。
ま
た
、
教
員
の
専
門
分
野
が
地
域
・
内
容
共

に
多
様
で
し
た
。
将
来
の
目
標
が
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た

の
で
、
入
学
時
に
専
門
分
野
を
絞
ら
ず
、
幅
広
く
教
養
を

身
に
付
け
る
中
で
視
野
を
広
げ
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　

入
学
し
て
か
ら
は
毎
日
英
語
漬
け
で
し
た
が
、
そ
の
お

か
げ
で
実
践
的
な
英
語
力
が
身
に
付
き
ま
し
た
。
授
業
以

外
に
も
、
様
々
な
テ
ー
マ
の
英
会
話
を
楽
し
む
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
英
語
カ
フ
ェ
」
に
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
た
。
私
は

高
校
ま
で
海
外
を
訪
れ
た
経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

１
年
生
前
期
だ
け
で
、
日
本
語
を
介
在
せ
ず
に
、
英
語
で

考
え
、
英
語
で
話
す
習
慣
が
付
き
、
後
期
の
カ
ナ
ダ
へ
の

短
期
留
学
に
も
自
信
を
持
っ
て
臨
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

高
校
生
に
伝
え
た
い
の
は
、
教
科
・
科
目
の
つ
な
が
り

を
意
識
し
て
学
ぶ
こ
と
で
す
。
哲
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る

デ
カ
ル
ト
は
、
平
面
上
座
標
の
概
念
を
確
立
し
、
数
学
の
分

野
に
も
大
き
な
足
跡
を
残
し
ま
し
た
。
各
学
問
は
ど
こ
か

で
つ
な
が
っ
て
い
る
と
意
識
し
て
学
べ
ば
、
今
あ
る
知
識

も
つ
な
が
り
、
広
が
っ
て
い
く
の
を
実
感
で
き
ま
す
。
受
験

勉
強
で
は
、
国
語
は
国
語
、
数
学
は
数
学
と
分
け
て
考
え
が

ち
で
す
が
、
学
問
の
つ
な
が
り
を
意
識
す
る
こ
と
で
、
大
学

で
の
学
び
も
よ
り
充
実
し
た
も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

知
識
の
つ
な
が
り
を
楽
し
む
こ
と
が

学
問
の
醍
醐
味

は
、
高
度
な
英
語
試
験
と
、
複
数
の
文
章
や
デ
ー
タ
を

読
み
解
き
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
論
文
を
書
く
と
い
う
批

判
的
・
論
理
的
思
考
力
テ
ス
ト
を
課
し
て
い
ま
す
。
英

語
で
も
、
時
事
的
な
話
題
が
あ
り
、
14
年
度
は
日
本
に

お
け
る
移
民
政
策
の
是
非
、
15
年
度
は
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
誘
致
の
是
非
を
論
じ
さ
せ
る
問
題
を
課
し
ま
し

た
。
セ
ン
タ
ー
試
験
で
９
割
以
上
の
得
点
を
挙
げ
る
受

験
生
で
も
、
個
別
学
力
検
査
の
結
果
に
よ
り
逆
転
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
や
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
、
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ 

ｆ
ｏ
ｒ 

Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｓ
、
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ　
Ｃ
Ｂ
Ｔ
な

ど
、
本
学
部
が
提
示
す
る
英
語
の
外
部
検
定
試
験
で
一

定
の
ス
コ
ア
を
持
つ
受
験
生
は
、
セ
ン
タ
ー
試
験
の
英

語
の
得
点
を
２
０
０
点
満
点
に
換
算
し
て
第
１
段
階
選

抜
の
合
格
者
と
し
て
い
ま
す
。
外
部
検
定
試
験
の
ス
コ

ア
を
採
用
す
る
理
由
は
３
つ
あ
り
ま
す
。

　

１
つ
め
は
、
受
験
機
会
の
確
保
で
す
。
入
試
は
一
発

勝
負
の
側
面
も
強
く
、
実
力
を
発
揮
で
き
な
い
人
も

い
ま
す
。
普
段
か
ら
努
力
し
て
い
る
人
た
ち
の
た
め

に
、
受
験
の
チ
ャ
ン
ス
を
複
数
回
設
け
た
い
と
考
え
ま

し
た
。
特
に
、
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
の
よ
う
な
検
定
料
が
比
較
的

安
い
試
験
を
取
り
入
れ
て
受
験
機
会
を
担
保
す
る
こ
と

は
、
地
方
国
立
大
の
使
命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
２
つ

め
は
、
本
学
部
は
留
学
が
必
修
で
あ
り
、
そ
こ
に
直
結

す
る
学
習
に
高
校
時
代
か
ら
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
と
い

う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
実
践
的
な
英
語
力
を
身
に
付
け

て
お
け
ば
、
大
学
で
の
学
び
に
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き

ま
す
。
３
つ
め
は
、
セ
ン
タ
ー
試
験
で
は
測
る
こ
と
が

出
来
な
い
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
力
や
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
力
を
評

価
す
る
こ
と
で
す
。
外
部
検
定
試
験
の
活
用
に
よ
り
、

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
リ
ス
ニ
ン
グ
だ
け
で
な
く
、
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
や
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
技

能
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
評
価
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

高
校
の
先
生
方
の
中
に
は
、
英
語
の
出
来
る
生
徒
が

本
学
部
に
合
格
し
や
す
い
と
捉
え
て
い
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
よ
う
で
す
が
、
英
語
は
、
個
別
学
力
検
査
の
段

階
で
は
差
が
出
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
高
校
の
基
礎
的
・

基
本
的
な
学
習
内
容
を
し
っ
か
り
身
に
付
け
た
上
で
、

そ
れ
を
大
学
の
学
び
に
ど
の
よ
う
に
つ
な
げ
て
考
え
ら

れ
る
か
が
最
も
重
要
で
す
。英
語
が
あ
る
程
度
で
き
て
、

社
会
に
対
す
る
関
心
を
持
っ
て
い
る
、
そ
の
よ
う
な
学

生
が
入
学
後
に
伸
び
て
い
き
ま
す
。

　

英
語
を
使
っ
て
何
か
を
考
え
、
表
現
し
た
い
と
い
う

生
徒
、
世
界
や
社
会
に
対
し
て
関
心
を
持
ち
、
様
々
な

角
度
か
ら
物
事
を
捉
え
ら
れ
る
生
徒
に
と
っ
て
は
、
挑

戦
し
が
い
の
あ
る
入
試
で
あ
り
、
入
学
後
も
充
実
し
た

学
び
が
待
っ
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

学
生
が
語
る
多
文
化
社
会
学
部
の
学
び

を考える 教育オピニオン

多
文
化
社
会
学
部
２
年

竹
田　
穣　
た
け
だ
・
じ
ょ
う

熊
本
県
立
第
二
高
校
卒
業
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天
然
有
機
化
合
物
の
研
究
に
お
い
て
世
界
的
な
権
威
で
あ
る

大
村
智
北
里
大
名
誉
教
授
。
独
創
的
で
多
彩
な
手
法
を
通
じ
て
、

微
生
物
が
生
産
す
る
化
合
物
を
約
４
０
０
種
類
も
発
見
し
た
。

そ
の
う
ち
20
種
類
が
、
現
在
も
医
薬
や
動
物
薬
、
農
薬
、
研
究

用
試
薬
と
し
て
世
界
中
で
使
わ
れ
て
い
る
。
大
村
教
授
の
研
究

の
原
点
と
独
創
性
の
源
を
う
か
が
っ
た
。

　

１
グ
ラ
ム
の
土
の
中
に
、
微
生
物
が
ど
の
く
ら
い
い
る
か
知

っ
て
い
ま
す
か
。
そ
の
数
、
な
ん
と
１
億
個
以
上
。
微
生
物
は

肉
眼
で
確
認
す
る
の
も
難
し
い
く
ら
い
小
さ
な
生
き
物
で
す
が
、

有
用
な
化
合
物
を
つ
く
り
出
す
も
の
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

現
在
使
わ
れ
て
い
る
薬
の
約
４
分
の
１
は
、
微
生
物
の
生
産
す

る
化
合
物
か
ら
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

１
９
７
９
年
に
私
共
が
発
見
し
た
抗
寄
生
虫
薬
エ
バ
ー
メ
ク

チ
ン
も
そ
の
一
つ
で
す
。
エ
バ
ー
メ
ク
チ
ン
を
基
に
し
て
つ
く

ら
れ
た
薬
は
主
に
畜
産
に
貢
献
し
、
20
年
余
り
に
わ
た
っ
て
世

界
の
動
物
薬
の
売
り
上
げ
１
位
を
記
録
し
て
い
ま
す
。
こ
の
薬

は
人
間
の
寄
生
虫
に
も
効
果
が
あ
り
、
ア
フ
リ
カ
の
風
土
病
で

重
度
の
視
力
障
害
を
引
き
起
こ
す
オ
ン
コ
セ
ル
カ
症
の
特
効
薬

と
し
て
、
１
年
間
で
７
０
０
０
万
人
以
上
の
人
々
に
投
与
さ
れ
、

失
明
か
ら
救
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
素
晴
ら
し
い
パ
ワ
ー
を
持
つ
微
生
物
と
出
合
っ
た

の
は
、
化
学
を
学
ん
で
き
た
私
が
恩
師
の
誘
い
で
、
山
梨
大
の

発
酵
生
産
学
科
で
助
手
を
し
て
い
た
と
き
で
す
。
微
生
物
の
一

つ
で
あ
る
酵
母
で
発
酵
の
実
験
を
し
て
い
た
と
き
、
酵
母
の
働

き
に
よ
っ
て
ブ
ド
ウ
糖
が
あ
っ
と
い
う
間
に
ア
ル
コ
ー
ル
に
変

化
す
る
様
子
に
心
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
ま
し
た
。
「
人
間
が
で
き
な

い
こ
と
を
可
能
に
す
る
微
生
物
は
す
ご
い
」。
こ
の
出
合
い
が
、

私
の
研
究
人
生
の
出
発
点
に
な
り
ま
し
た
。

　

微
生
物
の
研
究
を
本
格
的
に
始
め
た
の
は
、
北
里
研
究
所
に

入
所
し
て
か
ら
で
す
。
研
究
所
に
は
、
創
立
者
で
あ
り
伝
染
病

の
研
究
で
歴
史
に
名
を
残
し
た
北
里
柴
三
郎
博
士
の
教
え
で
あ

る
、
「
実
学
の
精
神
」
が
根
付
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
私
の

師
で
あ
る
秦
藤
樹
先
生
は
、
抗
ガ
ン
剤
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る

マ
イ
ト
マ
イ
シ
ン
の
発
見
者
で
あ
り
、
私
も
「
な
ん
と
か
し
て

人
に
役
立
つ
よ
う
な
薬
を
つ
く
り
た
い
」
と
思
っ
た
の
で
す
。

　

志
は
高
く
掲
げ
た
も
の
の
、
当
時
の
研
究
所
に
は
十
分
な
研

究
費
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
の
研
究
者
の
研
究
費
は
ア

メ
リ
カ
の
20
分
の
１
程
度
だ
っ
た
の
で
す
。
私
は
世
界
中
を
飛

び
回
り
、
経
済
的
な
支
援
を
し
て
く
れ
る
企
業
を
探
し
ま
し
た
。

今
で
こ
そ
国
際
的
な
産
学
協
同
研
究
は
当
た
り
前
で
す
が
、
当

時
は
珍
し
く
、
「
企
業
の
片
棒
を
担
い
で
い
る
」
と
批
判
的
な

声
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
は
「
よ
い
薬
を

つ
く
る
に
は
協
同
研
究
が
必
要
だ
」
と
周
囲
を
説
得
し
、
研
究

を
進
め
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
年
間
２
０
０
０
〜
３
０
０
０
種
類
も
の
微
生
物
を

土
壌
か
ら
分
離
し
て
調
べ
、
微
生
物
が
つ
く
る
新
し
い
化
合
物

を
探
し
ま
し
た
。
化
合
物
を
見
つ
け
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら

の
持
つ
作
用
を
分
子
レ
ベ
ル
や
細
胞
レ
ベ
ル
で
解
析
、
医
薬
品

素
材
と
し
て
の
可
能
性
を
追
求
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

だ
れ
も
知
ら
な
い
微
生
物
を
発
見
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で

す
か
ら
、
そ
う
簡
単
に
研
究
は
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な

は
た
と
う
じ
ゅ

  S a t o s h i

好奇心のおもむくままに得た知識が
研究者としての土台を築いた

土
の
中
の
微
生
物
が
７
０
０
０
万
人
を
救
う

人
の
役
に
立
つ
薬
を
つ
く
り
た
い

10代のための　　　　考ためののの 　　　の 考考考考

北里研究所名誉理事長　日本学士院会員
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と
き
は
、
自
分
の
状
況
を
高
校
・
大
学
時
代
に
熱
中
し
て
い
た

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
に
置
き
換
え
ま
し
た
。
長
距
離
競
技
で
は

雪
山
を
15
㎞
も
走
り
ま
す
。
コ
ー
ス
の
途
中
に
必
ず
あ
る
上
り

坂
で
「
も
う
ダ
メ
だ
…
…
」
と
気
持
ち
が
途
切
れ
そ
う
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
「
こ
の
坂
を
越
え
れ
ば
ゴ
ー

ル
は
近
い
」
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
、
次
の
一
歩
を
踏
み
出
し

た
の
で
す
。
高
校
３
年
か
ら
大
学
４
年
ま
で
県
大
会
で
５
年
連

続
優
勝
し
、
国
体
に
も
出
場
で
き
た
の
は
、
諦
め
か
け
た
と
き

に
、
ぐ
っ
と
そ
の
気
持
ち
を
抑
え
て
踏
ん
張
る
こ
と
が
で
き
た

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
頑
張
れ
ば
必
ず
結
果
に
つ
な
が
る
。
こ

れ
は
研
究
に
お
い
て
も
同
じ
で
す
。
辛
い
と
き
こ
そ
気
持
ち
を

奮
い
立
た
せ
、
前
へ
前
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
の
で
す
。

　

35
年
以
上
の
研
究
生
活
を
通
し
て
、
私
は
エ
バ
ー
メ
ク
チ
ン

を
は
じ
め
と
す
る
微
生
物
由
来
の
有
用
な
天
然
有
機
化
合
物
を

20
種
類
発
見
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
成
果
を
上
げ
ら
れ
た
最
大

の
理
由
は
、
行
動
力
や
忍
耐
力
だ
け
で
な
く
、
「
独
自
の
こ
と

を
や
る
と
失
敗
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
人
を
超
え
る
チ
ャ
ン
ス

が
生
ま
れ
る
」
と
考
え
、
微
生
物
の
つ
く
る
新
し
い
化
合
物
を
見

つ
け
出
す
方
法
を
独
自
に
確
立
し
た
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ア
イ
デ
ア
の
源
に
な
っ
た
の
は
、
山
梨
大
の
学
生
時
代
に
学

ん
だ
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
実
験
や
知
識
で
し
た
。
当
時
の
大
学

は
１
年
次
か
ら
研
究
室
に
自
由
に
出
入
り
し
、
好
き
な
実
験
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
化
学
を
専
攻
し
て
い

ま
し
た
が
、
有
機
化
学
、
無
機
化
学
、
物
理
化
学
な
ど
幅
広
く

学
び
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
、
興
味
の
あ
っ
た
生
物
学
、
地
学
、

人
体
生
理
学
な
ど
の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。
今
思
え
ば
、
一
つ

の
学
問
領
域
に
と
ど
ま
ら
ず
、
好
奇
心
の
お
も
む
く
ま
ま
に
学

ん
だ
こ
と
が
、
私
の
研
究
者
と
し
て
の
基
礎
を
築
い
た
の
で
し

ょ
う
。
事
実
、
有
機
化
合
物
の
構
造
決
定
に
、
早
期
に
鉱
物
を

解
析
す
る
の
に
使
う
Ｘ
線
結
晶
構
造
解
析
を
用
い
る
こ
と
を
何

の
た
め
ら
い
も
な
く
行
え
た
の
も
、
鉱
物
学
を
学
ん
だ
経
験
を

生
か
し
た
も
の
で
し
た
。

　

学
問
と
い
う
の
は
、
学
者
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
る
も
の
は
ご

く
わ
ず
か
で
、
む
し
ろ
、
人
々
が
日
々
の
生
活
の
中
で
見
つ
け

た
小
さ
な
疑
問
や
発
見
が
積
み
重
な
っ
て
で
き
た
も
の
だ
と
、

私
は
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
疑
問
や
発
見
は
、
大
学
で
机
に
向

か
っ
て
論
文
を
書
く
こ
と
だ
け
か
ら
生
ま
れ
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
毎
日
の
生
活
や
普
段
の
勉
強
に
ヒ
ン
ト
が
あ
る
こ
と

を
是
非
知
っ
て
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
何
か
面
白
い
現
象

を
体
験
し
た
ら
、
自
分
な
り
に
考
え
、
調
べ
、
わ
か
ら
な
か
っ

た
ら
人
に
聞
い
て
み
る
、
実
験
す
る
、
そ
し
て
理
解
す
る
。
そ

の
過
程
こ
そ
が
学
問
を
形
づ
く
っ
て
い
く
の
で
す
。

O M U R A   

学
問
は
日
常
の
小
さ
な
疑
問
や
発
見
か
ら
始
ま
る

お
お
む
ら
・
さ
と
し　

１
９
３
５
年
山
梨
県
生
ま
れ
。
山
梨
大
学
芸
学
部
自
然
科
学

科
卒
業
、
東
京
理
科
大
大
学
院
理
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
山
梨
大
工
学
部
発
酵

生
産
学
科
助
手
を
経
て
、
北
里
大
薬
学
部
教
授
、
北
里
研
究
所
理
事
・
所
長
な
ど
を

歴
任
。
現
在
、
学
校
法
人
北
里
研
究
所
名
誉
理
事
長
、
北
里
大
名
誉
教
授
、
女
子
美

術
大
理
事
長
。
90
年
日
本
学
士
院
賞
、
92
年
紫
綬
褒
章
、
米
国
化
学
会
ア
ー
ネ
ス

ト
・
ガ
ン
サ
ー
賞
な
ど
国
内
外
で
受
章
多
数
。

◎
本
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
す
る
研
究
者
は
日
本
学
士
院
の
会
員
の
方
々
で
す
。
日
本
学
士
院

は
、
学
術
上
功
績
の
あ
っ
た
科
学
者
を
優
遇
す
る
た
め
の
機
関
で
、
人
文
科
学
70
名
、
自

然
科
学
80
名
が
在
籍
し
、
新
会
員
の
選
定
、
公
開
講
演
会
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
会
員
に
選
定
さ
れ
る
こ
と
は
研
究
者
と
し
て
名
誉
な
こ
と
と
さ
れ
、
ま
た
日
本
学
士

院
賞
は
我
が
国
の
学
界
で
は
最
も
権
威
あ
る
賞
と
し
て
、
毎
年
初
夏
に
行
わ
れ
る
授
賞
式

に
は
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
ご
臨
席
さ
れ
ま
す
。http://w

w
w
.japan-acad.go.jp/

＊
２
０
１
５
年
10
月
に
大
村
智
北
里
大
特
別
栄
誉
教
授
が
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
本
誌
２
０
０
８
年
９
月
号
に
掲
載
し
た
本
記
事
を
再
録
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
本

文
中
の
内
容
は
記
事
掲
載
時
点
の
も
の
で
す
。
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「
教
育
の
グ
ロ
ー
バ
ル
対
応
に
向
け
た
情

報
交
換
会
議
」
は
、
教
育
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
を
進
め
る
高
校
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
２
０
１
３
年
度
に
第
１

回
を
開
催
、14
年
度
に
文
部
科
学
省
「
ス
ー

パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｇ

Ｈ
）」
事
業
が
開
始
し
た
以
降
は
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ

指
定
校
を
中
心
と
し
て
実
施
し
て
き
た
。

５
回
目
と
な
る
今
回
を
含
め
、
全
国
か
ら

延
べ
約
４
０
０
校
、
約
５
０
０
人
の
教
師

が
参
加
し
て
い
る
。　

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
大
学
改
革
の
方
向

性
を
踏
ま
え
た
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
の
指
導
を
考
え
る
」
だ
。
グ

ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
た
め
の
資
質
・
能

力
の
育
成
は
も
ち
ろ
ん
、
大
学
改
革
の
動

向
を
見
据
え
、
今
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育

の
方
向
性
を
考
え
る
場
と
し
た
。
冒
頭
で

は
、
ベ
ネ
ッ
セ
か
ら
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
指
定
校
や

教
育
委
員
会
か
ら
多
く
寄
せ
ら
れ
る
課
題

と
し
て
、
次
の
４
点
が
挙
げ
ら
れ
た
。

①
推
進
体
制　

少
数
の
教
師
の
努
力
で
改

革
を
推
進
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

い
か
に
効
果
的
な
推
進
体
制
を
構
築
す

る
か
。

②
探
究
学
習
・
英
語
４
技
能
の
育
成　

ど

の
よ
う
な
指
導
や
評
価
を
通
し
て
、
生

徒
の
学
び
を
深
め
て
い
く
か
。

③
海
外
研
修　

よ
り
多
く
の
生
徒
の
参
加

を
可
能
に
す
る
効
果
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
い
か
に
用
意
す
る
か
。

④
進
路
指
導
（
海
外
大
進
学
な
ど
）　

高
校

卒
業
時
に
海
外
大
進
学
に
挑
戦
す
る
志

向
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
が
、
現
状
は
指

導
ノ
ウ
ハ
ウ
に
限
界
が
あ
る
。
い
か
に

グ
ロ
ー
バ
ル
な
進
路
指
導
を
行
う
か
。

　

そ
う
し
た
目
の
前
の
課
題
へ
の
対
応
を

含
め
、
各
校
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
推
進

に
寄
与
す
る
具
体
的
な
材
料
を
多
く
得
る

こ
と
が
、
今
回
の
会
議
の
目
的
だ
。
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
入
試
改
革
を
中
心
と
し
た
最

新
の
教
育
改
革
に
関
す
る
ベ
ネ
ッ
セ
か
ら

の
情
報
提
供
、
東
北
大
の
花
輪
公
雄
理
事

に
よ
る
基
調
講
演
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
指
定
校
２
校

に
よ
る
事
例
発
表
、
そ
し
て
参
加
校
が
14

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
情
報
交
換
を
行
っ

た
。
そ
の
主
な
内
容
を
紹
介
す
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
推
進
に
向
け

今
後
の
方
向
性
を
考
え
る
場
に

●ベネッセからの情報提供
「教育改革の方向性と今後求められる人材像・学力要件に
ついて」
ベネッセコーポレーション高校事業部　山田高

たか

幹
もと

●基調講演
「東北大学 教育改革と入試改革 現状と展望」
東北大　理事（教育・学生支援・教育国際交流担当）　花輪公雄

●実例発表
東京都・私立渋谷教育学園渋谷中学高校
熊本県立済

せいせいこう

々黌高校
＊情報交換会議資料を基に編集部で作成

「教育のグローバル対応に向けた情報交換会議」
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全
国
の
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）
指
定
校
が
集
結

大
学
改
革
の
方
向
性
を
見
据
え
、

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
を
語
り
合
う
情
報
交
換
会
を
開
催

２
０
１
５
年
10
月
、
全
国
か
ら
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）
指
定
校
が
集
ま
り
、「
教
育
の
グ
ロ
ー
バ
ル
対
応
に
向
け
た
情
報
交
換
会
議
」（
主
催
ベ
ネ
ッ
セ
）

が
開
催
さ
れ
た
。
現
在
の
高
校
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
で
は
、
生
徒
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
た
め
の
資
質
・
能
力
の
育
成
に
加
え
、
大
学
改
革
や
入
試
改
革
へ
の
対
応
も
求
め
ら

れ
て
い
る
。
高
校
教
育
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
推
進
役
で
あ
る
Ｓ
Ｇ
Ｈ
指
定
校
の
教
師
が
現
状
の
課
題
を
踏
ま
え
、
今
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
あ
り
方
を
語
り
合
っ
た
。



　

渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
中
学
高
校
は
、
教

科
横
断
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
型

授
業
を
特
色
と
す
る
取
り
組
み
を
発
表
し

た
。
研
究
テ
ー
マ
は
、
探
究
型
学
習
を
通

し
た「
行
動
で
き
る
リ
ー
ダ
ー
」の
育
成
だ
。

　

探
究
型
学
習
で
は
、
地
球
的
規
模
の
問

題
と
し
て
「
人
間
の
安
全
保
障
」
に
か

か
わ
る
問
題
の
発
見
と
解
決
に
取
り
組

む
。
１
年
生
２
学
期
に
行
う
「H

iroshim
a 

Project

」
は
、
国
語
・
社
会
・
英
語
を
中

心
に
教
科
横
断
型
で
進
め
る
（
図
２
）。
各

教
科
の
授
業
で
基
礎
知
識
を
得
た
後
、
各

自
で
調
べ
学
習
を
行
い
、デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
交
渉
エ
ッ

　

基
調
講
演
で
は
、
文
部
科
学
省
「
ス
ー

パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援
（
Ｓ
Ｇ

Ｕ
）」
の
採
択
校
で
あ
る
東
北
大
の
花
輪
公

雄
理
事
が
、
自
学
の
教
学
改
革
を
語
っ
た
。

　

東
北
大
は
、13
年
、５
年
後
の
自
学
の
あ

る
べ
き
姿
を
ま
と
め
た
「
里
見
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
公
表
。
そ
の
１
つ
め
に
掲
げ
た「
グ
ロ
ー

バ
ル
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」
に
向
け
、
教
育

改
革
と
組
織
再
編
を
進
め
る
。

　

教
育
改
革
で
は
、
受
動
的
学
習
か
ら
能

動
的
学
習
へ
の
学
び
の
転
換
、
学
士
・
大

学
院
課
程
を
一
貫
す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

構
築
を
進
め
る
他
、
Ｓ
Ｇ
Ｕ
の
軸
と
な
る

活
動
と
し
て
、
学
内
で
の
学
び
と
海
外
で

の
研
鑽
を
組
み
合
わ
せ
た
包
括
的
国
際
理

解
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
に
取
り
組
む
。
同

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
年
間
２
０
０
０
人
の
学

生
が
留
学
や
国
際
体
験
を
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
、
多
様
な
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

英
語
で
学
ぶ
専
門
科
目
を
設
け
、
実
践
的

な
語
学
ス
キ
ル
の
強
化
を
図
る
。

　

組
織
再
編
で
は
、
様
々
な
教
育
組
織
を

整
理
・
統
合
し
、「
高
度
教
養
教
育
・
学
生

支
援
機
構
」
に
一
本
化
。
各
部
署
の
連
携

推
進
と
機
能
強
化
、
効
率
化
を
図
っ
た
。

　

ま
た
、
同
大
学
は
多
様
な
資
質
や
能
力

を
持
つ
学
生
が
集
ま
る
こ
と
が
グ
ロ
ー
バ

ル
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
不
可
欠
と
考
え
、

早
く
か
ら
Ａ
Ｏ
入
試
に
力
を
入
れ
、
全
学

部
が
実
施
し
て
い
る
。「
15
年
度
入
試
で
は

全
入
学
者
の
20
％
が
Ａ
Ｏ
入
試
で
の
入
学

だ
っ
た
が
、
こ
れ
を
数
年
以
内
に
30
％
に

引
き
上
げ
る
」
と
花
輪
理
事
は
話
す
。

　

東
北
大
の
Ａ
Ｏ
入
試
の
特
色
は
、
一
般

入
試
と
同
じ
準
備
を
き
ち
ん
と
す
れ
ば
合

格
で
き
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
入
学
者
数

や
選
考
方
法
は
学
部
に
委
ね
る
が
、
評
価

事
項
は
共
通
で「
基
礎
学
力
＋
α
」と
し（
図

１
）、学
部
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー

を
踏
ま
え
て
選
抜
す
る
。
例
え
ば
、
あ
る

学
部
で
は
教
員
の
講
義
を
受
講
し
、
そ
れ

に
関
す
る
筆
記
試
験
や
グ
ル
ー
プ
討
論
を

行
う
。
別
の
学
部
で
は
最
初
に
課
題
が
提

示
さ
れ
、２
時
間
後
、模
造
紙
に
考
え
を
整

理
し
た
も
の
を
使
い
な
が
ら
発
表
を
す
る
。

　

Ａ
Ｏ
入
試
枠
拡
大
の
背
景
に
は
、
入
学

者
が
優
秀
で
あ
る
こ
と
も
大
き
い
。「
留
年

せ
ず
に
卒
業
す
る
割
合
や
Ｇ
Ｐ
Ａ
（
＊
１
）

平
均
値
は
、
一
般
入
試
で
の
入
学
者
よ
り

Ａ
Ｏ
入
試
の
入
学
者
の
方
が
高
い
。
高
校

時
代
に
日
々
の
学
習
を
通
じ
て
基
礎
学
力

を
高
め
、
健
全
な
学
校
生
活
に
よ
っ
て
広

い
視
野
や
好
奇
心
を
育
ん
だ
学
生
の
入
学

を
期
待
し
て
い
る
」と
、花
輪
理
事
は
語
る
。

　

今
後
は
「
多
面
的
・
総
合
的
」
入
試
の

あ
り
方
も
検
討
し
、
大
学
入
試
改
革
の
牽

引
役
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

＊１　Grade Point Average の略。各科目の成績を加重平均した数値で学力を定量的に測る指標。
＊２　渋谷教育学園渋谷中学高校の取り組みは、本誌 2015 年 6月号特集「2015 年度入試に見るこれからの指導のあり方」でも紹介しています。

東北大　理事
（教育・学生支援・
教育国際交流担当）

花輪公雄
はなわ・きみお

渋谷教育学園
渋谷中学高校
ＳＧＨ委員副委員長

北原りゅうじ
きたはら・りゅうじ

東北大　AO入試の実施概要と特徴図１
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基礎学力＋α（意欲・適性・好奇心……）を評価
●基礎学力
・高校学業成績（学習成績概評がＡ段階）
ＡＯ入試Ⅱ期全学部、ＡＯ入試Ⅲ期法学部で出願要件に
・小論文・筆記試験
ＡＯ入試Ⅲ期医学部（医・保健）・工学部
・センター試験
ＡＯ入試Ⅲ期全学部（学部により口頭試問）

●＋α（意欲・適性・好奇心など）
・志願理由書、活動報告書、面接試験、志願者評価書
＊東北大の資料を基に編集部で作成

教
育
改
革
と
組
織
再
編
で
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
を
推
進

東
北
大

基
調
講
演

教
科
横
断
、ア
ク
テ
ィ
ブ・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
を
実
施

東
京
都
・
私
立
渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
中
学
高
校
（
＊
２
）

実
例
発
表
１



　

熊
本
県
立
済
々
黌
高
校
は
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
推

進
に
向
け
た
組
織
改
編
を
中
心
に
発
表
し

た
。
同
校
は
、
国
際
的
素
養
を
備
え
世
界

を
リ
ー
ド
す
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
、

「
Ｓ
Ｇ
ク
ラ
ス
」（
１
年
生
２
ク
ラ
ス
、
２

年
生
１
ク
ラ
ス
）
を
設
置
し
、
２
つ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
。「
リ
サ
ー
チ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、「
持
続
可
能
性
を
確

保
す
る
開
発
と
地
球
環
境
保
全
の
あ
り
方
」

を
テ
ー
マ
に
、
１
年
生
は
グ
ル
ー
プ
研
究

と
論
文
作
成
、
２
年
生
か
ら
３
年
生
に
か

け
て
個
人
研
究
で
英
語
論
文
を
作
成
す
る
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
は
、
１
年
生
は
英
語
で
議
論
や
意
見
を

発
表
で
き
る
力
の
育
成
、
２
年
生
は
実
践

的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
習
得
す

る
と
共
に
、
日
本
の
文
化
・
歴
史
な
ど
の

教
養
を
身
に
付
け
る
。

　

２
０
１
５
年
度
に
は
、
課
題
で
あ
っ
た

Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
学
校
全
体
へ
の
波
及
に
向
け
、

進
路
指
導
部
に
、
従
来
の
進
路
指
導
を
担

う「
キ
ャ
リ
ア
・
サ
ポ
ー
ト（
Ｃ
Ｓ
）課
」と
、

Ｓ
Ｇ
Ｈ
推
進
や
海
外
大
進
学
・
留
学
な
ど

を
担
当
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
リ
ア
（
Ｇ

Ｃ
）
課
」
を
設
定
し
た
（
図
３
）。

　

Ｇ
Ｃ
課
の
大
き
な
目
的
で
あ
る
Ｓ
Ｇ
Ｈ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
の
た
め
に
、
週
１
回
、

Ｇ
Ｃ
課
の
教
員
に
加
え
、
進
路
指
導
主
事

や
各
学
年
主
任
が
参
加
す
る
「
Ｇ
Ｃ
課
会
」

を
実
施
。
Ｇ
Ｃ
課
会
で
検
討
さ
れ
た
企
画

は
、
管
理
職
な
ど
も
参
加
す
る
「
Ｓ
Ｇ
企

セ
イ
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
で
、
調
べ
た
内

容
、
自
分
の
考
え
を
発
信
す
る
。

　

そ
う
し
た
過
程
を
経
て
、
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
広
島
に
関
す
る
英
語
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
す
る
「H

iroshim
a Brochure 

Project

」
を
行
う
。
こ
こ
で
は
、
東
京
外

国
語
大
の
留
学
生
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

る
が
、「
多
様
な
価
値
観
に
触
れ
ら
れ
る
よ

う
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
、
中
東
な
ど
様
々

な
出
身
国
の
留
学
生
を
招
い
て
い
る
」
と
、

北
原
り
ゅ
う
じ
先
生
は
説
明
す
る
。
完
成

し
た
作
品
は
、
ア
メ
リ
カ
・
フ
ロ
リ
ダ
州

の
協
力
校
で
世
界
史
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て

使
用
さ
れ
る
。
同
時
に
協
力
校
の
生
徒
と

教
師
に
作
品
を
審
査
し
て
も
ら
い
、
12
グ

ル
ー
プ
の
う
ち
上
位
２
グ
ル
ー
プ
を
協
力

校
で
の
５
日
間
の
研
修
に
派
遣
す
る
。

　

２
年
生
で
は
、
各
自
の
関
心
に
応
じ
た

探
究
学
習
「Social Justice Project

」

を
行
う
。
活
動
は
個
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で

も
よ
い
。
最
終
的
に
は
、
学
園
祭
で
情
報

を
発
信
し
た
り
、
校
外
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
取
り
組
ん
だ
り
し
た
後
、
英
語
で

の
報
告
書
を
作
成
す
る
。
15
年
度
に
は
、

ユ
ニ
セ
フ
主
催「
Ｊ
７
ユ
ー
ス
・
サ
ミ
ッ
ト
」

の
日
本
代
表
に
選
ば
れ
、
各
国
の
首
相
に

意
見
書
を
提
出
し
た
グ
ル
ー
プ
も
あ
っ
た
。

「
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
、
日

本
人
は
『
シ
ャ
イ
』『
英
語
へ
の
恐
怖
心
』

と
い
っ
た
弱
点
が
あ
る
一
方
、『
会
議
で
は

冷
静
で
客
観
的
』『
他
国
と
は
異
な
る
価
値

観
を
持
つ
』
と
い
っ
た
強
み
を
感
じ
た
と

話
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
弱
点
を
克
服
し

て
強
み
を
十
分
に
生
か
せ
る
人
材
の
育
成

を
目
指
し
て
い
る
」
と
、
北
原
先
生
は
今

後
の
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　

学
校
全
体
の
取
り
組
み
と
す
る
た
め
に

よ
り
多
く
の
教
科
と
の
連
携
・
協
力
が
必

要
だ
っ
た
が
、
そ
の
た
め
に
生
徒
の
成
長

を
示
す
デ
ー
タ
を
提
示
し
た
。「
Ｓ
Ｇ
Ｈ
指

定
後
、
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
の
ス
コ
ア
は
、
特
に
ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
や
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
で
明
ら
か

に
伸
び
た
。そ
の
デ
ー
タ
を
示
す
と
、多
く

の
教
師
が
積
極
的
に
協
力
し
て
く
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
」と
、北
原
先
生
は
報
告
し
た
。

熊本県立済々黌高校
グローバルキャリア課
課長

鶴濱正悟
つるはま・せいご

「Hiroshima Project」での各教科の内容図２

組織改編後の進路指導部図3

＊熊本県立済々黌高校の取り組みは、本誌 2014 年12月号特集「動機と型の質的転換を図る教科指導」でも紹介しています。
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•国語　「『黒い雨』とハリウッド映画―比較
文化論としての核」と題し、日米における
核の描写の違いから、核に対する双方の考
え方の相違を考察。

•社会　原爆を始めとする大量破壊兵器とそ
の規制、集団的自衛権、核兵器を取り巻く
国際情勢について考察。

•英語　広島に関連したテーマについて学び、
東京外国語大の留学生・海外提携校と連携
し、「Hiroshima Brochure Project」を実施。

＊渋谷教育学園渋谷中学高校の資料を基に編集部で作成

「
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
リ
ア
課
」を
設
置
し
活
動
を
推
進

熊
本
県
立
済せ

い

々せ
い

黌こ
う

高
校
（
＊
）

実
例
発
表
２

＊熊本県立済々黌高校の資料を基に編集部で作成

進路指導部〈進路指導主事〉

キャリア・
サポート（ＣＳ）課
•従来の進路指導
を行う

〈キャリア・サポート
課長〉

グローバル
キャリア（ＧＣ）課

•ＳＧＨ推進
•海外大進学・留学
•国内グローバル大への対応
•外部検定試験
〈グローバルキャリア課長

（ＳＧＨ主査）〉



　

情
報
交
換
会
で
は
、
６
〜
７
人
ず
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

前
半
と
後
半
で
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
を

入
れ
替
え
、
冒
頭
で
挙
げ
ら
れ
た
４
つ
の

課
題
を
踏
ま
え
、
前
半
は
「
い
か
に
探
究

学
習
の
評
価
を
行
う
か
」「
い
か
に
海
外
研

修
を
活
用
し
、生
徒
の
学
び
を
深
め
る
か
」、

後
半
は
「
い
か
に
４
技
能
の
英
語
力
を
育

成
す
る
か
」「
い
か
に
国
際
化
に
重
点
を
置

く
大
学
や
海
外
大
へ
の
志
望
を
育
成
す
る

か
」の
４
テ
ー
マ
を
話
し
合
っ
た
。
各
テ
ー

ブ
ル
で
聞
か
れ
た
先
生
方
の
意
見
を
抜
粋

し
て
紹
介
す
る
。

画
委
員
会
」
で
の
検
討
を
経
て
実
行
す
る
。

Ｇ
Ｃ
課
と
連
携
し
、
例
年
、
各
学
年
で
実

施
す
る
進
路
講
演
会
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
要

素
が
強
い
講
師
を
招
く
な
ど
、
進
路
行
事

の
「
Ｓ
Ｇ
化
」
に
も
取
り
組
む
。
大
学
入

試
改
革
へ
の
対
応
も
、
Ｇ
Ｃ
課
の
重
要
な

役
割
だ
。「
多
面
的
評
価
に
向
け
、
教
育
課

程
全
体
の
中
に
Ｓ
Ｇ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
各

種
活
動
を
ど
う
位
置
付
け
る
か
を
設
計
し

て
い
る
」と
、鶴
濱
正
悟
先
生
は
説
明
す
る
。

　

外
部
検
定
試
験
で
は
、
全
生
徒
が
受
検

す
るGT

EC for ST
U
D
EN
T
S

に
加
え
、

15
年
度
か
ら
Ｓ
Ｇ
ク
ラ
ス
で
はGT

EC 
Speaking T

est

も
受
検
す
る
こ
と
に
し

た
。
更
に
、
20
年
度
に
実
施
が
予
定
さ
れ

て
い
る
「
大
学
入
学
希
望
者
学
力
評
価
テ

ス
ト
（
仮
称
）」
に
備
え
、
読
解
力
や
論
述

力
、
思
考
力
な
ど
を
測
定
す
る
タ
ス
ク
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
型
の
「
課
題
解
決
力
テ
ス

ト
」
を
独
自
に
開
発
し
、
今
年
度
は
１
年

生
で
実
施
し
た
。

　

そ
の
他
、
海
外
大
進
学
や
留
学
へ
の
対

応
な
ど
も
Ｇ
Ｃ
課
が
担
う
。「
Ｇ
Ｃ
課
を
中

心
に
未
来
型
の
進
路
指
導
と
し
て
、グ
ロ
ー

バ
ル
な
キ
ャ
リ
ア
観
を
育
み
た
い
。
更
に

指
定
終
了
後
も
Ｇ
Ｃ
課
が
Ｓ
Ｇ
Ｈ
で
培
っ

た
教
育
資
産
を
発
展
的
に
継
承
し
て
い
く
」

と
、
鶴
濱
先
生
は
先
を
見
据
え
て
語
っ
た
。

文
引
用
数
な
ど
を
見
る
と
、
英
語
力
が
問
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
。

◎
イ
ン
プ
ッ
ト
し
た
も
の
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

さ
せ
る
た
め
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。

◎
中
高
一
貫
校
の
利
点
を
生
か
し
、
中
学
校

か
ら
実
践
的
な
英
語
力
育
成
に
力
を
入
れ
た

と
こ
ろ
、
英
語
力
が
飛
躍
的
に
向
上
し
た
。

日
本
人
教
師
は
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
講
師
の
授
業

と
ど
う
連
携
さ
せ
る
か
と
い
う
視
点
で
授
業

を
構
成
し
、
そ
の
内
容
は
大
き
く
変
化
し
た
。

◎
１
年
生
２
学
期
か
ら
、
環
境
問
題
な
ど
を

テ
ー
マ
に
即
興
型
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
学
期
に
１
回
、
録
画
を
す
る

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

◎
英
語
を
話
す
必
然
性
が
な
い
と
生
徒
は
英

語
を
使
わ
な
い
。
留
学
生
を
招
く
な
ど
、
英

語
を
使
う
状
況
を
ど
ん
ど
ん
増
や
し
て
い
る
。

◎
授
業
改
善
に
３
年
間
取
り
組
み
、
Ｇ
Ｔ
Ｅ

Ｃ
の
ス
コ
ア
が
上
が
っ
て
き
た
。
今
後
も
ス

コ
ア
を
指
標
の
１
つ
と
し
た
い
。

◎
生
徒
に
海
外
志
向
を
強
め
て
ほ
し
い
と
考

え
、
ベ
ネ
ッ
セ
に
よ
る
海
外
大
説
明
会
を
実

施
し
て
い
る
。

◎
日
本
に
も
諸
外
国
か
ら
留
学
生
が
大
勢
来

て
い
る
こ
と
に
気
付
か
せ
る
の
が
海
外
大
進

学
へ
の
第
一
歩
だ
と
思
う
。
そ
の
こ
と
が
生

徒
の
頭
に
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

◎
２
年
生
は
１
年
間
掛
け
て
論
文
を
作
成
し

て
発
表
す
る
。
生
徒
が
「
下
級
生
に
見
せ
た

い
論
文
」「
図
書
館
に
残
し
た
い
論
文
」
な
ど

を
投
票
す
る
形
で
相
互
評
価
を
し
て
い
る
。

３
年
生
は
そ
れ
を
英
語
で
行
う
。

◎
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
作
成
を
進
め
て
い
る
。

具
体
的
な
行
動
を
し
て
い
れ
ば
「
５
」、
大
学

に
つ
な
が
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
内
容
は
「
７
」

な
ど
と
、
数
値
化
を
想
定
し
て
い
る
。

◎
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
、
教
師
の
合
意
を
取
り
、

形
式
的
に
し
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
い
る
。

◎
生
徒
の
た
め
の
評
価
な
の
で
、
探
究
学
習

で
は
生
徒
に
還
元
す
る
評
価
を
行
っ
て
い
る
。

◎
海
外
研
修
旅
行
の
参
加
希
望
者
に
は
、
事

前
学
習
で
「
何
を
学
び
た
い
の
か
」
を
突
き

詰
め
さ
せ
、
そ
れ
を
基
に
選
考
し
て
い
る
。

◎
一
部
の
生
徒
し
か
参
加
で
き
な
い
た
め
、

帰
国
後
に
学
年
や
全
校
に
対
し
て
研
修
内
容

を
発
表
さ
せ
、
共
有
し
て
い
る
。

◎
国
内
の
大
学
に
留
学
生
を
増
や
す
こ
と
も

大
事
だ
。
大
学
の
国
際
競
争
力
を
高
め
な
い

と
、
世
界
か
ら
留
学
生
が
集
ま
ら
な
い
。
論

ＳＧＨ指定校全112校のうち、70校から82人が参加。
情報交換会では、14のグループに分かれ、自校の取り
組みや課題を発表した（別途、９県教育委員会、１市教
育委員会から10人が参加）。
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い
か
に
海
外
研
修
を
活
用
し
、

生
徒
の
学
び
を
深
め
る
か

い
か
に
探
究
学
習
の
評
価
を
行
う
か

い
か
に
海
外
大
へ
の
志
望
を
育
成
す
る
か

い
か
に
４
技
能
の
英
語
力
を
育
成
す
る
か

課
題
視
さ
れ
る
４
テ
ー
マ
に
つ
い
て
情
報
交
換

情
報
交
換
会



ル
ー
ル
の
徹
底
と
教
師
の
発
問
力
が
授
業
を
充
実
さ
せ
る

　

10
月
号
の
特
集
は
、
時
宜
を
得
た
記
事
で
訴
求
力

が
あ
り
、
国
語
・
数
学
・
生
物
の
実
践
事
例
も
具
体

的
で
参
考
に
な
っ
た
。
中
で
も
、
三
重
県
・
私
立
鈴

鹿
中
学
・
高
校
の
岩
佐
純
巨
先
生
の
「
グ
ル
ー
プ
学

習
の
ル
ー
ル
」
の
徹
底
は
、
充
実
し
た
グ
ル
ー
プ
学

習
を
行
う
た
め
に
欠
か
せ
な
い
視
点
だ
と
感
じ
た
。

ま
た
、
長
野
県
屋
代
高
校
・
附
属
中
学
校
の
「
教
師

が
発
問
の
レ
ベ
ル
を
間
違
え
る
と
、
生
徒
が
途
端
に

話
さ
な
く
な
る
」
と
い
う
駒
井
健
吾
先
生
の
言
葉
に

共
感
し
た
。
こ
れ
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

型
授
業
に
限
ら
ず
、
ど
の
よ
う
な
授
業
形
態
に
お
い

て
も
当
て
は
ま
る
と
感
じ
た
。

教
師
の
的
確
な
仕
掛
け
が
、
生
徒
を
や
る
気
に
さ
せ
る

　

10
月
号
の
「
ハ
ー
ト
を
こ
が
せ
！
」
の
埼
玉
県
立

川
越
工
業
高
校
の
電
車
を
自
作
す
る
活
動
を
見
て
、

教
師
に
よ
る
生
徒
へ
の
的
確
な
仕
掛
け
が
、
生
徒
を

や
る
気
に
さ
せ
、
充
実
し
た
教
育
に
つ
な
が
っ
て
い

く
の
だ
と
感
じ
た
。
改
め
て
、
教
師
の
質
の
高
い
意

図
的
な
取
り
組
み
の
重
要
性
を
認
識
し
た
。

志
望
理
由
書
を
通
し
て
、
自
身
の
考
え
を
深
め
て
ほ
し
い

　

10
月
号
「
新
課
程　

指
導
最
前
線
」
の
岩
手
県
立

盛
岡
北
高
校
の
記
事
で
、「
そ
の
職
業
に
就
き
た
い
と

思
っ
た
『
き
っ
か
け
』
を
、
志
望
理
由
と
勘
違
い
し

て
い
る
」
と
い
う
小
田
島
淑
人
先
生
の
言
葉
に
納
得

し
た
。
本
校
で
も
志
望
理
由
書
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
お
り
、「
職
業
を
通
し
て
ど
の
よ
う
に
社
会
に
貢
献

し
た
い
の
か
、
自
己
実
現
を
図
り
た
い
の
か
」
と
い

う
部
分
を
生
徒
に
も
っ
と
考
え
さ
せ
た
い
と
思
っ
た
。

教
師
の
熱
意
あ
る
指
導
が
生
徒
を
変
え
る

　

10
月
号
「
指
導
変
革
の
軌
跡
」
の
青
森
県
立
む
つ

工
業
高
校
の
記
事
を
読
み
、
不
本
意
入
学
の
生
徒
が

高
校
時
代
で
変
わ
れ
る
よ
う
に
指
導
す
る
の
は
、
教

師
団
が
熱
意
を
持
っ
て
取
り
組
ま
な
い
と
難
し
い
と

感
じ
た
。
ま
た
、
マ
ナ
ト
レ
な
ど
を
活
用
し
た
学
び

直
し
の
成
果
も
あ
っ
て
国
公
立
大
の
合
格
者
が
出
て

い
る
こ
と
は
、
進
路
多
様
校
に
と
っ
て
大
い
に
励
み

に
な
る
と
思
う
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
に
多
く
の
課
題

　

10
月
号
の
「
半
歩
未
来
を
考
え
る
教
育
オ
ピ
ニ
オ

ン
」
は
、
次
期
学
習
指
導
要
領
の
狙
い
と
ポ
イ
ン
ト

を
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
あ
り
、
参
考
に
な
っ
た
。

「
学
校
関
係
者
は
、『
学
力
』
を
学
校
教
育
法
に
基
づ

い
て
認
識
し
た
上
で
、
ど
の
よ
う
な
『
学
力
』
を
生

徒
に
身
に
付
け
さ
せ
る
か
を
考
え
、
議
論
し
、
実
践

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
」
と
あ
っ
た
が
、
そ
の
通
り

だ
と
思
う
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

学
校
の
組
織
や
運
営
の
見
直
し
、
評
価
の
あ
り
方
の

再
考
、
教
師
の
意
識
改
革
な
ど
、
数
多
く
の
課
題
の

解
決
が
必
要
だ
と
感
じ
た
。

﹇
福
井
県
立
若
狭
高
校
・
中
森
一
郎
﹈

﹇
福
島
県
立
安
積
黎
明
高
校
・
森
下
陽
一
郎
﹈

﹇
広
島
県
・
広
島
市
立
沼
田
高
校
・
正
木
勝
治
﹈

﹇
静
岡
県
・
沼
津
市
立
沼
津
高
校
・
谷
野
公
彦
﹈

﹇
沖
縄
県
・
匿
名
希
望
﹈

じ
ゅ
ん
き
ょ

お

だ
し
ま
よ
し
と

あ
さ
か
れ
い
め
い

や　
し
ろ

わ
か　

さ
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2 0 1 6
F e b r u a r y

 2　月

次号は
2月12日発行（予定）

V o l u m e  6

◎今回の特集の座談会取材を通し
て、アクティブ・ラーニング（ＡＬ）
型授業では教師による場づくりや発
問が、生徒個々の思考を活性化・

深化させる上で極めて重要だと分かりました。私
の高校時代のＡＬ型授業を振り返ると、「グルー
プになって話し合いなさい」と言われたものの、
リーダーシップのある生徒の意見に流されてしまう
ことがよくありました。あらかじめ話し合いのルー
ルを設定しておくことで、そのような問題は解決
でき、更に、これからの社会で求められるファシリ
テート力を生徒にも育むことが出来るという点は、
今回の座談会で得た大きな気付きでした。（廣田）

5

教
師
川
柳

滋
賀
県
立
守
山
中
学
・
高
校
・
北
村
和
士

『VIEW21』高校版は
ウェブサイトでも
ご覧いただけます！
本誌の最新号、及びバックナンバーは、
ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト
で公開しております。誌面の PDF や「改
良！　指導ツール　ビフォーアフター」の
図版もダウンロードできます。ぜひご活
用ください。

詳しくは

VIEW21　高校版 検索

http://berd.benesse.jp/magazine/kou/
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新課程　指導最前線
2015年度入試を踏まえた

2016年度入試の出題予測と
入試直前期の指導

指導変革の軌跡
奈良県・私立　西大和学園中学・高校

福岡県立 大川樟風高校
半歩未来を考える教育オピニオン
長崎大多文化社会学部に見る

大学の英語教育改革の今

10代のための学び考
北里研究所名誉理事長 日本学士院会員 　大村　智
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表紙の学校　愛媛県・私立愛光中学・高校　和田　誠先生

見守り、支える

　愛　愛愛愛愛光中光中光中光光中光光 学・学・学・学・学・学・高校高校高校高校高校高校で、で、で、でででで 東京東京東京東京東京東京大を大を大を大を大を大を志す志す志す志す志す志 高校高校高校高校高校高高 ２年２年２年２年年２年生た生た生た生た生た生たちがちがちがちがちがちが共に共に共に共に共に共共に共 切磋切磋切磋切磋切磋磋琢磨琢磨琢磨琢磨琢磨琢磨磨しよしよしよしよしよしようとうとうとうとうと結成結成結成結成結 したしたしたしたした「東「東「東「東「東大協大協大協大協大協大協進会進会進会進会進会進会」。」。」。」。」。
７月７月７月７月月７月にはにはにはににはには全校全校全校全校校全校校生徒生徒生徒生徒生徒生生 からからからからからから参加参加参加参加参加者を者を者を者を者を者 募り募り募り募り募募り、「、「、「、「東大東大東大大東大東大同志同志同志同志同志同同志結集結集結集結集結集集大会大会大会大会会大会会」を」を」を」を」を開い開い開い開い開開いた。た。た。た。た。「図「図「図「図「図図書館書館書館書館書館書館で自で自で自で自自で 習を習を習を習を習習をするするするするするる先輩先輩先輩先輩先輩先輩輩
を見を見を見を見見て、て、て、て、て、後輩後輩後輩後輩輩が刺が刺が刺が刺が刺が刺激を激を激を激を激を受け受け受け受け受け受けるとるとるとるとるといういういういうういううようようようようようよううに、に、にに、に、に 同じ同じ同じ同じ同じじ大学大学大学大学学大学を志を志を志を志を志を志す生す生す生す生す生す生徒が徒が徒が徒徒が徒がが徒 学年学年学年学年学年学年を超を超を超を超を超を超えてえてえてえててえて知り知り知り知り知り知り合え合え合え合え合ええる場る場る場る場る場る ににににに
なれなれなれなれなればよばよばよばよばよばよいないないないなないなと思と思と思と思思と思ってってってってってって」」」」」」と発と発と発と発と発発起人起人起人人起人起 の生の生の生のの生の 徒会徒会徒会徒会徒会会徒会会会会会長会長会長会長会長会長長。東。東。東東。東東東東京大京大京大京大京大京大京京京 に関に関に関に関に関に関にに するするするするするするクイクイクイイクイズ大ズ大ズ大ズ大ズ大ズ大会や会や会や会や会会や、、、、校内校内校内校内内内で読で読で読で読で読で読めるめるめるめるめるめる東京東京東京東京東京東京
大関大関大関大関大関大関連本連本連本連本連本連本本の紹の紹の紹の紹の紹の紹介な介な介な介な介な介介などのどのどのどのどのどのの企画企画企画企画企画企画画を練を練を練を練を練練り、り、り、りり、り 参加参加参加参加参参加者募者募者募者募募募集の集の集の集の集集のチラチラチラチラチチラチ シをシをシをシをシを作り作り作り作り作り作 、各、各、各、各、各、各教室教室教室教室教室教室教 を回を回を回を回を回回ってってってってってて宣伝宣伝宣伝宣伝宣伝伝したしたしたししたした。そ。そ。そそ。そ。そううううう
したしたしたしたたしたたた周り周り周り周り周りの生の生の生の生のの生生の生徒た徒た徒た徒た徒た徒たちのちのちのちのち 士気士気士気士気士 を高を高を高を高ををを め、め、め、め、、学校学校学校学校学校学校を盛を盛盛を盛を盛盛盛り上り上り上り上上り上げよげよげよげよげよげ うとうとううとうとうといういういういういう趣旨趣旨趣旨趣旨趣旨旨に賛に賛に賛に賛に賛賛同し同し同し同し同し同し、会、会、会、会会の顧の顧の顧顧の顧顧問を問を問を問を問を問を務め務め務め務め務め務めるるるるるる
のがのがのがのがのがのが進学進学進学進学進学進学主任主任主任主任主任主任の和の和の和の和の和の和和田誠田誠田誠田誠田誠田誠先生先生先生先生先生先 だ。だ。だ。だだ。志が志が志志が志が志 高い高い高い高い高い高い高 ためためたためために実に実に実に実に実実現が現が現が現が現が現が現が難し難し難し難し難ししそうそうそうそそうそうなアなアなアなアなアなアイデイデイデイデイデデイ アもアもアもアももア 飛び飛び飛び飛び飛び飛び出す出す出す出す出す出 が、が、が、が、が 和田和田和田和田田和田先先先先先先
生は生は生は生生は生はは出来出来出来出来来来出 る限る限る限る限る限る限り生り生り生り生生り生徒の徒の徒のの徒の徒徒の思い思い思い思い思いい通り通り通り通りり通り通り通りに取に取に取に取に り組り組り組り組り めるめるめるめるめるようようようようようよ にサにサにサにサササポーポーポーポーポーポートすトすトすトすすトする。る。る。るるる 「失「失「失「失「失「失失失敗も敗も敗も敗も敗も敗もも経験経験経験経験経験経験の１の１の１の１の１つ。つ。つ。つつ。つ。壁に壁に壁に壁に壁に壁にぶぶぶぶぶぶ
つかつかつかつかつかつかりなりりなりなりなながらがらがらがらがらが も、も、も、も、も、自分自分自分自分自分分たちたちたちたちたちた で考で考で考で考で考で考えてえてえてえてえてて試行試行試行試行行試行錯誤錯誤錯誤錯錯誤錯誤するするするするするす ことことことことととこそこそこそこそこそこそここ が、が、が、が、、成長成長成長成長成長成長につにつにつにつにつにつながながながながながなななな りまりまりままりまます」す」す」」すす」。。。。
　そ　そ　そそそその姿の姿の姿の姿の 勢は勢は勢は勢は勢ははは勢 、進、進、進、進、進、進学主学主学主学主学主学学主任と任と任と任と任と任と任 してしてしてしてて生徒生徒生徒生徒生徒生徒の相の相の相の相の相談を談を談を談を談を談談談 受け受け受け受け受ける時る時る時る時る時も同も同も同同も同も同同じだじだじだだじだだ。生。生生。生。生生徒が徒が徒が徒が徒が徒がうまうまうまうまうままく話く話く話く話く話く話く話せなせなせななせなせ くてくてくてくててくても、も、も、も、も、先先先先先先
生は生は生は生は生は静か静か静か静か静か静か静かに耳に耳に耳に耳に耳に耳を傾を傾を傾をを傾を傾け、け、け、け、け 全て全て全て全て全て全てを受を受を受を受を受をを受をを け止け止け止け止け止け めるめるめるめるめるめ 。そ。そ。そそ。そしてしてしてしてしてしし 、１、１、１、１１１度の度の度の度のの度 相談相談相談相談相相談で結で結で結で結で結論を論を論を論を論を論を出そ出そ出そ出そ出そ出そうとうとうとうとうとう せずせずせずせずずせずせずに「に「に「に「に「に またまたまたまたまたまたま 来来来来来来来
なさなさなさなさなさなさなさい」い」い」い」い」」」と言と言と言と言と言言う。う。う。う。う 時間時時間時間時間時間を置を置を置をを置置いていていていいてい 考え考え考え考え考えて、て、て、て、２度２度２度２度２度２ 、３、３、３、３３度と度と度と度とと話す話す話す話話す話すうちうちうちちうちう に、に、に、ににに 生徒生徒生徒生徒生徒生徒が心が心が心が心が心が心心心心の内の内の内の内の内の内を整を整を整を整を整整を整理で理で理で理で理ででき、き、き、きき、き 道道道道道
を見を見を見を見を見見を見を見を つけつけつけつけつけつけけられられられられられら ればればればればればばば、そ、そ、そそ、そ、それでれでれでれでれでれでれ よいよいよいよいよよい。「。「。「。「。「言葉言葉言葉言葉言葉言葉にしにしにしにしにしに て相て相て相て相て相相手に手に手に手に手に手 伝え伝え伝え伝え伝え伝 る過る過る過る過る過る過程で程で程で程程でで、自、自、自自、自、自分が分が分が分が分がが分分分 何を何を何を何ををしたしたしたしたし いのいのいのいののののか、か、か、かかか すすすすす
べきべきべきべきべききなのなのなのなのななな か、か、か、か、か、か なぜなぜなぜなぜなぜなぜぜ出来出来出出来出来出来ないないないなないないなな のかのかのかのかのかに自に自に自に自に自に自ら気ら気ら気ら気気ら気付く付く付く付く付く付 でしでしでしででしでしでしょうょうょうょうょょう。そ。そ。そ。そそ。そこにこにこにこにこにこに意味意味意味意味意味味があがあがあがああるとるとるとるとと思う思う思う思う思思うのでのでのでのでのでです」す」す」す」す」と語と語と語と語語と語る。る。る。る。るる。
　今　今　今今今今今は、は、は、はは、は、は 「東「東「東「東東東大協大協大協大協大協進会進会進会進会進会進会」で」で」で」で」で」 ２回２回２回２回回回回回回目の目の目の目の目目目ののイベイベイベイベイベントントントントトを企を企を企を企企を企企企画中画中画中画中画中画中だ。だ。だ。だ。だだ 「ア「ア「ア「ア「アアイスイスイスイスイスイ ブレブレブレブレブレレークークークークーククにはにはにはにはにはにはに 他己他己他己他己他己他他 紹介紹介紹介紹介紹紹介紹紹介介をしをしをしをしをしをししようようようようよう」」」」
「活「活「活「活活活動紹動紹動紹動紹動紹紹動 介の介の介の介のの介のショショショショショシ ートートートートー ムームームームービービービーービービーーを作を作を作をを作作りたりたりたりたりたたい」い」い」い」いい」と言と言と言と言と言う生う生う生う生う生う生う 徒た徒た徒た徒た徒た徒たちにちにちにちにちにに驚き驚き驚き驚き驚きつつつつつつつつつつも、も、も、も、、ももも 「ど「ど「ど「ど「ど「 んなんなんなんなんなななアイアイアイアイアアイデアデアデアデアアデ が出が出が出が出が出が
てくてくてくてくて るのるのるのるのるののか、か、か、か、か、怖く怖く怖く怖く怖怖 もあもあもあもあもあもあり、り、り、りり、り 楽し楽し楽し楽し楽楽しみでみでみでみでみでみでみ もあもあもあもあもああるのるのるのるのる ですですですですですですすす」と」と」と」とと、和、和、和、和、和田先田先田先田先田先先生は生は生は生はははうれうれうれうれれうれしそしそしそしそそしそうにうにうにうにに笑っ笑っ笑っ笑っ笑っ笑 た。た。た。た。た。
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